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判
所
は
資
金
制
字
ど
俊
？
j

す
る
と
い
う
考
え
方
を
乙
コ
て

ぃ
ι
～／）

ーν

か
し
、
九
午
前
旦
主
人
た
裂
は
的
ル
ヲ
ル
7
5
と
る
裁
判
別
立
は

又
配
稔
維
山
リ
ポ
マ

J、
円問

日
的
L

の
で
な
も
の
子
て
お
げ
ら
れ
て
い
に
ハ
仮
に
、
資
金
品
達
中
緩
ま
ο
rる
ー
一
い
う
母
、
九
五
を
採
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
資
会

の
た
め
で
あ
れ
ば
支
配
権
給
対
ζ

は
市
珂
係
に
ボ
幻
ー
止
発
れ
と
は
な
ら
な
い

rγ
つ
小
林
十
円
貨
店
事
件

り
ま
主
維
持

円、会じた円、ル九州
7
h
J
h

つ

む
l
ろ

、山古
U
やJ

ル
l
ル
J
q
一
決
一
泊
す
る
裁
判
例
f
以
一
貫
し
た
考
え
与
は
一
一
小
ど
い
い
て
お
ら
一

r
、
民
白
羽
ル
ー
ル
の
中
司
令
可
決
む

ず
る
こ
と
に
芯
る
価
箔
判
阿
古

Jnう
政
策
判
断
古
川
出
門
店
L
Cき
ん
一
と
号
、
え
る
刀
が
よ
ち
懸
命
的

百
円
小
島
や
枯
れ
J

V

」

pプ

j
！
l
E
l
l
－

c
 

〆1
下

て
み
よ
う
わ

r

述
の
と
ば
打
、
資
金
調
迭
む
必
県
川
は
が
支
配
い
い
惟
予
い
ハ
の
影
響
に
伐
係
な
く
は
附
記
さ
れ
る
と
考
え
る
の
で
為
れ
ば
、
そ
れ
や
明
侍

子
し
h
J
叫
対
枠
組
旧
同
一
応
存
生
し
た
の
で
あ
り
、
ム

乙
ま
た

一
定
の
制
値
判
断
に
も
と
つ
い
て
問
題
、
り
め
る
株
式

（
り
人
円
草
取
刊
に
つ
い
て
叶
川
市
を
認
め
る
h
A
ド
い
は
よ
汀
ム
刊
す
る
に
一
切
件
延
む
の
主
民
な
目
的
に
若
円
「
る
判
断
作
州
引
を
説
提
と
し
て
も
、
会

弘
を
防
衛
す
る
ャ

ζ

ー一昨＼より一
4
h
a
戸
的
に
ニ
め
る
の
は
前
田
町
的
に
よ
中
可
能
で
は
な
い
一

反
対
へ

原
則
y

げ
て
そ
の
よ
う
伝
権
限
は
な
い

が
、
河
外
的
に
益
出

d

的な担…
R

！
め
の
よ
よ
J
h
T
ノ
ヲ
ー
ス
さ
は
認
め
ら
れ
る
γ

と
す
る
こ
と
ら
小
川
以
慌
て
は
な
い
（
い

F
れ
に
、
）
「
し
も
、

の
制
値
判
叫
附
を
品
川
叫
／
一
ず
る
こ
い
一
に
な
る
。

し
か
L
、
そ
幻
よ
え
に
U
？
引
か
ら
対
抗
れ
い
晋
を
認
め
合
、
あ

J

る
い
は
百
り
し
ト

J

ムゴ一
ζ

引
く
、
持
ち
出

yrれ
た
の
は
資
金
川
内
院
で
ゐ
っ

～
～
口
こ
札
は
に
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
ば
、
ろ
う
か
。
印
刷
和
両
年
改
一
け
に
よ
る
反
権
資
本
引
庶
民
草
人
の
際
に
資
金
訊
透
の
際
政
性
体
保

が
司
的
と
六
れ
、
そ
の
ね
鋭
、
十
首
会
副
注
J

／
一
出
向
均
約
に
行
う
に
止
に
収
締
役
会
保
り
亡
糾
川
什
《
汀
／
れ
を
行
え
る
の
で
あ
れ

2

、
既
存
株
十
丁

η
持

弘
北
京
は
深
謀
さ
れ
は
い
唱
と
さ
れ
て
主
た
。
千
三
の
た
応
、
結
恥
と
し
て
U
一
収
者
で
忘
れ
詑
で
↓
ぬ
れ
況
打
什
株
主
の
持
株
北
ふ
ー
か
紙
卜
し
て rよ

l取人法学l日 f：ヲZ; D2 [2iJCS.弓、
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I
3
、
去
に
J
阿
久
η
調
述
の
に
め
で
あ
れ
ば
、
以
締
役
会
限
り
で
新
社
開
発
行
主
行
為
ノ
一
と
は
i
L
E切
っ
て
汗
ぷ
に
い
く
く
、
そ
れ
ゆ
え
資
令

品
川
塔
が

1

正
、
な
げ
的
と
な
る
こ
ζ

日
体
は
沢
U
り

、，

」
の
一
。
つ
に
、
資
金
品
川
毘
は
支
配
持
活
？
に
μ
闘
す
る
仙
値
引
附

r
は

一
応
別
に
新
株
発
行
す
正
当
化
L
う
る
も
の
ミ
あ
り
さ
ら
に

の
存
易
さ
す
り
考
え
る
こ
£
軟
な
解
決
を
は
か
れ
る
も
川

J

で
も

ルめ
J

1

～n

そ
し
亡
、
上
述
の
ζ

お
り
、
人
配
r
時
引
の
維
持
を
ヨ
的
与
一
0
2

る
こ
と
ゴ
体
は
不
当
な
ロ
オ
お
こ
し
て
き
た
U
4
0
J

な
わ
ち
、

般
的
に
は
支

記
椛
を
維
持
す
る
た
め
の
新
株
針
／
什
を
認
め
る
わ
け
で
以
云
し
と
し
て
い
人
（
実
際
、
手
U
似
処
分
ー
を
訟
仏
り
た
宇
例
で
は
、
之
官
パ
格
維

引
を
、
に
ア
民
な
判
的
と
す
る
か
ら
不
公
疋
党
行
に
な
る
と
し
て
い
戸

結
い
町
、
資
金
弔
問
主
日
約
一
宮
位
同
庁
に
認
め
て
い
る
か
ら
と
い
コ
て
、
取
締
役
会
が
支
町
民
権
争
い
に
影
響
j
h
p
h
J
X
る
い
税
収
を
持
っ
て
い
る

と
の
れ
断
が
苛
後
ケ
め
っ
た
と
も
い
え
な
い
し
、

か
と
い
っ
て
、

支
町
内
ぃ
柊
争
い
に
反
響
ど
ι寸
入
て
は
な
h
一
な
い
と
い
、
つ
れ
断
を
し
て
い

円一
Lγ
包
い
え
チ
仙
い

れ
U

し
ろ
、
一
hψ
」
な
け
門
的
に
主
と
し
て
資
金
州
連
、
不
ψ
ー
な
円
的
に
主
と
し
て
支
配
権
維
持
を
拘
げ
、
滅
多
川
後
壱

ー
ゲ
」
勾
仙
｛
疋
し
泣
い
資
金
一
羽
之
片
的
が
あ
れ
ば
主
配
権
推
持
月
的
に
よ
る
、
も
の
で
は
な
い
と
「
る
こ
J

亡
、
坂
締
役
会
が
支
配
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い
に
介
人
で
き
る
か
」
と
い
う
姉
他
判
断
を
打
、
つ
態
度
渋
立
を
凶
法
、
に
ん
1
ま
、
妥
」
↓
と
さ
え
つ
れ
る
結
論
吉
出
、
〕
亡
さ
台
工
y

l
ぃ

「民一

L
マ
匂
の
で
ふ
め
ヲ
匂
し

仏内五
M
A

士、二一一一

本
川
却
で
は
、
士
主
日
的
ル
？
ル
の
情
を
と
実
ね
の
品
川
例
に
お
け
る
運
尽
か
ら
、

F
4
一？で
y
ぺ
〆
た
÷
安
川
け
UW
ル
、
ル
を
と

は
主
配
持
争
い
と
収
納
一
役
人
古
川
υ
新体一一光ノ
J
じ
の
権
限
に
潟
一
α
る
倣
値
1
J
断
L
古
田
除
し
で
き
～
の
で
は
ば
い
か
し
、
い
う

ιト刀
J
t
J
A
一－小し

五
安
門
的
凡
ル
の
基
礎
に
絞
均
一
潅
限
分
配
件
伏
広
予
乱
を
お
い
た
」
も
ふ
ら
れ
る
一
一
つ
の
裁
吋
例
に
お
け
る
判
断
枠
組
が
、
そ
心
後
は
綾

ね
さ
れ
な
か
っ
九
七
一
と
も
こ
U
J
う
芯
H
H
A
h
と
愁
／
川
的
で
あ
る
乙
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r日

ま
ど
、
木
川
河
で
み
1
7

～
！
と
こ
ろ
か
〉
は
、

を
土
市
一
柏
戸
的
」

に
音
ド
ド
ヲ
る
と
い
う
判
断
枠
組
に
は
、
ヤ

裁
判
例
に
お
け
る
折
紙
党
行
の

の
戸
D
h

つ
な
仰
値
判
断
の
司
法
を
川
リ

4Trγ
る
役
割
ド
あ
っ
た
ζ
ー
も
い
え
る
。
仙
の
あ
れ
う
る
汀
断
枠
紙
、
例
え
ば
防
侍

mv必
波
性
お
よ

J、
円問

び
問
題
に
な
っ
て
い
る
防
止
灯
策
の
相
川
市
性
に
よ
り
判
断
一
3
6
1こ
い
つ
に
本
の
は
、

｛心の
J
f値
川
断
？
？
什
ラ

ぞ
れ
を
係
川
「
司
令
時
点
で

q
Kを
一
小
町
静
的
に
一
行
わ
ざ
る
ん
で
長
な
い
。
そ
れ
に
刈
し
℃
、
半
淡
な
片
的
に
ど
恒
日

γ
る
リ
リ
断
作
作
で
は
、

共
体
的
な
ル

i
ル
心
中
一
一

を
決
定
一

3
0際
に
判
h
，
か
の
川
相
刈
断
J
Vと
伴
う
号
、
1
1万
！
な
一
？
大
別
し
て
も
よ
い

L
、
し
な
〈
て
も
よ
い
。
実
際
、
川
批
判
所
は
「
判
ら
ひ
の

民
し
九
州
J

喧
判
断
ん
と
一
ボ
し
と
こ
な
か
っ
心
人
。
こ
れ
宇
可
能
と
し
た
の
が

ム
丁
ぜ
円
均
ル
ー
ル
心
、
一
裂
な
い
判
明
に
お
円
「
る
と
司
う
清
三

｜
｜
こ
れ
什
体
は
じ
宍
外
的
な
ル
ー
ル
の
同
叫
ん
九
号
J
や
ら
、
れ
は
h
w
ん
一
め
に
お

JFJ重
要
で
は
な
い
、
よ
う
に
も
み
丸
山
る
ー
ー
だ
っ
た
り
で
中
hu

プ
包〉

（
内
川
｝
五
立

校
斗
刊
の
忠
義
ぃ
～
二
い
て
第

（
特
に
一
円
一
村
二
市
」

の
よ
う
な
陥
サ
に
は
検
村
内
と
つ
よ
中
立
旦
↑
予

Jしれ
け
日
仏
ー
に
つ

J
J
t
様
t

k
批
判
か
め
4
Q
か
ち
ょ
へ
な
い

, 
F 《

＋ 
単

G) 

草
川
市
一
節
に
机
h

午、、

新
日
説
明
を
J
J
る

υ

現
在
河
川
弘
子
一
な
ぜ
z
t
h－1

J

以
も
小
山
に
な
三
に
し
る
の
か
〉
一
三
夜
山
一
す
メ
ω
に
は
、

：
っ

b
J
た
ゴ
ノ
＋
i
z
uト

IjJK
了一
f
J
A
5

告

し
：
ミ
パ

J
J
j
3
7
7
c
J
c
j
L
J
J
：

、

書

に
、
本
っ
ば
っ
汁
ハ
｛
川
内
容
に
持
日
た
ど
勾
で
あ
る
し
、
れ
は
、
対
処
｝
よ
ろ
し
ゴ
」
け
る
問
起
に
と
コ
て
選
択
さ
れ
い
山
中
以
ぷ
ふ
迎
的
な

僚
は
左
打
i
J

え
Y

L

J

」
日
て
き
る
（
他
の
あ
り
う
る
規
並
E
ば
日
μ
恨
の
相
前
段
ペ
u
t々
な
い
／
〕
い
J

h

j

も
の
に
な
っ
、
つ
第
～
、
ほ
か
形
成
さ

れ
、
て
き
七
」
世
史
の
憤
討
の
今
ー
に
、
江
市
川
ー
一
戸
廿
の
外
に
M

リ
干
す
↑
ω
h
r
A
肉
J
D
浩
一
ご
ん
に
わ
叫
仙
J
が
為
、
l
U
7
4

旬
。
二
九
に
は
む
に
も
、
フ
メ
リ
刀
に
お

い
く
み
h

れ
る
工

7
な
、
十
人
き
げ
三
ぷ
グ
一
ゼ

J
Y」
匂
件
定
U
利
益
集
団
心
左
汁
に
右
l

J

、
説
明
や
、
何
L
J
日
刀
制
泊

U
T制
約
九
も
と
つ
く
仏

引
が
忠
る

不
平
日
JJm明
は
、
市
二
に
一
正
い
J

し
の
ノ
〆
一
じ
叶
内
け
し
て
J

る
い
川
が
あ
る
c

七
三
、

ア
イ
汁
刀
心
豊
中
間
な
先
v
h

引
先
、
は
、
」
淳
司
制
度

r起
因
す
る

1手制
る足

的

＝ム
内
久

J二以
J司
わ l中
才L 辛口
て iJ:、
し y，、
る州
J) へ
と下i

it、
J ρ p  

~ 

ぺ
)) ~ 

Yム壬
小
Vノ ～

i口二
tc引
t ム,, = 
＇~性
、
～ 何
tT¥ ~~＇！C 

!,'. ''" ヰ l' 

·~ ~ y，ケ

拠主
設相k
に 1

',O い

z、1～－

hム

r,: 
いよ

,, '" 平
グ〉作

め 1、

たや
~. ノヒ

寸

干J《匂

ずJ川

↑
」
れ
、
円
に
L

ヱ
ク
依
拠
、
コ
ミ
一
品
論
ど
よ
ろ
L

ヶ
る
も
口
で
は
な
い
が
、
わ
が
凶
の
敵
刈
川
河
川
げ

r州
内
）
？
る
渋
に
つ
い
：
、
山
山
の
外
の
要
因
J
b
陪
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ま
え
ー
と
一
と
の
説
明
モ
提
勺
す
る
こ

γぜい
A
み
る
も
心
て
お
丈
J
ζ
の
よ
一
一
ノ
な
要
以
に
よ
っ
て
今
あ
る
一
向
JM形
成
さ
れ

Pζυ
か
七
町
叫
ん
か
に
す

る
～
と
は
、
「
と
う
ー
の
ァ
匂
火
当
主
一
主
主
一
え
る
参
考
に

E
な
る
が
ヲ
れ
は
］
ゲ
刀
内
界
円
み
よ
O

J
説
明
で
き
る
モ
ペ
一
で
日
な
ノ
＼
こ
の
よ
h

つ
な

検
討
さ
門
川
、
設
が
ゅ
の
る
に
て
は
な
h

カ
1
r
L

考
九
一

v
る
c

ア
メ
リ
何
人
に
お
け
プ

Qm允
に
は
、
会
汁
ほ
～
印
刷
A
1
る
特
定
心
利
益
集
y
い山

J
D
利
害
の
致
か
ら
お
Y
明
JJ
令
も
の

J「レ
t
、
例
え
ば
、

d
z
t

｝一三
rニ
門
戸
3

3
一
号
、
付
与
か
さ
ら
え

p
v
L
y
z
p
v
N
λ
E
F
B
R
E
2
毛
主
門
主
主
一
3
J
5
μ
J
J
l
m
門
｝
宗
乙
二
円
｝
叶
と
が
あ
る
よ
り
沈
持
さ

れ

A」
説
明

ζ
L
一
～
は
、
例
え
ば
、

4
C
E
5ミ
／
Aarmv
糸
口
2
2刊ごっ勺

J
L
E
ぺv
討
さ
ヘ
5
？
と
M
守
3
5ヱ
ユ
号
、
、
ご
旬
、
ミ
ゾ
一
ミ
～
1vLEFEU

代

U5Vさにと、ヘヘ
h
h
ゃ
い
門
戸
×
目
見
一

d
J
t
c
亡
。
vh吋）告シ町、し

）－q
h
r

、
γ

メ
リ
カ
の
会
祉
法

7
～
お
け
る
刊
山
阿
波
子
」
の
議
論
あ
る
い
は
T
の
延
長
紘
Y

九
人

2

人
匂
議
論
も
あ
げ
ら
れ
ぷ
ス
ノ
）

HCF巾
E

チ
ηrRV斗
Cヨ
で
ふ
め
る
に

ι勺
え
勺

JH
場

1

L
て
は
、
…
悦
べ
ば
、
ロ
μコ
旬
、
も
た
ご
ご
｝
勺

μ
2
L一
ヨ
リ
出
ηゲ
ハ
ナ
子
一
目
γ
与
三
む
と
に
ヘ
ミ
ヘ
叫
豆
、

（bqV33～h、2
4
J
R
P
之
さ
ど
へ
と
お
と
ご
と
ど
己
主
岱
（
げ
さ
ヘ
ミ
ョ
ミ
ミ
ご
と

2
4
2
h早川入山口一一一
Cω
市l
r
u
～
戸
刃
ヨ
～
工
弘
二
在
日
）
が
あ
匂
c

そ
れ

と
一
札
対
PJυ

司
ζ
し
て
は

F
手元一〉

F
Z
Z
7
A
Y
T
T
己主一「一
3

2

5↓
工
一
一
（
／
／
己
売
七
三
平
日
正
（
5
3ど
が
代
天
的
立
あ
る

U
U吋は、

州
会
辻
氏
れ
競
争
よ
U
も
一
ノ
ワ
一
二
ノ
州
に
、
、
コ
、
川
一
邦
＋
去
に
よ
る

5
3
4戸
一
－
い
う
市
山
汚
な
い
ち
料
日
首
長
で
あ
る
こ

λ
l
u
u
ζ
、出

hrup山
刊
さ
れ
て
し
る
ヘ
山
b
れ
れ
同
日
刊
ド
っ
し
プ
児
院
が
弐
し
て
い
る
わ
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は
な
し
三
長
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F
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E
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、
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叶
問
中
司
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4
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六
I

l

d

乙
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な
く
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つ
一
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ノ
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ノ
ヴ
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の
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影
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考
L
U
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川
川
け
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形
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p
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R
d乙
に
た
ミ
ミ
＝
～
N
F
3
2コ
ミ

き

手
E
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、
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古
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F
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と
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＼
ず
つ
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ア
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下
例
法
、
υ
形
成
に
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日
刊
す
2
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制
反
的
む
史

R
L
し
亡
、
下
、
／
し
て
↑
〆
キ
ャ
ン
ゲ
ル

を
き

J
均
一
行
こ
す
ア
二
八
日
正
に
エ
ブ
2
Z
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主
｝
白
州
じ
ム
パ
吐
が
移
る
寸
治
主
を
F
げ
る
戸
但
己
主
主
－

7
L
J
E
へm
v
F
4
2
E
河
井
一
泊
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～

止
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町
中
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2
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2
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乞
去
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ミ
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V
4
c
E
h
h
「
E
一
一
民
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ヨ
コ
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Z
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3
Cえ
し
と
（
直
M
f
c
二ノごノ
11Jr
ア
詰
の
閃
係
は
波

予
的
1r
い
よ
と
り
も
一
共
存
的
一
一
♂
三
二
五
三
立
去
る
と
F
る
J一
ハ
H
F
T
コ】甲子
ζ
4
5
3
ケ
同
是
正
刊
誌
3
2
へ
ざ
主
主
hN～
さ
た

MVMベ
～
妥
当
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w
～コモ町、
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h
Eミ九円
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h
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U
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｝
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二
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V
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4
二一、（山内戸）ろい｝

ヘ
町
一
九
三
山
、
本
稿
ば
裁
判
川
の
判
断
～
何
つ
か
の
汗
泊
中
し
ょ
A

J
」
す
る
去
の
で
は
な
い
本
料
で
市
川
る
一
ん
に
型
的
一
叩
値
判
断
4
M丑

し
と
な
一
心
引
制
h
J
ー
は
忠
昧
ん
｝
川
日
ち
J

ノ－
4
表
現
は
、
何
ら
か
の
洋
伺
を
九
日
わ
い
こ
L
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v
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十
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し
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ち
り
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い
＼
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戸

1

広
川
治
ル
i

ル
の
兵
品
川
的
な
山
H
M
で
必
わ
る
一

t
ーコ
h
一

4

門
的
二
十
い
寸
な
げ
的
－

UJハ
仇
同
に
い
え
り
一
山
う
な
も
や
か
れ
一
判
肢
は
、
一
1
少
な
く

と
も
裁
判
例
で
は
不
公
正
発
’
に
該
当
ず
る
か
小
川
か
と
い
一
ノ
ノ
ペ
社
土
、
」
｛
パ
一
戸
沢
一
ー
ケ
一
市
l
ι

十
日
改
止
市
古
l

↓↓人

o
tの
け
一
の
が
f

釈
E
L
て
行
わ
れ
る
の
で
お
い
、
改
宗
主
析
e

川
伯
…
庄
一
副
凡
な
川
寸
つ
一
と

1
3
Y二
忠
一
ぺ
山
」
が
主
る
刀
J

し
れ
い
公
い

L
か
し
、
八
計
十
店
主
る

い
は
け
寸
成
一
七

ιほ
日
前
胡
日
）
の
回
定
行
丈
＝
一
に
ア
り
目
、
不
公
↓
L
発
ノ
什
心
且
一
ム
竹

AVryた
ま
い
同
は
明
J

か
で
は
な
ノ
＼
む
の
刻
定
h
J
フ
久
一
義
坊

に
川
町
総
な
が
釈
が
導
ヘ
J

れ
る
土
け
で
は
公
｝
結
局
の
、
こ
ろ
、
（
に
」
要
ロ
的
ル
ル
戸
山
限
J

J
こ
こ
の
間
思
に
づ
い
こ
何
J

一
い
の
明
荷
な
片
山

泣
か
」
攻
守
正
」
め
る
レ
は
選
仁
仇
す
る
の
と
干
れ
ば
、
二
止
の

df町一体
U
X－
－
一
断
が
必
要
！
乙
な
わ
、
そ
｝
に
は
附
他
判
所
カ
作
一
つ
の
℃
あ
る
一
三
♂
恩
院

、
i
J
μ

前
？
と
思
続
的
な
性
口
の
あ
る
問
題
L

tえ
る
）
山
中
口
一

J
臥
刈
的
買
収
に
刈
ず
る
防
に
京
に
つ
い
て
の
冗
奇
一
式
井
生
中
山

市
仁
川
（
編
店
、
一
企
業
医
収
灼
衛
戦
崎

E

以
冗
夜
、
川
八
一
日
心

R
（
尚
事
法
務
、
一
ヘ
一
ヘ
ノ
台
、
初
目
、
礼
的
一
一
一
巻
町
ぃ
‘
有

寸
一
、
片
、
六
u
f
J

ヘ
ハ
ノ
〈
ノ
ー
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へ
つ
ヘ
ノ
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一、］ムザク明
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一
、
別
）
ご
れ
は
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問
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分
配
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い
J

説
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も
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に
1

二
、
い
る
c

森
本
滋
刻
株
の
品
川
坪
1

｝料、＋↓の

i
h
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訪
市
東
｛
け
一
阿
久
ゆ
一
三
豆
、
ー
ハ

〕
庚
一
一
九
）
八
事
問
ハ
必
ず
し
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同
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忠
世
乙
L
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わ
け
で
は
川
か
い
が
、
川
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町
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一
ツ
J
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有
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J
1
人J
照
c

ハ
ベ
際
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川
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v
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一
よ
山
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東
京
泊
決
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点
一
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年
七
戸
d

l

凶
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忠
実
一
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、
4

な
汁
や
半
件
古
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立
（
三
が
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よ
う
な
手
え
方
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会
見
に
v
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マて
v
る

よ
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川
め
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ヘ
川
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決
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山
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｛
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潟
地
判
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4
司
一
け
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事
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（
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争
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入
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k
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叫
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の
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切
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日
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L
ュ
る
乙
ロ
山
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れ
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／
刀
三
明
示
L
t
d
y
Q
裁
判
例
法
人
、
ー
の
一
乙
F
J
九
あ
た
ら
な
ぜ

ρ

ヘ
川
出
）
例
え
は
、
ー
へ
Aut
ハ
ヱ
仏
外
山
口
刊
時
三
心
批
に
M
L
h
V
H
一
千
一
一
よ
又
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介
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↓
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伐
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出
向
で
は
、
文
一
一
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枕
持
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に
つ
い
了
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に
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叫
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仙
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力
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C
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日
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五
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）
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一
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川
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K
H
一川町
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さ
れ
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v
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向
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か
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f
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早
山
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一
一
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款
e
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v
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平
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ヘ
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町
利
凶
二
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q
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片
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川
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昨
ベ
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U
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1

e
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什
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山
F
L

）
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八
台
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に
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了
。
こ
こ
」
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伐
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事
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f
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L
L比
嘉
一
日
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に
資
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主
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う
れ
な
レ
こ
こ
に
山
一
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分
台
一

J

以
与
法
が
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げ
ら
れ
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お
？
、
資
金
請
求
止
の
必
一
世
吟
乞
他
に
阪
心
す
る

c

r日
J

i

い
と
い
〉
ツ
ω
同
一
事
件
の
判
断
枠
制
つ
い
て
は
、
市
↓
中
市
一
則
請
二
払
挙
。
月

一
川
町
一
度
は
東
尽
川
両
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w
成
ぶ
年

u
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二
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H
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実
屋
唱
な
げ
や
事
件
了
前
掲
正
一
三
干
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権
↓
7
L
の
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河
川
乙
お
い
て
は
、
収
締
役
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絞
り
で
の
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碓
争
、
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を
1
7

え
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J
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な
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叶
－
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よ
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1
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雨
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で
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し
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1
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判
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で
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も
り
Y
J
お
ら
ず
、
相
存
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と
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迷
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♂
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い
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↓
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仮
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岳
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資
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1
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片
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あ
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れ
て
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に
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る
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格
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り
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凶
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件
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前
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町
収
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に
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す
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法
什
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先
生
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史
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＼
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れ
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を
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泣
け
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の
－
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な
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い
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で
あ
γ
Q
O

J、
円問

M 

ンド

な
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一
県
日
的
ル
ヲ
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さ
れ
に
む
か
つ

仕
事
一
%
帆

f予

前
節
で
ふ
た
と
お
り
、
松
川
杭
↑
／
L

r
小
六
れ
て
き
た
圭
市
民
河
お
ル
ル
で
は
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配
権
争
い
に
つ
い
と
の
価
値
判
断
が
円
避
さ
れ
と
き

こ
と
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ら
れ
る
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で
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ぜ
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の
よ
う
な
価
情
判
断
5
凶
遊
を
汽
む
、
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要
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的
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が
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さ
れ
た
の
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に
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司
て
検
対

ず
る
〈
ま
ず
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判
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し
た
の
か
に
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か
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。
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検
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す
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＼
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村
V
帆

な
け
い
一
価
値
判
断
を
同
逃
し
た
の
か
っ

時
間
の
制
約

川
公
早
で
み
た
裁
判
例
ど
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
？
に
り
、

新
株
心
不
公
一
ι
常
化
リ
は
、
半
ι

点
止
仮
処
分
の

ν
ベ
ル
で
争
わ
れ
、

ニ
安
門
下
的
ル
7
1

ル
も
Z

の
h
J
2
形
成
さ
れ
て
き
に
c

新
株
μ

犯
行
の
阜
止
め
は
、
新
株
一
パ
ん
’
つ
が
託
さ
れ
て
効
力
が
発
バ
L
d
J

れ
ば
そ
の
ぷ
一
市

京
訴
に
釘
い
て
左
l
判
決
な
得
る
に
は
一
文
期
間
人
V
一
要
十
令
の
で
、
、
と

L
て
短
期
間
で
判
断
い
か
な
手
れ
る

似
処
分

f
続
に
ホ
り
ん
γ
1
J
れ
る
こ
ζ

に
仕
切
削
。
ま
た
、
少
な
く
〉
一
J
h
l
場
九
百
せ
の
よ
う
仕
公
開
会
什
に
お
い
て
は
京
公
正
禿
行
ば
新
株

は
一
訴
え
の
利
、
ハ
判

J
T
T
が、

託
行
’
川
町
効
事
日
じ
な
ら
な
い
乙
さ
れ
て
き

新
株
発
行
川
…
対
の

J

出
え
で
f

川
公
正
月
九
析
に
ぷ
引
す
る
か
ど
う
か
の
ル
？
ル
が
形
式

Jコ

そ
う
す
る
J
、
九
州
知
向
で
行
、
わ
人
在
日
れ
ば
な
ら
な
、
仮
処
分
千
続
に
お
い
亡
不
公
リ
光
行
に
対
す
る
リ
リ
断
枠
組
が
形
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
u

実
際
、
削
中
て
み
た
裁
問
例
の
3
1
J
h
報
温
か
ら
仮
処
分
の
中
山
川
が
苧

4

ら
J
ば
に
は
っ
た
手
汗
の
仮
処
分
中
清
か
ら
一
決
む
ま
で

l取人法学l日 f：開； 98 [2iJCS.弓、



に
か
か
ハ
去

i
数
問
、

以
内
短

h
ヨ
か
ら
尽
X
二
斗
ヰ
で
あ
り
、

よ
ほ
明
会
計
に
お
け
る
弔
…
一
に
限
定
、
三
間

一0
3
1
T品
川

の
事
事
に
つ
き
慢
数
の
松
山
処
分

7

一
百
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
雨
被
を
除
く
ζ

、

U
か
ら
最
長
一
一
一
日
で
あ
h

は
九

F
て
あ
っ

J

T

h

公
正
出
品
五
行
H

の
事
行
す
別
抗
」
i
Q作
品
判
所
は
、
こ
の
で
J

な
厳
し
い
時
司
的
制
約
の
叫
l

℃
判
断
を

不

L
て
き
丈

η
で
φ

める

主
要
ヨ
的
ル
ん
の
広
い
適
用
範
囲

十
仁
民
ー
は
的
ル

i
ル
り
沿
在
的
な
必
用
場
所
は
か
仕
れ

J

山い
u

T

、
小
一
－
止
発
行
全
般
に
適
川
手
、
れ
い
つ

る
か
ら
で
丸
山
る
し

Iλ
隊
、
間
章
で
詳
し
く
償
対
し
た
ト
工
更
判
的
ル

l
ル
ハ
乞
採
用
す
る
法
判
例
心
中
に
は
、
敵
対
約
な
株
1
ん
の
成
如
何
へ
の

一川一

防
止
川

U
ホ
案
以
外
に
、
！
ふ
似
株
、
エ
め
る
い
ぽ
そ
れ
に
rf
い
大
株
主
）

事
案
、
合
数
株
主
権
の
都
合
J

が
い
問
題
1r
なっ

ト
ム
似
怪
を
め
ぐ
こ
よ
千
っ
て
い
る
事
案
、

と
対
立
し
て
い
る
絞
営
陣
が
汁
い
仇
し
て
第
一
省
制
！
」
士
行
っ
た

株
主
役
日
行
、
同

t
が

綬
廿
障
が
支
出
株
、
r
に
拡
抗
し
て
第

vn割
当
を
／
れ
》
一
て
い
る
J
Eい
わ
れ
る
事
楽
な
ど
に
ム
下

、JT
一コ

J

f

l

h

 

さ
ら
に
か
つ
て
は
町
一
説
会
社
に
お
い
て
も

中
品
目
的
ル
ー
ル
が
迫
用
主
れ
と
き
た

d

も
っ

2
も
り
北
，
出
T

で
み
た
期
間
二
台
い
て
も
主
要
目
的
ル
ー
ル
の
反
午
、
の
浜
市
範
回
は
挟
め
ら
れ
え
さ
一
よ
同
い
る
、

ま
す

b
f
必

十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

咋
商
法
改
f
ケ
o
り
一
£
誠
一
段
制
限
ム
μ
弘
に
お
い
て
は
、
以
則
、
と
し
C
除
工
い
新
株
引
受
権
宮
川
J

え
る
こ
と
と
し

そ
し
て
、
ミ
の
新
株

こ
れ
を
ほ
川
除
す
る
の
に
必
要
な
株
ニ
総
会
の
特
別
決
議
R
得
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
た
剖
株
党
行
は
抵

N

効
に
な
る

寸

,¥ 戸予
」 k

L j年
た＂：＇を
,, '"' 

三一 杭
の L
ょこ 亡
（！） 、

料
株
什
－
4
～怪
dvr
視
1

）
た
戸
一
乙
に
よ
る
主
j
m

「
法
令
違

vu衣ト守
J
K
川
M
U
K
X
一λ4
1

i
u
t
E
：手

戸
非
公
開
会
川
1
J

に
つ
い
て
は
、

る
紋
涜
が

J2花
、
こ
な
い
れ
＼

れ
公
正
託
行
か
行
か
が
間
選
と
な
る
会
加
は
狭
め

次
に
、
上
場

会
む
に
持
す
る
裁
判
釈
に
お
い
と
は
、
支
配
権
争
奪
い
均
而
に
あ
る
か
乙
う
か
に
い

h

つい
L
h

咋
を
の
咋
用
ず
る
も
の
が
胤
わ
れ
て
い

反長
掃
が
紘
に
f
ι
J
街
？
ア
と
討
川
川
ナ
ざ
る
の
で
あ
れ
ば
、

別
立
早
明
み
た
河
川
廿
の
五
要
目
的
ル
i
ル
は
支
配
権
争
奪
に
つ

ρ
て
の
も
り
い
〈
な

ゎ、
IF
ん
配
権
争
い
が
行
わ
れ
て
し
は
い
場
面
に
一
品
、
げ
る
新
外
科
究
h
へ
の
影
響
は
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
し

"' Jて二JG) 

（！メ人比主手、 SS 'J 981 9(1 (2C08, S] 



r日

、
〕
か
、
三
支
配
権
つ
い
が
行
わ
れ
て
い
る
場

γ

一
に
限
定
、
い
て
も
、

敬
汁
的
な
公
阿
習
円
日
H
H
U
、
r
Fけ
、
つ
れ
て
い
る
鳥
川
γ
的
な
敬
一
村
的

買
伐
の
場
ぃ
一
や

（
支
配
時
ー
の
収
品
川
即
日
v
H的
か
ど
、
〉
か
は
ζ

ー
も
か
く

J

市
場
に
お
い
て
敵
汁
的
ヨ
株
式
の
取
得
げ
J

た
め
ら
れ
て
い
る
場

J、
円問

弘
口
に
川
え
、
既
作
い
の
支
配
件
、
土
こ
川
町
営
障
が
対

4
L
て
い
る
事
案
の
よ
う
に
け
格
一
の
異
仕
る
事
山
菜
子
ム
パ
主
れ
る
〉
そ
の
た
め
、
依
伏
、
ニ

L
て
ギ
渋
川
門
的
ル
ル
の
沿
在
的
立
刷
用
範
封
ば
r

山
、
ま
ま
引
あ
れ
、

L
r
uす
リ
的
ル
i
ル
の
中
身
心
ド
ん
川
町
、
に
な
る
考
え
万
を
決
め
る
こ

／
）
は
各
〈
の
同
市
山
に
M
W
P
容
を
反
い
は
一
0
2

状
況
で
あ
っ
た
。

参
照
で
き
る
価
値
判
断
の
不
在

前
向
で
み
f
時
間
ま
で
は
、
主
泣
い
い
恥

d

ル
ー
ル
ハ
V

、
一
て
ほ
透
川
州
場
山
て
ゐ
る
支
配
桧
争
4
、
引
に
イ
、
J

バ
ク
λ

の
大
台
い
敵
対
的
買
収

ιお
い
て
収
締
役

ば
レ
、
の
よ
う
な
／
什
A
V
Lし
り
う
る
の
か

（
み
の
る
い
は
と
り
も
凡
な
レ
の
か
に

つ
い
と
は
、
町
時
心
荷
が
や
胞
の
伝
作
は
も
と
よ
わ
行
J
M

以や
jF一、
土
税
制
の
レ
て
ル
で
も
、
何
ら
か
の
h
p川
性
が

j

小
さ
れ
て
い
た
と
は
い

十
川
市
い
状
況
で
た
り
コ
テ
ち
、
｝
む
よ
う
な
同
比
一
に
円
い
C
省
じ
り
に
上
。
本
格
的
な
仲
間
討
が
れ
わ
れ
始
め
ー
た
む
は
こ
く
最
泣
で
？
の
り

ψ
」
時
は
、
裁
判
所
が
参
照
で
き
る
一
定
心
有
効
利
い
ね
よ
び
権
威
を
令
す
る
ガ
イ
v
ラ
イ
ン
な
ど
は
方
々
ト
ロ
か
っ
L

ーリ

γ
説
に
お
い
て

も
、
収
締
役
会
は
支
配
権
争
い
い
円
以
内
組
H
h
E
J
χ
る
新
株
託
行
F

ピ
以
引
と
し
て
認
め
な
い
と
す
る
見
解
は
ん
汁
力
で
み
つ
に
が
、
必
ず
し
も

こ
の
見
解
に
け
烹
州
市
’
な
く
方
向
け
カ
心
ま
っ
て
い
た
ト
μ
げ
さ
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ゐ

ま
だ
、
裁
判
所
は
、
問
題
の
あ
る
株
式
の
大
量
夜
伴
が
存
引
す
る
こ
γ

と
は
い
く
つ
与
の
一
手
測
定
通
じ
て
、
遅
く
と
も
成
い
人
っ
土

頃
ま
ご
に
は
百
一
山
附
し
て
い
た

少
な
く
こ
生
新
和
子
約
悼
怖
が
笠
場
了
る
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
忍
に
対
す
る
事
後
的
な
拾
い

効
な
対
処
l

刀
法
と
1

て
代
主
的
だ
っ
た
の
は
第
二
者
割
斗
で
あ
り
、
況
実
的
に
は
と
れ
が
唯
一
の
ん

υご
」
な
る
場
面
屯
少
仕
く
な
か
コ

訴
川
子
υ

利
権
制
成
が
導
入
さ
れ
亡
古
九
一
も
、

吋
校
、
の
戸
一
と
で
為
る
が
、
す
く
に
そ
れ
を
有
効
な
事
前
写
↓
へ
の
防
衛

策
と
し
と
使
え
る
税
境
が
笠
っ

ζ

い
た
7

わ
円
で
は
な
く
、
山
市
々
日
議
論
が
反
帯
、
予
れ
て
い
た

U

こ

よ

こ

1
U
4
n

二
十
寸

7
メ
L
b
弘

、
U
J
、
っ
Lj

、日「

1
z
r
u且－
v

裁
判
所
に
と
コ
て
は
参
照
・
依
拠
で
主
る
何
ら
か
の
一
仙
情
判
断
や
は
品
準
は
一
ぽ
か
っ

~ 

A 、
り
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、J

て
、
長
官
υな片
7
hれ
は
有
引
〕
て
い
た
が
、

り
イ
こ
で
抗
一
が
さ
れ
E
い

3
7戸
卜
々
に
忠
夫
に
依
拠
「
司
令
、
ベ

な
い
川
悼
す
M
U
が
あ
川
、
川
内
一
討
割
点
以
外
山
方
法
を
い
い
［
川
い
る
の
を
期
待

γ

法
判
所
が
慌
耳
、

J

て
き
た
問

湿
の
あ
る
わ
や
式
幻
大
豆
m
M
M
M
に
つ
い
て
長
巾

る、
L

乙
＆
広
川
実
的
で
は
な
か
っ
た

愉
値
判
断
を
回
避
し
た
の
は
裁
判
所
に
と
っ

C
合
理
的
だ
っ
た

川
款
て
は

絞
判
所
が
市
中
L
ど
き
た
従
来
の
主
要
河
口
約
ル
i
ル
は

I
r九
州
比
率
争
い
の
局
間
に
お
円
る
取
締
役

の
議
以
に
つ
い
て
価
値
判
断
士
河
川
躍
し
一
に
さ
コ
こ
こ
を
不
し
た
n

本
款
で
こ
こ
主
で
み

て
き
た
状
況
の
ト
で
は
、
妥
当
な
結
論
ケ
↓
U
H
指
す
で
あ
ろ
う
し
、
妥
当
と
考
え
ら
丸

」
と
か

k
め
ら
れ
る
ぷ
判
刊
に

と
r
J

て
、
午
、
れ
は
合
坪
仏
引
な
行
動
だ
っ
た
2
レ
え
る
の
で
は
た
い
た
ろ
う
か
。

士

4

下
山
町
け
的
ル

1
hノ
セ
形
成
し
て
き
土
事
件
に
つ
い
て
は

裁
判
所
は
よ
す
庁
に
同
期
関
心
内
に
判
制
し
な
け
れ
ば
と
ら
白
い
ハ

こ
の
上
う
な
制
約
の
ド
で
は
、
必
ず
し
も
妥
刀
な
結
論
を
得
る
の
L

必
裂
が
な
い
、
民
推
す
叫
州
銀
行
い
叫
削
や
（
付
う
開
店

ω肝
澄
し
て
、
位

二
資
源
を
投
卜
す
る
と
の
刈
円
以
引
は
多
数
心
事
件
乞
抱
え
る
裁
川
叫
2
？
と
に
は
合
川
町
的
で
あ
う
つ
r

ιれ
～
十

、J
J
J

判
断
の
け
ー
で
不
用
意
い
二
定
（
U
市
佐
判
断
を
一
ボ
す
と
、
滞
在
的
に
広
い
範
回
り
問
題
与
を
ぶ
及
ぼ
す
可
能
が
い
が
あ
二
た
ハ

十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

例
え
ば
敬
一
村
的
な
株
式
の
丈
君
以
伺
い
い
一
ピ
悶
す
る
事
系
の
刊
小
は

支
配
株
主
や
ユ
れ
に
近
し
ブ
ロ
ソ
ク
ホ
ル
ダ
v
！

ζ

終
日
帥
心
事
ず
し

に
関
す
る
事
案
J
L
J
M

一：労災
E
U
的
ル
マ
ー
ル
J
T
H
山
い
る
の
ご
占
め
れ
ば
、

そ
こ
い
野
町
山
川
一
ピ
ノ
プ
ハ
V

）

号、
v

ノレ
J

マ匂と、

や
他
の
裁
判
所
の
子
を
縛
る
方
山
で
～
事
実
上

J

i~さ

←」

る
千手

ろあ
ミ，，，る

ま；土
目

将
来
の
向
i
h
J

ら
が
州
昭
一
j

る
お
・
ー
叫
判
所
一

二
位
不
L
て
し
ま
一
っ
た
も
の
を
修
正

γ
る
機
会
は
、
判
た
に
事
供
い
い
が
係
席
内
し
、
か
つ

と
ど
り
つ
か
な
い
限
れ
円
』
い
ら
れ
ず
、
、
主

昌

二
一
に
な
る
n

そ
う
で
あ
れ
ば
、
川
線
仕
価
値
判
断
を
由
円
、
し
一
L
r
t
L
J
、
｝
こ
に
は
依
卓
に
日
り
そ
う
で
あ
る

U

さ
ら
に
、
実
際
に
ど
れ
ほ
乙
の
が
い
教
が
あ
る
か
ど
う
か
は
別
／
「
ぶ

1
L

、
支
配
権
下
い
は
ん
ム
祉
法
に
と
っ
て
卓
変
な
間
投
C
あ
っ
た

U

敵
対
的
日
収
rL
町民

L
L
は
正
日
皮
Jq高
ノ
＼

外
資

Fふl
i0J 

（
支
配
詳
の
獲
何
人
乞
判
お
す
か
お

pι
か
か
わ
ら
ず
）

の
出
荷
日
%
も
あ
打

（！メ人比主手、 cs'1 l日1i ](lj '20怖に



r日

政
治
的
に
J
U
似
品
”
な
問
題
乞
は
ら
ん
で
し
た
と
い
え
る
r

h

い
か
も
、
攻
締
役
会
限
り
で
の
新
株
党
行
ま
ん

J

一
む
防
衛
策
に
つ
い
て
は
、
原

則
認
め
る
J
場
と
り
山
め
な
い
斗
坊
の
い
ず
れ
も
あ
り
う

6
4
の
と
あ
り
、
日
伎
に
あ
r日
日
値
汀
断
を
災
以
ず
々
の
は
容
易
と
は
な
い

J、
円問

そ
九
ご
う
ち

ρ
、
戸
川
J
3
「
J
v
f

v
z
f
v
t
7
7
l
i

－
 

双
山
川
戸
町
に
は
参
悩
川
市
ご
一
h

依
拠
仁
、
じ
る
何
ら
か
の
制
値
判
断

少
九
ぺ
〈
F
4
C
川
奇
で
み
た
時
期
ま
で
は

t
j
、、〉

O

一
：
～
ノ
コ
、

j
u
い
／

i円
：

丈

す

】

J
x
q
p
r

何
ら
か
の
怖
い
伊
川
叶
附
」
V
4す
り
で
あ
れ
ば
、

肝
い
お
か
変
ム
コ
な
の
か
に
つ
J

て
村
会
的
な

J

シ
セ
ン
サ
ス
も
参

日
い
り
結
以

L
行
ず
る
判
断
も
一
ぱ
く
孔
ら
行
わ
は
日
れ
ば
な
ら
な
い
川
さ
ー
で
あ
れ
ば
、
占
案
の
前
人
民
に
必
要
で
お
れ
ば
加
と
あ
る
が
、

一
綾
子
dι
支
配
権
予
い
に
涜
I

C
仙
也
判
断
を
ボ
す
坪
山
は
な
さ
そ
う
で
為
る
c

加
え
t

問
題
の
た
る
外
ベ
む
大
日
取
得
心
宇
奈
に
町
一
人
法
し
て
レ
た
裁
判
所
し
し
し
て
は
、
妥
叶
な
け
州
首

hv
得
ら
れ
る
よ
1
に
ず
る

二
立
、

総
ハ
」
丁
す
段
に
則
ね
で
き
た
い
た
め
、

定
の
片
的
問
の
治
二
者
割
ψ
ー
に
よ
る
必
川
町
を
認
め
な
い
判
対
枠
組
を
作
る
わ
け
に
は
い
か

何
百
か
っ
た
で
為
ろ
う
っ
そ
し
て
、
京
株

J

了
約
権
制
度
が
創
設
さ
わ
で
す
か
ら
も
、
し
ば
ら
く
は
事
川
む
防
衛
取
の
蒋
入
に
つ
い
て
も
均
川

牲
は
決
ま
っ
て
い
と
h
ザ
っ
た

そ
円
、
「
す
る
と

表
一
山
的
に
は
と
も
か
く

支
配
権

F
い
に
取
締
役

が
介
入
す
る
べ
き
て
は
な
い

と
の
川
州
紋
判
断
古
川
誌
に
一
小
す
こ
と
は
f
め
ら
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
勺
他
ん
と

と
一
匹
か
ら
点
締
役
会
取
り
で
口
一
批
判
市
な
訟
め
ゐ
円
論

的
な
校
拠
は
ぞ
れ
ほ
と
強
く
は
な
い
状
比
で
あ
〉
た
と
児
わ
れ
る
じ

詰
N 

長
七
的
沈
、
ー
ル
の
柔
軟
さ

本
音
τ
て
は
、
い
れ
士
で
え
肘
F

件
争
い
ピ
奴
紡
役
会
が
介
入
で
き
る
か
ミ
っ
か
）
い
ろ
配
値
目
断
キ
行
、
？
問
忍
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が

汀
断
を
回
冊
一
し
て
き
た
白
山
L
J
l
l
h
M

に
み
て
き
た
ハ
本
款
で
は
絹
足
的
に
、
主
位
河
口
問
ル
、
ル
が
持
つ
求
軟
さ
に
つ
い
て
？
。
」

稲
川
吋
流
行
の
ー
王
要
な
弓
寸
的
」
に
右
寸
汁
」
つ
る
；
｝
い
う
刈
附
枠
組
斗
咋
が
か
な
り
柔
軟
仕
も
の
で
あ
る
u

駄
に
指
読
し
に
ζ

お
り
、
倣

ん
組
叫
リ
断
を
は
砕
し
に
ま
ま
用
J

る

そ
う
れ
に
J
ど
ま
ら
「
、
前
早
↑
〈
み
に
裁
川
叶
例
に
お
け
る
王
変
再
的
ル
i
ル
心
実
際

の
川
旭
川
J
h
柔日以

ょのるしい
q

日

h

不
明
確
一

な
も
の
て
あ
っ
た
乙
当
相
は
丸
山
る
新
株
発
行
の
、
土
決
云

ヤ
観
的
な
内
門
品
川
出
一

に
よ
り
不
公
疋
交
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行
か
ど
う
か
乞
判
断
す
る
と
〕
て
い
た
ご
み
こ
～
で
は
、
正
当
な
い
的
こ
不
巾
V

J

な
［
忙
し
的
が
位
存
す
る
よ
ろ
な
場
合
に
ー
と
の
、
て
7
に
し
て

い
ず
れ
が
ヰ
主
で
あ
る
か
を
決
の
る
の

の
U

年
刊
を
桜
不
L
な
い
ま
ま
、
「
資
全
議
注
が
で
臣
官
な
口
約
E
あ
る
あ
る
い
は
～
支
配

沼
山
総
：
什
な
ど
の
）
末
以
斗
な
司
門
的
が
土
中
ノ
な
片
的
で
あ
る
こ
は
い
え
な
い
こ
し
て
い

そ
の
絞
は
、
支
配
議
予
い
が
存
住
し
、

か
っ
問
湿
り
析
日
付
先
／
わ
が
支
配
権
争
い
に
影
響
を
h
J
え
る
場
台
ゲ
J
o、
資
金
以
！
志
乃
必
U
K
性

が
ゐ
旬
、

z
の
崎
山
進
一
り
ん
じ
ま
性
刀
否
定
六
れ
は
い
の
で
あ
れ
ば
、
支
配
権
維
持
河
川
山
内
存
ー
化
zvzh
ノ丸

L
て
き
た
n

す
日
わ
ち
、
資
金
読

リ
立
と
い
工
勺
支
配
権
維
持
と
は
封
印
涼
の
な
い
は
ず
の
要
素
ー
ー
ー
資
金
調
宝
刀
？
に
め
で
あ
る
か
ら
、
文
問
権
維
持
の
た
め
で
は
仕
司
と
し
う

戸
一
と
に
は
必
ず
し
も
包
ら
は
い
は
ず
で
あ
る
ー
ー
ー
か
ら
、
－
F

ん
民
心
地
給
持
出
口
門
的
で
ば
ん
ゆ
唱
と
し

島

j

u

i

g
r
i
d
 

－
u

一
寸
句

託
金
訴
逐
日
刊

的
一
げ
が
際
単
L

認
心
し
う
る
も
の
三
一
れ
ば
、
事
長
に
今
わ
山
い
て
ど
む
よ
う
に
で
も
津
川
で
き
る
わ

て
し
て

資
か
γ
調
迄
片
的
一

使
途
L

実
仏
が
為
。
か
ど
う
か
、
そ

は
い
問
中
に
詑
定
し
う
る

v

資
金
調
芝
日
的
の
有
臨
む
引
い
断
は
、

の
使
途
が
ム
円
問
的
か
と
う
か
、
そ
し
て
資
金
調

μ
の
十
ん
止
と
し
て
山
問
題
の
新
体
先
行
は
相
当
な
も
の
と
あ
る
か
と
い
う
ス
一
ア
ソ
プ

わ
れ
て
＃
L
r
u

実
際
に
け
じ
伝
ぬ
の
も
の
は
ほ
と
ん
と
存
杏
さ
れ
ず
、
使
ヘ
川
一
心
台
回
炉
れ
に
つ
い
て
も
少
た
く
と
も
こ
れ
を
担
止
に
洋
止
依

十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

た
七
の
は
な
か
ワ

そ
hFJf
ゐ
ベ
前
淫
「
る
資
へ
て
に
つ
い
て
実
体
の
あ
る
使
途
が
店
主
主
れ
れ
ば
、
資
金
訓
述
日
的
を
認
定
、

ζ
ノる一

よ
く
v討
が
手
れ
て
き
た
工
、
つ
に
、
会
社
に
は
需
に
長
〈
T
A
A
V止
を
す
J

る
汗
山

γ
J（

J

い
は
あ
る
た
め
、
会
生
側
に
も
仏
る
疎
川
町
が
な
さ
れ
る
い

こ
れ
ま
で
に
も

と
が
期
作
で
き
る
ο

反
対
に
、
資
金
調
達
の
実
件
の
あ
る
使
途
さ
え
あ
れ
ば

FrJ
乙
ま
で
は
1

〕
て
い
な
か
一
っ
た
た
め
、
守
ノ
際
に
な
さ
れ

～
～
、
」
こ
は
な
い
が
、

相
山
迩
に
つ
い
て
台
述
性
が
な
い
こ
与
を
理
由
に
点
止
仮
処
分
を
認
め
る
こ
に
も
T

、
可
能
で
は
な
い
り
こ
の
よ
行
ピ

柔
軟
九
弘
代
目
を
持
つ
判
断
枠
組
で
あ

f
J

丈
た
め
、
価
値
吋
慌
を
汁
雌
L
た
ま
ま
F

れ
な
り
に
妥
勺
日
結
論
を
日
r

J

こ
と
も
C
L♂
J

J

J

考

え
ら
れ
る
し

（！メ人比主手、 cs'1 l日3; ](1;3 '20凶＼， c' 



r日

J
0
7
fも
、
主
主
な
じ
的
主
問
題
L
Y

す
る
判
断
枠
組
に
「
尖
軟
さ
い
巾
ず
あ
る
と
い
た
ノ
こ
と
は
、
一
一
品
定
志
F
ぱ
法
的
な
不
確
実
叉
が
わ
け

ι
fる
と
い
う
f
と
で
も
あ
る
」
司
〆
か
1
1
裁
判
例
で
は
一
貫
I

J

て
資
へ
？
調
1
4
r
ー
止
当
白
河
的
と
し
て
牧
軒
づ
け
、
か
つ

J、
円問

的
容
コ
劫
に
1
b

心
し
て
き
に
こ
ζ

て、
J
R
川
県
的
に

ヘ
少
な
く
こ
も
ム
ム
片
側
に
こ
行
て
は
望
ま

L
U結
果
に
な
る
方
山
川
で
）
T
h

確
実
手
古
川
州

じ
ら
れ
と
き
た
の
で
は
な
い

つ
ま
り
、
問
訟
の
あ
る
妹
ぷ
の
六
日
取
符
の
よ
う
は
事
案
け
い
時
折
起
き
て
？
、
句
、
会
組
問
は
防
衛
す
る
行
法
が
残
さ
れ
る
こ
に
は
ん
y
k
f

は
ッ
き
り
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

f
め
、
ぶ
株
発
行
を
す
る
タ
イ
、
〆
グ
と
不
備
さ
え
怠
ら
な
げ
へ
は
、
そ
の
」
～
つ
な
事
業

げ
か
多
〈
の
会
社
に
と
っ
と
対
処
か
不
可
能
な
ほ
〉
王
山
刻
な
問
肢
と
は
汁
切
ら
ず
、

結
果
と
し
て
大
き
な
不
満
が
銭
ら
な
か
二
～
こ
と
が
で

安
目
的
斗
l
ル
が
維
持
さ
れ
続
行
た
背
後
に
為
〉
た
の
で
は
す
は
い
だ
ろ
う
か

（mM
｝
札
口
刷
、
地
方
品
川
叶
FA意］
5
d
h
川
光
〈
以
｛
川
一
宗
岡
山
山
川
パ
公
社
W
T
J
U
z

－－
h
J
へ
丙
門
、
一
判
例
タ
ィ
ー
で
ノ
朴
－
、
～
＼
ノ
六
｝
参
川
明
白

一郎、

u
k
半

r戸
川
六
年
七
月
山
口
合
布
、
パ
一
一
三
恭
一
間
〕

I

＋川一山一

1
R法
北
止
以
じ
は
一
一
昨
出
制
限
宍
付
に
お
し
土
凶
JF杉
山
状
記
で
あ
フ
一

d

、b
ぉ
、
首
仕
法
F
て
は
、
4

引い
γ

閉
会
社
に
お
い
了
、
は
、
L
m
J

っ
て
小
公
止
で
わ
か
五
か
戸
同
町
立
こ
九
三
に
よ
う
伝
的
J
M

二
話
以
当
の
二
て
で
は
干
材

先ノイ
J
L
Z致
事
h
H
J
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
ふ
r
小名ノ
v
で
お
ろ
A11
三
方
、
詐
公
司
会
什
に
お

J
て
位
会
決
説
ど
肖
F
に
仔
J

ー川崎ん口
γ一、判例土

総
会
の
犯
菜
、
副
知
か
す
き
ー
も

f
f
c
h
ご
い
な
い
乙
き
は
、
印
刷
株
発
汁
（
υ
山
口
同
司
王
山
U
J
U
X
れ
な
山
口
七
山
内
何
人
口
戸
杉
に
剖
株
光
行
E
刻
事

杓
乙
な
令
こ
〆
J
X
り
れ
る
“
最
判
市
川
叫
ん
作
八
一
ヘ
U
民
集
十
日
人
J

U
寸
七
日
一
公
一
刀
心
丈
快
以
外
仁
美
宇
山
ト
Jな
い
の
で
な
円
れ
ば

併
効
事
唱
と
似
合
と
一
一
2
A
V

二
ぢ
三
日
会
祉
法
に
お
い
て
は
、
非
公
刷
会
祉
に
コ
い
て
は
判
株
売
七
の
通
知
欠
苫
が
不
長
と
ぽ
パ
リ
ー
ぷ
長
株
r
八

九人
hιγ
一
決
議
L
Z
Q
株
主
む
へ
山
心
招
A

文
吾
川
お
よ
び
総
穴
、
J
O

げ
る
品
川
が
八
人
以
心
機
白
人
X
m士
デ
か
L
リ一で
F
一一
ω
寸
弘
行
前
一
九
百
仕
法
べ
蛍
づ

一
ゾ
一
一
司
、
二
一
ー
に
内
接
相
、
ゾ
（
一
七
）

to似
し
次
に
、
ギ
成
4
商
店
改
以
品
、
試
浪
制
限
れ
辻
に
お
け
令
制
料
引
r
J惨
な
主
唱
す
る

こ
ば
羽
件
発
行
荒
川
明
事
店
、
、
午
ム
ω
／
宇
一
れ
ァ
ペ
、
二
一

J

東
京
高
判
ボ
ド
成
年
八
日
七
己
村
々
）
一
川
は
f
h
一
一
同
民
主
昨
乙
ム
一
三
r
、
ド
仰
心

川
見
…
～
L

早大
e

竹
士
一
何
犬
～
」
征
）
新
技
也
釈
ん
ム
い
℃
占
有
を
つ
一
成
》
力
改
J

川
一
一
二
川
町

w
T
I
口
（
能
日
市
〕
ヘ
ム
何
北
甘
え
阪
、
九
九
一
｝

一五砂川
f

会
社
民
で
も
、
招
集
述
引
の
欠
如
日
叫
に
主
ト
宇
山
が
な
い
助
ヘ
ロ
ゃ
、
凶
泊

υ

一
一
也
引
は
光
山
」
ρ
つ
れ
て
い
七
が
、
γ
州
法
た
」
門
誌
rJ得
、
フ
れ
て
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ハ
な
し
祐
介
、
も
特
効
中
子
町
な
る
y

ゐ
γ
？
？
門
司
公
開
F

云
い
江
に
お
け
二
万
株
交
わ
経
一
一
M
M
J

山
に
つ
き
、
ド
民
烹
山
山
山
－
A
1人
会
位
一
仏
［
仇
J

K

ハ
内
有
は
丘
、
！
八
九
七
頁
河
川

U

有
一
ム
寸
交
剤
、
ハ
ペ
ノ
ヘ
参
日

w

l

一
mp
汁
引
一
門
イ
あ
る

J

大
rh
州
民
決
起
す
寸
六
（
小
十
月
八

U
〔
コ
ス
乙
」
）
ナ

υ
b
／
ゃ
タ
ク
マ
事
件

e

前
持
、
刊
一
心
一
、
大
r
f
民
決
叫
ん
す
寸

六

ι

h一
り
一

U

佼
掲
と
郎
六
一
一
尽
泊
代
川
附
一
↓
私
一
三
ニ
J
L
l

一円

H
［
片
付
次

μ
入
ベ
ル
プ
烹
件

J

前
掲
作
一
日
日
～
大
阪
地
法
づ

志
一
三
七
マ
二
－
じ
町
山
一
利
三
土
よ
子
、
中
川
地
内
ヘ
干
主
一
九
R
i
f
H
寸

E
J
W
I、J出
し
な
げ
や
事
件
〕
・
引
…
尚
注
（
J

こ
へ
山
立
、
東
京
屯
決

γ

成
一
ん
年
九
汁
五
川
－
灯
二
次

rへ
川
凡
／
＋
川
伸
一
）
前
掲
注
－
川

J

J

、
芦
ょ
以
治
江
川
以
成
一
ハ
年
司
へ

H
e
川
弘
、
止
町
、
L
、
烹
京
治
決
市
以
ペ

勺
苛
月
一
一
己

τい
へ
ク
ラ
ム
ダ
乍
件
j

F

日
午
克
己
（
川
町
一
、
東
以
訓
ー
は
ド
成
人
札
じ
い
い
と
こ

f

ペ
ザ
ノ
ス
フ
A
h
d

宇
件
司
決
定

F

T

掲
け
へ
月
二
東
一
壬
門
間
以
ド
茂
一
六
年
へ
月
四
U

〔
ベ
ペ
／
7

、
テ
二
共
事
hr
弘川
4
1
審
山
山
疋
了
前
掲
、
比
＼
泊
＼
ー
…
以
川
て
は

r氏
J
4九
月
二
七

日
ハ
タ
イ
ノ
副
作
〕
山
対
正
（
∞
∞
コ
ー
は
お
、
ィ
ふ
ヤ
ヰ
件
に
つ
い

t
仔
パ
～
招
川
一
、
山
〉
人
少
凶
へ

一
、
川
）
戸
一
、
一
に
は

h
k抗
土
川
7
N
1
1
f
J
て
い
る
い
な
お
、

J

ザ
号
事
件
で
川
市
幹
ヘ
高
知
J
h
h仇

成

f
ハ
ー
ハ
刀
い
戸
お
注
、
川
川
）
）
は

H
V一

亡
の
虫

H
二ア山い川ヘ
yr
仔
ぷ
川
い
さ
れ
、
紘
一
読
＃
一
日
知
故
山
山
十
成
六
九
1
u月一八
H
－
町
出
向
注
一
部
ご
に
一
万

μ、
抗
J

事
一
高
松
高
山
成

、
同
一
八
月
一
一

U

前
ぜ
，

vrmニ
バ
司

H
か
か
〆
て
お
k

J

、
問
当
に
長
い
の
て
咋
エ
L

い
る
“
こ
れ
ら
FA
一
人
れ
ん
ω

＼
つ
均
一
一
什
に

1
f
k
d
プ匂
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ヘ
門
？
と
ど
－
は
、
前
点

J

作
一
九
か
ら
、
間
銀
九
百
社
に
目
す
る
主
宰
て
の
ザ
乞
失
以
地
小
山
山
成
六
年
丹
一
八
日
。
前
例
州
、
ぺ
け
よ
合
、

k
仮
川
山
山
一
恥

六

ι

日
八
い
凶
「
二
ス
主
ポ
パ
］
ノ
タ
シ
タ
々
J

事
門
」
引
揚
注
「
門
川
｝
ヒ
ペ
ポ
ザ
ヘ
に
つ
い
て
約
一
株
ふ
下
が
出
リ
似
処
持
乙
ー
中
う
て
た

I
f
位
一
六
十
以
泊
戊
附
初
ハ
一
年
一
月
二

J
J

吉
科
版
市
山
中
内
七
号
同
HA
）
、
お
】
l
ホ

w
v
東
京
治
決
平
成
ハ
r
I
七
月

h
i
p
u
必
同
い
な
げ
ノ

h

f
ト
ョ
件
削
渇
注
一
凶
♂
打
、
？
の
の
什
｛
周
知
C

－
ー
に
こ
の
上
手
什
は
、
一
先
日
が

1み
た
い
り
ハ
乙
い
な
げ
や
の
川
汁
に
対
）
こ

1
1
一
仮
処
分
を
川

4
7＼

4
ロ
日
刊
ー
内
科
の
仮
処
か
が
」
認
め
る
州
、
ど
ぷ
出
さ
れ
て
い
る
」
ど
外

v

て
主
行
シ
件

r
の
ば
、
司
い

J

事
ピ
に
つ
い
て
河
μ
裁
判
官
、
レ

封
ず
る
立
、
忘
れ
民
、
日
制
に
カ
か
る
斗
出
が
一
点
く
と
デ
む
こ
こ
に
な
る
た
除
、
出
ν
し
ι

つ
心
事
件
と
し
烈
ュ
ペ
ぎ
て
は
♀
か
b

め
る
一

d
d二
件
は
、
二
一

J

れ
乙
裁
判
い
h

が
川
乙
で
あ
る
て

ヘ
町
一
点
Y

庁
防
↓
日
ド
l
川一
J

年

t
月

4
〕
［
巴
長
良
い
げ
冷
い
や
事
也
、
訪
日
財
主
－

2
け
紋
対
的
民
収
の
事
業
－
い
止
る
で
あ
？
っ
よ
場
会
社

に
つ
い
ヘ
プ
ム
ず

v
J
E
f札
権
心
建
得
を
け

P

ペ
L
て
い
4

U
什
で
は
1

ぜ
い
｛
h
v〈
＆
ヤ
は
明
ら
か
で
は
と
）
計
宵
沖
に
致
い
川
小
川
な
時
六
♂
犬

E

取
得
と
し
て
、

l
、
K
訓
決
昭
和
六
一
件
月
一
八
H

コ
人
昔
日
ド
リ
夕
、
J

h

γ

ク
マ
半
件
）
＃
一
拐
、
J

一
山
ゼ
、
東
京
湘
ー
は
附
和
六
二
’
L
l
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r日

円
一
り
日
〔
第
一
次
巾
【
人
ノ
ル
プ

J

刊
一
前
お
f

（日刊戸、
L
人
民
地
決
計
二
比
二
立
七
凡
日
前
市
町
什
応
）
？
山
手
J

ブ
Q

J

（
白
川
一
点
甲
山
浜
市
仁
川
一
ハ
j
z六
月
一
口
、

7
1
L
ク
ブ
エ
グ
ヤ
円
］

h

拘
証
一
、
札
一
、
べ
～
ン
ス
テ
ム
弘
前
乎
刊
一
点
尽
対
決

γな
f

ハム

百
川
一
〆

H
、
原
氏
｛
た
一
一
占
的
問
問
、
川
一
吋
亡
、
東
亙
「
阿
川
片
山
氏
今
六
年
八
月
匹
日
抗
t
u
吾
氏
疋
了
前
如
、
比
U
H

乙
又
妃
投
丸
山
い
の
げ
JE～～は

な
い
；
ょ
に
よ
刀
、
人
阪
地
決
ポ
J

成
六
作
九
八
一

K
U
一
タ
イ
ソ
i
1
4

什
、
的
指

rtω
∞
7
1ご
こ
に
分
類
で
き
る
で
あ
ろ
う
か

ヘ
内
山
一
い
へ
阪
地
内
抗
日
間
引
同
八
九
1

月
一
守
山
一
切
橋
市
川
4

〕
e

b

加
で
年
五
三

ヘ
川
）
山
本
原
地
f
パ
T
M
一
↓
町
立
二
刊
八
月
一
（
一
日
山
U
V
つ
注
（
沢
一
－

一
mv
ト
人
阪
辺
黒
I
え
刊
凶
相
川
八

4

月

九

己

Z
ぃ
ア
古
＃
総
均
事
件
〕
泊
目
指
d
t
L
q
c

一
郎
一
平
成
年
花
正
仕
切
商
法
ヘ
む
条
ノ
斗
ノ
市
今
庄
ι

（
川
町
｝
前
掲
い
い
「

m－
参
照
一

一
、
胤
）
も
ち
3

J

J

、
ド
屯
二
什
改
よ
伶
も
不
公
主
屯
匹
ー

A
I
J
問
岨
Lr

子
山
ノ
弘
子
つ
一
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
山
川
い
一
日
片
山
川
干
在
六
位
J

一いた

八
U

ゃ

F

山
旧
向
江
一
刊
一
て
は
株
主
総
立
の
特
別
♂
議
3
D
三
一
君
主
剖
の
」
ァ
h

っ
さ
、
｛
べ
祢
ー
が
γ

川
公
川
会
行
士
ll
下
士
官
し
に
一
ア
ハ
公
止
交
わ
て
は
ヨ

い
L

d

A

一v
h
L

二A
V
J
f

一
郎
、
市
伝
也
氏
ヤ
成
一
ハ
乍
L
月
一
一
ハ
ノ
；
’
ペ
ル
シ
フ
可
ム
判
仕
事
件
原
氏
以
J
計
ぬ
け
（
乃
六
大
阪
が
決
平
成
六
九
十
九
日
リ
仁
己
「
q

f

ソ
？
三
汗
前
掲
佳
（
川
山
一
第
一
挙
第
目
的
信
款
主
一
山

（
刊
川
一
尚
一
出
来
菜
省
の
λ

小
業
川
川
山
恒
明
記
ん
一
ぺ
J

百
円
台
U
C
れ
一
心
が
J

工
成
六
ノ
L

凡
R
1
1
己
刊
に
あ
り
、
～
泣
い
山
戸
川
口
ド
庁
長
町
値
ゴ
川
究
’
三
「
而

川
公
開
｜
｜
公
止
、
伐
と
ぷ

f
八
二
ル
ル
恥
凶
、
同
一
J

f
従
業
一
一
杯
済
瑳
来
型
、
一
一
ヘ
ノ
ヘ
ノ
一
と
〔
コ
丘
三

4
7
2
4
5
4
N
C】

3
2
3
7、

豆
沼
）
主
主
戸
、
っ
さ
付
与
J

三
2
工

A

一
｛
〕
が
公
去
さ
れ
4

と
L

グ九
t

L

j

が
ふ
、
去
さ
れ
た
の

M
H
L十
一
月
七

H
で
お
つ
に
J

役
山
市
作
（
即
日
J

J

C

の
古

丈
L
T
d

目～
p
ご
し
へ
そ
の
約
ク
U
J
伎
と
企
業
匂
使
間
究
会
刀
日
市
町
佐
祁
川
口

EF
前
内
在
（
つ

j

一
お
よ
仁
科
ぇ
ハ
益
出
来
か
引
法
科
省
の
山
川
引

三…山川町制山川、
1
））
ψ
h
l

戸川山氏ヌ一心
1
4

｝

他
方
、

l
花
ハ
」
丘
一
月
に
は
内
閣
柄
拘
抗
日
刊
ヘ
古
研
究
川
（
り
M
＆
A
研
究
会
以
ド
制
限
I
U
中
七
い
、
川
ん
六
月
凶
日
ん
に
は
胤
I
U

主之
ι
公
l
r
u
v

／て

h

に
↓
f

吋
封
、
止
と
か
ん
片
山
之
と
で
は
、
防
衛
也
市
今
！
？
又
j
f
J
J
Q

方
山
内
九
九
一
一
ノ
か
け
い
心
れ
J
G

日
、
必
ず
L
？
）
町
曜
に
定
心
態
度
川
内
ル
ヲ
バ
行
っ

て
い

o
h
u
円
で
は
な
く
、
一
一
〕
梓
済
内
業
沼
山
務
省
前
提
れ
一
3

J

〉
で
つ
な
何
う
も
2

刀
主
宰
町
三
日
J
ぷ
刈
寸
ぉ

η
で
も
な
い
「
れ
点
、
？
こ

れ
ま
で
に
｜
分
人
v

「
明
治
の
岳
民
が
ー
か
さ
れ
：
苧
勺
ず
、
河
川
町
究
会
心
主
－
山
の
）
I
な

R
附
日
沼
状
と
持
組
の
分
析
に
あ
っ
～
か
～
J
J
l
t
u
ぬる

J、
円問
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ヤ
忠
わ
れ
る
n
M
A
A
一
伊
究
会
一
わ
が
〕
川
ベ
L
支
の
M
4
A
山
市
計
の
円
滑
h

ー
も
民
間
に
山
1

げ
て

VAn仕
入
一
作
究
会
日
以
ヤ
［
1

・J
削
指
在
（
3
一
一
戸
、
安

昭
一
「

i
h
U
J
片
J
V
M
＆
A
治
政
日
実
態
と
そ
の
勾
切
性
及
び
ん
f
絞
り
北
担
干
に
つ

v
一
、
調
査
分
好
7
1
2
札
衣
改
詐
ー
が
進
め
い
J
れ
て

い
る
M
＆
A
医
巴
の
ん
き
…
位
法
制
庭
、
税
制
な
r
L
N
今
日
野
で
む
進
展
状
況
下
r
L

人
r
後
日
一
尚
昆
に
つ
L
て
ム
時
計
し
、
出
光
川
底
変
化
－
c
る
将
清
原
境
壮
行

ハム胤
J

ス
テ
ム
b
y
J

ン
？
と
ど
邑
汁
y
d
一越
λ

G
ハド
p
r
r
m
批
わ
展
開
斗
ェ
ワ
｝
机
川
町
に
へ
わ
へ
J

J
、
M
＆
ミ
ム
デ
利
用
v

た
永
世
れ
は
資
活
動
心
推
進
に

っ
し
：
牧
辻
与
一
ノ
？
L

と
と
ご
ぷ
／
－
」
）
ご

一
郎
、
例
九
ば
、
犬
仮
恥
決
辺
背
中
川
一
人
牛
礼
一
日
〔
前
紡
絵
7
件
〕
前
拐
、
正
｛
お
二
、
は
、
決
だ
め
に
で
裁
主
F
j

は
X
慨
に
い
た
芸
用
力
綬

川
一
討
が
い
た
い
門
能
性

r
言
及
〕
て
い
る
荒
立
お
刊
は
お
款
安
岡
山

l

去
に
、
ト
ヘ
阪
辺
法
昭
相
ハ
住
月
一
人
口
ダ
コ
ス
モ
ド
！
ノ
タ

ソ
〆
ヨ
タ
ク
ヴ
ポ
位

e

訪
ね
引
（
れ
い
こ
附
し
亡
も
、
直
の
山
下
川
三
日
い
て
々
ク
マ
μ

寺
〉
て
い
た
－
J

ス
じ
ド
リ
タ
ン
が
が
け

l
ン
d

ィ
ラ

！
｝
ー
も
い
え
る
存
ム
い
で
あ
〆
／
ζ

に
は
す
7
町
一
？
れ
て
い
4

1

｝
し
打
れ
る
内
例
え
ば
、
時
設
た
・
刷
羽
川
一
、
UU
）
一
】
肘
ハ
町
八
円
光
ニ
一
ご
J

下
町
一
言

除
、
裁
判
町
は
、
従
に
J

ス
モ

t
川
夕
、
ご
に
つ
い
て
「
倒
産
人
ぶ
辻
／
コ
ス
一
J

」
ボ
円
々
〆
〕
の
タ
ク
マ
林
氏
心
古
い
一
斗
め
は
、
木
来
の
三
味

に
お
汁
る
タ
ノ
ノ
ァ
、
心
経
営
権
い
の
究
川
ノ
ゾ
ゼ
人
』
以
↓
る
も
C
ζ
）L
J

下
こ
か
汁
離
れ
た
、
タ
ク
マ
資
本
支
需
の
穴
い
清
し
二
よ
い
前
九
に
山
口
心

々
ク
ヲ
株
式
首

v
山
ATρ
人J

一
手
出
川
河
ム
利
引
山
計
三
ヘ
バ
L

い一、の［叫べ川
4

4

Y々渋
川
り
相
川
、
一
実
」
仏
ふ
一
、
出
「
る
小
11

」
っ
た
も
y
で
あ
っ
た
一
と
ー

＼
い
る
ι

ベ
阪
い
か
下
川
丁
目
一
午
寸
月

J

〈
了
間
八
四
九
」
庁
九
百

u

f一
）
、
吋
二
苦
制
点
一
ァ
円
休
に
つ
い
二
川
W
J
℃
ヘ
け
で
は
な
く
e

l

ヌ
エ
ポ
リ
ク
〆

に
よ
る
タ
ク
，
v
品
川
祐
一
総
会
心
町
民
｛
卜
人

K
地
決
日
利
ー
、
二
A
1

月

間

H
－
削
一
河
川
注
ヘ
叫
？
に
ふ
り
す
心
リ
一
に
一

J

い
亡
、
タ
メ
ノ
マ
が
出
田
川
笠

停
4
の
ほ
処
分
中
申
請
う
J
L
人
山
町
山
市
司
書
て
は
、
一
ス
L

亡ボ
J
タ
ン
勾
ム
一
長
41
保
有
F
A
V
U
F
ク
マ
株
日
、
り
山
門
ノ
取
huJシ
一
点
め
」
ぎ
た
旨
が
記
或
さ

札
L

い
F

匂
ハ
賓
料
版
官
事
五
ー
す
一
4
H
1

一
九
、
。
山
戸
九
一
f
た
し
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
測
は
再
疋
し
て
し
7
Q
F事
仕
わ
f

ヌ
ー
ド
川
タ

ノ
慣
行
f

什
弁
h
門
ヘ
ム
同
判
r11
胡
e
アア
l

u

方
向
社
、
四
日
出
）
参
明
。
、
υ

（
川
一
市
役
的
円
安
定
休
下
作
ば
と
ー
ど
こ

h

い
る
会
一
的
は
な
い
で
？
？
y
九
防
戦
買
い
や
口
引
状
豆
い
は
安
田
が
h
J
V
J

る
の
4
d
h
J一
一
九
浮

動
抹
J
M
山
村
渇
し
て

v

る
状
況
で

ιそ
も
そ
も
m
只
一
円
、
に
が
川
市
［
v

で
え
ザ
〔
ご
つ
き
ら
」
、
｝
一
社
株
山
只
は
買
収

f
c一
五
段
特
訓
ヘ
ヲ
じ
よ
「
片
山
r
J
7
る

い
同
来
よ
り

3
tで
あ
っ
た
体
々
な
防
売
前
L

七
の
検
引
に
つ
き
、
J
八

月

い

に

同

7
中
山
主

h
t
企
業
買
収
防
街
慌
の
民
的
訪
J

コ
と
実

務
？
の
誇
同
以
｜
｜
一
連
の
出
法

d
i
一
〕
ー
に
十
小
川
ム
ボ
メ
ス

7
ピ
バ

J
U
A
4
1、
主
税
刑
判
土
人
れ
て
弐
力
太
田
中
山
一
縞
己
了
前
掲
出

正
三
二

U
、

：

土

民

寺

田

位
t
d
、
心
利
先
日
に
問
7

い
て
は
立
、
ヱ
止
l
ψ
が
1
1
1

ュペ
v
L

～c
付
利
発
ノ
ペ
は
、
日
ず
、
一
も
し
λ
配
権
争
い
に
間
可
る
場
人
μ
と
同
様
｛
り
同
位

lCj 
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川
リ
宮
古
仰
い
－
1
1
L
京
判
日
「
さ
必
要

T
る
場
川

J

は
い
え
云
い
カ
も
仁
れ
な
い
が
、

J
券
業
協
与
の
よ
ー
ハ
1
1
ル
一
円
必
昇
一
一
一
同
耐
光
h
店

廷
に
閲
す
る
考
」
勺
』
心
部
改
訂
常
一
者
割
当
相
主
v

聞神一
I

J

て
」
列
車
一

K

L
ワ
二
ハ
町
、
リ
ペ
ペ
（
六
人
上
日
古
川
事

昨
）
に
昨
っ
て
い
れ
民
基
本
的
に
は
有
町
一
読
行
と
な
ら
苫
し
一
三
ノ
形
で
他
心
～
の
ぷ
叫
力
手
持
〆
百
に
よ
る
民
ι
F
i一
尊
主
L
、
子
江
に
υ口

出
ず
る
二
〈
か
と
さ
ι
一
例
え
ば
、
↑
東
京
血
山
市
川
町
1

八
一
引
一
月
円

V
灯
火
一
日
l

人
ハ
作
宇
什
）
前
宅
地
什
時
）
、

l
、
阪
地
J
h
T
J
J
成

司
七
月
一

E
a
司
お
汗
戸
山
川
、
市
忠
治
以
ド
成
六
年
ハ
月
刊
同
へ
七
ニ
り
一

μ
九
百
な
ど
怒
問
よ

J

4
．
こ
れ
が
ー
有
利
発
行

の
規
〕
で
と

L
て
望
立
ν
i
L
V

の
か
は
引
7

～
忠
一
今
、
空
］
U

一T
ル

ル

を
J

一豆祝寸－
4
h
T
心
田
川
区
一
川
に
っ
さ
、
藤
町

j

一
六
、
敬
一
株
よ
九
百
仕
の
や
美
人
川
県

山ノJ
J

山
投

1

ハ
ハ
斗
」
一
勺
七
二
一
一
、
じ
六
七
七
九
一
一
ハ
ド
I
J

つ
二
一
点
J
M
m
c

こ
山
一
八
戸
A

仕
汁
・
判
凶
句
L

干一
9
〕
均
五
？
ベ
ミ
♂
U
L
J

1

1

1

：
i

J

t

r

i

－

－

；

l
 

（m
M
｝

従
F
ん
カ
勺
二
円
口
止
ル
i
v
F

に
N

判
長
3

V

乙守
h
M
4
「
れ
て
き
j

h

古
川
か
は
J

↓
亨
与
の
湿
な
み
て
判
断
す
る
二
い
う
h
v一
明
（
間
明
、
F
一父〆

お
よ
び
そ
の
本
王
寺
町
m
一
川
一
ー
も
、
裁
判
R

一
日
批
判
所
〕
が
安
日
な
泊
中
前
、
ど
北
川

γ
る
一
1

｝ut
山
提
｝
〆
て
い
る

一
日
一
九
」
三
L
、
後
述
の
ζ
J
h
7

ヘ
後
尚
注
一
m

J

J

L

そ
の
十
小
マ
ヘ
山
込
町

J

、
－
ン
ポ
J

な
也
事
件
以
後
で
も
二
心
削
v刊

u
h
在
h
r
る
r

J

I

一
り
た

ρ
、

古
j

’一？に
λ

丘
町
別
に
芯
け
る
え
判
釈
が
全
体
L

一
〕
て
は
伝
似
判
hvむ
を
選
作
ー
：
宇
た
～
と
の
決
定
的
な
川
也
市
川
に
は
L
J

？？に
uv

一目、

J
n
L
ろ；
υ
、
絞
害
致
軒
町
の
V
U附
は
判
例
で
は
守
、

A
L

こ
で
示
々
一
れ
と
い
慢
の
先
制
可
一
一
反
す
る
必
ぜ
も
な
い
の

t
、
山
で
人
こ
反
響

寸－
4
可
ん
い
吐
か
ム
の
Q
P
L
2き
す
も
仇
定
的
な
も
心
で
は
な
い
い

（
川
一
ご
れ
に
悶

J

て
は
次
の
上
九
に
も
し
え
る
計
四
川
い
ijib
此
れ
的
に
も
主
じ
さ
れ
AG
問
起
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
あ
り
う
る
惚
殺
の
伺
位
判

間
の
い
い
「
れ
仁
川
当
選
以
止
る
ニ
v
に
い
、
い
一
Y
引
い
を
吠
ん
で
も
一
日
ら
＼
は
全
く
疋
回
心
返
ら
な
ー
も
の
も
ん
門
む
）
治
活
非
性
口
々
行
一
山
れ

き
て
に
な
る

J

引
の
音
壬
戸
川
行
政
明
あ
る
J

山
一
ヱ
ー
相
川
山
内
絞
お
な
？
？
戸
先
一
円
L
て
い
ず
れ
か
を
選
ん
ァ
い
れ
ば
多
〈
の
↓
ザ
推
の
寸

先
は
そ
す
ム
～
向
と
が
、
さ
っ
て
ハ
ハ
守
れ
れ
ば

U
身
ペ
J

子
心
J
U

靖
子
、
な
る
れ

L
か
し
、
裁
判
所
は
あ
刀
て
亡
の
よ
～
つ
な

F

」

1
j
F
L
い
い
の
で
ば
な

い
か
介

bJえ
ら
、
れ
ゐ
ぃ

一
mv
キ
ヰ
第
一
泊
お
二
円
札
第
一
一
＋
札
主
yr

問
f

ヘ
山
一
山
市
平
靖
二
知
事
二
款
谷
川
円
、

（
釘
｝
川
郡
立
第
一
計
台
叫
款
符
珂
釘
川
将
司
款
山
花
叶

一
、
内
川
）
清
一
平
第

μ
中
旬
第
五
史
求
、
日
ハ
」

r日J、
円問
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ぺ

mF
何
人
ば
、
時
詐
合
的
掲
に
へ
げ
心
、
一
一
川
H
r
森
七
光
一
〕
〕
。

（
刻
一
さ
h

に、「ん字、
J

嗣ナ叫一いいい的
hv
支
配
権
梓
持
じ
い
閃
か
」
｝
い
つ
ご
要
目
的
1
M
l
v
の
ミ
ス
川
1
7
f
ノ
タ
ぎ
プ
一
で
の
中
川
町
牝
」
が
な

さ
れ
ご
さ

A
、
と
も
、
何
…
呆
的
に
は
一
両
津
L
A
貴ぶ一…

r慌
途
今
叶
宣
す
れ
ば
戸
。
い
一
乙
ミ
〈
り
ヒ
ジ
に
公
打
、
荒
川
町
山
4
d
J
λ
丸山じ
1
1
よ

う
に
忠
わ
れ
る

J

、
の
よ
司
な
単
純
化
じ
日
レ
亡
店
、
前
お
じ
へ
刊
行
参
唱
も
コ
つ
人
、
一
の
か
う
注
当
純
化
が
三
さ

ν
い
わ
け
で

土
手
J

J

品
川
一

Jm
土
木
、

t
め

以
？
に
の
と
h

一uh
v
、
前
半
で
み
た
時
期
仁
つ
レ
て
ぽ
、

以
締
役
会

及
川
町
こ
J

っ
て
、

7

i

f

r

L

Y

－

－

 

支
配
催
中
い
が
吟
じ
て
レ
る
周
一
昨
に
円
J

レ
て
、

閉
山
い
ノ

C
ど
こ
ま
で
お
株
発
行
叫
付
記
さ
れ
る
か
に
協
し
こ
、
川
崎
監
の
基
本
約
九
小
h
p
M性
を
比
定
す
る
術
品
開
判
判
官
出
泣
し
て
き
た
と
与
え

ら
れ
る

ν

干
し
て
、

法
判
所
が
い
位
判
断
ど
一
也
起
す
る
の

照
ら
し
て
合
理
的
だ
っ
丈

い
の
川
也
判
断
C
Mい
及
と

妥
当
h
h
結
論
の
提
ポ
の
阿
立
を
り
限
九
し
た
の
が
、
五
市
丸
月
的
ル
ー
ル
の
ん
ふ
軟
さ
」
必
子

は
間
以
？
な
い

立
あ
っ
た
〈

十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

第
目
立
早

二
ソ
ポ
ン
放
送
事
件
以
降
の
M

拭
刊
刻
、
こ
本
一
恨
の
J

品
川

一

ど
う
か
に
附

T
Q価
値
判
断
を
刊
避
し
て
お
り
、
そ
れ
が
裁
判
所
に
と
う
て
合
河
口
問
だ
コ
た
と
い
え
る
ο

I

U

か
1

J

、
与
の
後
、
す
な
わ

ち一一
p

v
不

J

放
F

佐
平
件
以
降
は
必
ず
し
も
品
以
内
町
子
恒
前
刈
断
を
叫
澄
し
て
い
る
わ
け
ト
也
、
立
に
本
書
て
は
、

J

F

J

I

肢
F

」
也
事
件

を
中
心
｛
ペ
コ
叶
下
位
ハ
と
そ
れ
以
降
り
裁
判
例
で
、
」
心
口
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
従
化
L
て
い
る
の
か
、
ー
し
て
そ
、
札
は
前
立
早
と
R
V
ム早川

に
説
引
で
き
る
の
か
に
つ
L
て
油
、
討
ず
る
ー

（！メ人比主手、 cs'1 JCci rns '20凶＼， c' 



r日

銘

ro
一
二
ケ
J

政
送
事
件

者う

事
業
の
刺
草
K
y
y

一汀己円

J、
円問

で苧

ず

ニ
ッ
ポ
に
己
主
事
件
の
事
案
の
概
州
み
で
」
己
決
定
の
日
ピ
日
吉
川
悦
献
ず
る
。
な
お
、
T
h

公
王
出
品
五
行
以
じ
爪
ん
の
白
…
に
つ
い
て
は
省
川
町
す

る
。
他
r

で々、

裁
判
所
の
小
山
久
勢
の
変
化
を
分
析
L
n
J

る
P

～
め
、
抗
告
審
決
定
の
み
な
ら
ず
本
？
日
凶
作
品
の
然
災
μ
況
に
つ
い
て
も
〆
｝
り
あ
げ
る
。

事
案
の
概
要

放
送
法
に
も
ζ

っ
く

般
放
送
手
業
（
A
M
ラ
、
ン
オ
放
送
）

な
ど
を
業
〆
子
J

る
ム
常
務
者
Y
社
（
ニ
ノ
ポ
ン

部
場
、
発
行
肉
体
！
ハ
松
川
奴
ム
＝
一
一
ヘ
ハ
）
万
株
の
株
1
会
L
社
で
あ
っ
？
に
。

Y
社
は
ワ
ジ
H

／
ウ
ウ
グ
ル
ー
プ
の
一
円
以
で
あ
打
、
半

成

仁
年
一
月
時
点
で
訴
外
F
社
二
：
ン
一
フ
レ
ピ
、
J

ョ
〆
）

了十一
J

話

Jr保
有
し
と
い
た
乙
漬
権
者
X
判

の
先
行
消
抹
ト
パ
パ
総
数
の

（
ラ
イ
y
n
y
）
は
コ
ン
ピ
ー

l
タ
不
ツ
ヘ
ワ
ー
ク
に
閉
山
す
る
コ
ン
七
人
て
ワ
ノ
ン
グ
、
ネ
ッ
ワ
！
ク
包
川
内
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
花
・
政

売
州
市
ど
を
ム
下
た
る
事
業
竹
容
と
寸
る
株
式
会
社
で
あ
る
へ

F
は
w
i
以
じ
庁
一
月
一
八
ヨ
に

γ
心
経
A
1
1

権
獲
得
JYHMvと
し
て
、

ー
の
〈
i
f
L

の
光
行
済
株
式
総
数
の
取
得
を
円
持
し
た
公
開
H

付
げ
を
悶
拾
い
ー
に
（
不
作
公
悶
買
付
げ
）
当
初
心
公
開
賀
川
川
げ
の
条
件
は
、
買
付
子
主
持
品
笠
公
行
淀
川
作
式
総
数
（
U

苛（
J
一
%
（応ハ
μ
帯
林

こ
れ
主
閉
山
過
ご
ん
川
場
合
は
市
て
山
い
い
い
け
る
）
、

札
悼
す
ん
斗
一
ハ
円
、
公
判
阿
賀
川
朔
阿
乞
同
司
二
月
円
ま
で
と
、
二
し
い
た

Y
は
一
月

仁
は
閑
悼
の
夜
締
役
会
に
h
L
い
て
ぷ
件
公
開
翼
刊
行
九
賛
同
す
る
汗
の
決
訣
乞
〕
、
同
川
公
表
、

J

ペ

X
は
、
従
恥
亡
り
V
ムの川口
J
土
済
作
式
総
数
の
約
h
－
凶
%
を
刊
古
い
し
て
い
た
い
）
こ
ろ
、
十
ゃ
が
い
い
公
開
山
村
山
間
司
巾
の
け
八

1
に
i
け

5
1
N
e
－
－
を
利
月
し
ん
｝
恥
引
に
よ
h

λ

百
社
合
通
じ
て
Y
の
叫
拾
わ
え
川
株
式
総
数
の
約

九
・
ハ
M
m
を
さ
ら
に
取
待
L
ナ
1

0

X

は
壬
ム
ム
利
保
有
一
げ
も
今
川
げ
の

一
行
〕
川
ま
で
に
Y
心
発
行
済
抹
λ
総
数
の
臼

一
%
を
保
有
し
て
い
コ
こ
の
T
O
S
T
N
e
T

ヰ1
'J I 
C) 

υ 
X
乃
ソ
代
去
恥
締
役
は
Y
株
式
の
取
持
治
凶
に
つ
い
て
、
日
収
送
U

同
が
が
有
F
J
4
0
w
e
b
サ
イ
ト
の
ド
i
タ
凡
化
ピ

よ
り
シ
斗
J
J
ー
か
得
る
’
に
山
yvJ
で
あ
り

ド
ζ 

む
て
あ
る
い
山
田
一
ピ
1Jら
か
に
し
h

c

は
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他
方

ド
の
代
表
一
河
川
締
役
は

月
九
ー
は
い
X
と
の
士
官
fd提
携
に
lulι
的
な
主
去
を
一
小
し
、
翌
一
ハ
ー
に
ぷ
件
公
開
寅
一
日
け
の
泣
い
い
い
予

定
数
を
二
五
%
に
一
、
l

げ
、
日
付
期
潤
を
一
月
二
じ
ま
で
迂
長
L
r後
述
の
た
い
件
新
抗
予
約
棒
ヂ
パ
訂
後
に
き
り
片
山
一
月
じ
い
じ
れ
延
長
二

支
配
い
汁
的
も
い
幅
一
引
し
た
っ
本
刊
公
開
川
片
付
け
終
了
後
、

F
ば
Y
林
式
を
一
九
九
ノ
イ
日
品
川
株
式
総
殺
の
一
八
・
己
阿
同
保
有
す
る
株
土
に
な
っ
た
〉

j' 

』主

月
一
ぃ
日
に
Y
小
X
η
子
会
む
と
な
っ
た
ぬ
ム
ロ
は
、

Y
お
品
川
U

F

の
了
会
引
と
の
取
引
か
｝
中
H
T
G戸口を
y
a代
表
取

後
に
九
て
の
F
e
Y
内
心
訪
日
除
を
け
旧
持
一
G
J

る
立
町
を
吉
面
で
い
小
え
て
い
る
口

Y
は
同
月

T

ハ
H
C
取
締
役
会
に
お
い
ど
変
更
後
の
公
開
貸
付
け
に
賛
同
す
る
旨
を
決
議
し
、
女
ら
に
下
況
の
新
株
予
約
権
心
発
行

を
同
月
二
一
一
日
の
取
締
九
ー
た
に
お
レ
L

決
議
し
た
（
本
件
新
弘
子
μ
私
権
交
一
行
」
〈
本
件
新
弘
子

MWU惟
死
一
れ
は
、

一
仰
に
つ
き
Y
打
首
涯

株
ー
ハ
一
一
J
J

株
主
取
得
い
で
き
る
売
株
予
約
権
p
ど
合
1

引
四
七
一
ひ
掴
託
打
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
引
制
設
は
制
に
つ
き
一
一
一
六
一
J
J

二
七
二

一
円
で
み
の
っ
た
戸
、
一
心
新
社
予
約
佳
が
人
工
て
わ
使
さ
わ
る
と
恒
仁
一
八
け
一
万
株
（
P1hvA
の
発
行
済
株
式
総
紘
一
心
約
一

匹
町
品
川
が
発
行

さ
れ

一一、
J
4
4
半

tJ、土
1リ

H

7
C
4
4
i

一

j
t
d
l

七
%
に
減
少

F
る
ん
、

F
は
？
今
利
付
「
叫
は
予
約
悼
の
行
伎
の
み
で
約
η
ん
ハ
%
を
取
作
す

%
か
3

口
約

ザ

hvh
」レ」い九人件ハユ。ハ

十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

YHγ
公
表
し
た
弁
刊
で
は
、
ト
事
件
新
株
子
約
権
凡
ん
行
の
ド
的
は
、
同
社
の
ふ
心
裟
価
値
の
紺
抗
、

ち
が
マ
ス
コ
ミ
と
し
て
担
う
高
い
公

共
性
の
帯
保
一
X
が
Y
の
支
配
除
、
：
と
な
る
こ
と
は
h

の
公
大
性
と
y
川
v
子
」
伝
い
）
、

X
に
よ
る
k
Zの
Y
刊
悼
式
攻
得
ー
）
L
V
h

つ
ム
仰
け
公

間
町
長

JMけ
の
開
始
後
に
発
4
1
〆
た
事
情
ピ
影
響
を
受
け
ず
に
、

Y
が
賛
刊
す
る
F
にも
d

る
Y
の
，
ム
百
Jq
化
を
注
成
す
る
た
め
に

ド
ド
こ

て
J
J

本
件
新
牧
子
約
十
住
先
い
れ
に
よ
h
調
達
ー
に
よ
廿
ベ
ム
ム
は
（
似
）
臨
海
副
い
わ
糾
心
ス
タ
ジ
オ
プ
打
ン
工
ク
ト
の
登
備
資
金
ト
ル
ヘ
九
ω

す
る
4
7

定
こ
さ
札
ト
、
n

X
は
本
件
h

新
株
子
約
権
先
行
巾
γ

不
公
正
パ
九
行
・
有
列
流
行
引
あ
る
と
し
て
、
差
H
止
の
似
処
分
を
求
め
に
。

以
下
、
谷
決
！
止
力
判
U
H
V
↓
抱
一
け
る
c

主
ゴ
、
え
す

引
用
文
に
付
し
た
訴
以
仏
双
山
十
は
品
目
九
の
ノ
h
n
入
討
の
ね
｛
η
の
た
は
叱
筆
者
が
付

第
一
審
決
1

ば
判
旨

（！メ人比主手、 cs'1 l斗 i ]jj '20凶＼， c' 



r日

内
は
当
主
に
よ
る
注
で
あ
る

第
一
帯
の
東
京
也
裁
決
之
で
は
、
ま
ず
、
祈
vh予
約
協
仰
の
ヌ
公
止
先
行
に
つ
い
亡
、
次
の
般
論
を
不
に
た
υ

、J

た
も
の
で
あ
り

J、
円問

一
平
成
一
じ
牛
史
汁
則
、
ぃ
h

h

問
じ

一
切
七
ヘ
ノ
ク
ボ
ハ
ハ
山
リ
ト
ル
刀
法
一
に

2ω
訴

八
三
条
ノ
一
心
所
定
日

古川山川日

（－ご
J

主

J

I
－
－
言
、

ノ
f
4
j
t
k
J一

悦ムア
f

刊桂川ハ
m
汗
と
は
、

イ
日
以
｜
的
、
ナ
一
達
必
ず
J
7
勺
ず
士
ほ
と
、
J
J
L

剖
件
杯
予
約
権
治
行
川
J

利
川
刑
さ
れ
る
均
台
中

lγ
と
解
さ
れ
る
1
f

三
ノ
、
株
寸
J

？
什
に

お
い
て
そ
の
支
以
拡

rっ
き
F
い
が
あ
り
、
従
米
日
林
I
0
4汀
株
辻
本
に
重
大
な
影
響
ヤ
」
ぷ
ば
す
よ
う
な
紋
り
お
株
会
十
約

JFy三
勺
さ
れ
、
ず
れ
が

淳
一
斉
に
引
に
じ
ソ
当
三
つ
れ
る
鳩
山
に
、
之
ら
私
株
J
P
L
引
叫
脚
光
行
カ
与
え
川
町
橿
七
争
一
つ
特
定
行
株

刀
持
株
比
一
一
を
低
下
さ
げ
一
、
引
軒
、
一
内
打
点
庁
の
え
配
梓
を

制
お
－
3

る
こ
と

i

史
な
E
U
d
f一
じ
て
さ
れ
ん
一
ミ
り
三
あ
る
ζ

き
は
、
良
仕
ご
い
こ
は
林
こ
ム
ー
作
の
引
笠
り
涼
却
え
と
い
う
制
点
か
ら
F

之
の
料
株
r
j
v
刊

柱仏
f
h
J

主
主
化
？
？
丘
J

段
の
事
桔
が
な
い
限
り

e

不必一↓

ω
U的一一
y
f
正
成
す
る
］
段

L
て
剖
状
py約
枠
先
行
が
利
堕
さ
れ
る
場
ん
ど
一
色
h
j
A
V

－い

つ
べ
々
、
戸
、
払
AV

一

" 

商
店
は
、
公
開
会
刊
に
｛
い
じ
株
主
犯
弟
妹
引
責
へ
註
を
排
除
し
阿
川
J

一
之
、
一
味
一
の
会
均
年
記
止
を
維
刊
の
引
ヰ
人
々
決
＝
ヂ
て
い
な

J
b

山、
y

割引い件
I

人はず
T
村必

P
M町
梓
一
以
内
ー
九
引
い
件
純
一

レ
仁
、
v

ユノ
c

－
川口品
J

行
の
目
的
～
町
、
ハ
一
L
n
w
二
者
割
v
t士
山
引
い
f
二円

42巧ん
f

」
は
、
投
栓
資
本
別
庁
－

の
本
／
で
収
税
芝
山
認
め
、
つ
れ

r一
紙
、
川
内
権
限
の
行
悼
と
し
て
、
市
引
い
仰
汎
勺
人
心
判
附
の
よ
い
f

江
市
二
者
割
レ
ィ
ヂ
一
三
ゐ
二
〆
し
が
計
百
さ
れ
、
そ
の
結
果
〆
一
し

工
取
ん
ね
川
内
心
株
阿
川
汗
便
ι
刀
株
、
下
心
持
株
比
ア
十
に
川
和
明
日
間
一
｝
V

ぐ
っ
そ
令
と
）
が
あ
る
こ
し
は
い
仏
の
ノ
J
｛
む
ず
る
｝
こ
ろ
一
じ
の
ら
し

いい
L
か
ご
口
計
三
〉
引
け
支

出
権
行
手
F
ー
は
、
公
開
会
社
に
お
い
て
、
叫
に
そ
の
支
正
常
に
つ
き
勺
4ρ
が
一
九
九
仏
化
し
に
”
そ
滑
に
お
い
て
、
取
締
花
小
、
現
に
支
記
仏
z
Jわ

ir7特
定

の
味
一
の
川
河
川
川
咋
ぷ
4

ケ一以
F
I

ヌ
一
せ
、
川
川
円
柱
山
崎
引
リ
ム
，
人
民
仙
沼
hr
維
持
ず
る
こ
と
ど
工
甲
子
な
け
的
と
し
て
新
味
下
心
主
れ
を
わ
う
こ
ζ

ほ
、
会
引
の
執
行

機
関
に
ず
き
な
い
取
口
れ
ほ

γ↓
↑
什
支
配
権
（
r

h

川
刊
を
一
川
円
ム
バ
定
い
つ
る
も
の
で
あ
J

L

M

h

同
一
〕
し
て
詐
き
れ
ず
、
一
別
抗
日
士
♂
一
発
行
U
J

↓
口
容
さ
れ
G
の
は
、

会
社
〉
L
f
は
M

杓
ハ
～
ぃ
叶
利
益
の
保
誌
の
卸
4
ι
i

ら
、
れ
た
正
中
J

化
ず
る
お
い
一
江
刀
事
怖
が
あ
る
川
崎
〈
た
れ
限
r
J

一
れ
る
し
い
号
、
？
に
あ
る
に

ふ
よ
り
よ
J
I
L

、
半
叫
vrh
株
予
約
続
発
行

r
つ
い
て
、

Y
が
賛
同

Y
付
取
締
役
の
地
付
侵
入

fr王
た
る

R
的

2
す

G
も
心
で
は
な
い
が
、

ず
る

F
に
よ
る

Y
C
了
会
什
化
と
い
ろ
け
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
本
件
新
株
子
約
権
十
付
ラ
し
と
の
で
お
る
か
ら
、
「
民

同
様
に
フ
ジ
ザ
〆
ん
ノ
イ
グ
ル
ー
プ
に
罰
す
る
符
山
山
に
よ
る
支
記
権
の
維
持
を
円
的
と
い
ヲ
る
も
の
で
ふ
め
い
り
、
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ど
る
よ
配
棒
准
持
会
ニ
ド
り
ケ
ム
ど
い
十
的
と
ず
る
も
の
で
あ
る
と
h

いた

本
が
い
祈
わ
伊
予
約
権
発
行
は

X
が
え

mJゃ
に

な

る
h

一
こ
に
よ
る
役
立
川
何
伯
の
段
目
制
む
防
当
、
公
共
刊
の
確
保
の
た
め
と
す
る

Y
のム

張
に
触
れ
行
上
で
、
次
む
よ
う
に
例
外
ピ
つ
い
て
一
子
二
～

J

川
一
L

ニ
立
地
ノ
百
ヂ
ム
ν
に
、
人
f
毛
細
他
と
は
、
会
仕
ひ
L
L
パい
y

作
一
件
一
休
日
一
円
、
豆
か
う
J

の
L
f

一
町
方
る
、
に
が
と
ご
る
に
二
人
、
川

ι
へしい再三

の
土
問
栓
収
得
～
J
りヘ
J
P
J
h
u
利
ハ
Cmrf点
灯
さ
れ
7
2効
へ
一
に
は
、
取
杭
な
け
こ
九
主
防
U
ヶ
G
M
L
J
」
中
ド
的
と
し
ー
そ
の
た
め
～
相
当
川
主
I
段
中
、

市
こ
L
〈
許
さ
れ
な
v

こ
こ
右
〉
寸
る
と
、
、
J

去
吋
ヤ
札
似
の
も
1
げ
川
市
苅
止
の
三
uqJ

〉
吋
一
段
J

一
二
、
和
株
ァ
私
一
世
〔
7v
発
行
う
｝
ι
J
d
化
ゲ
る
特
一
い
刊
の
字
泊
が
あ

る
と
い
う
と
持
」
山
仏
、
特
定
の
株
主
心
又
配
権
取
得
戸
一
一
り
企
業
別
山
川
コ
r
ら
亡
し
く
投
射
さ
れ
る

M

に
が
門
町
し
り
か
よ
り
る
三
ζ

、
一
い
七
じ
る
こ
郁
「
べ
き

で
あ
る
」

そ
し
亡
、

本
山
市
は
支
配
f
J

惟
を
争
う
者
の
い
ず
れ
に
統
計
を
委
1

ね
た
与
が
収
沿
’
叫

H

下
川
駅
待
で
き
る
か
を
判
断
L
U
J
る
の
は
株
、
で
丸
ゎ
、

紙、
L
L

ハ
の
説
明
と
川
内
解
芝
山
付
近
求
め
る
＼
き
Y

よ
し
た
い
て
、
企
主
的
他
心
A
V
丸山似
C
I拭
判
”
に
よ
る
者
査
に
つ
い
て
、
次
の
リ
場
主
不

十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

［
た

「
、
れ
に
汁
し
、
hvrd
出
判
川
日
刊
ぼ
U

対
象
と
な
る
の
口
、
信
拾
い
語
り
支
配
権
取
得
に
よ
り
中
長
問
円
相
ド
肴
ラ
／
ど
円
以
損
さ
れ
る
こ
L

が
刷
、
入
れ

こ
い
ろ
Q

か
し
う
か
乙
い
う
占
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
双
判
対
が
こ
の
判
間
を
行
7
に
あ
ん
ど
一
て
ん
は
、
株
一
？
一
二
可
一
小
川

d
M
J
V
江

J
て

川
札
方
心
事
業
引
阿
南
川
一
一
見
居
ー
を
に
校
し
、

い
「
れ
が
へ
円
目
的
乍
：
」
い
う
間
山
か
ら
一
行
一
つ
の
て
民
主
ノ
＼
恒
指
υ亡
の
品
目
ど
urp
作
者
の
い
店
町
守
総

合
し
て
、
的
枠
在
に
4
h
w
え
配
権
山
批
判
が
仏
法
梓
円
以
茂
し
か
ふ
い
相
官
z
γ
Z
Kら
す
こ
一
三
J

則
ア
m
一
い
え
る
か
、
伯
作
占
U
J

一世一七

L
Z布
市
副

州
に
ヘ
ロ
刊
性
r
n
dめ
つ
れ
ず
、
芦
（
塾
に
へ
口
町
山
な
ん
性
科

ν
日折一一
J

も
の
と
い

J

こ
と
ー
と
i
n
な
け
た
乙
、
1
7
銑
角
川
ら
ノ
J
J
1

べ
当
で
あ
る

,,g 
' r 

て
、
こ
う
し
七
叡
片
山
か
り
審
査
を
ノ
什
い
、
抗
日
れ
恒
高
山
支
配
市
取
得
に
で
り
企
業
恒
仙
が
お
レ
く
投
損
さ
れ
る
こ
三
か
山

J

一Jm

は
い
え
な
い
場
介
、

山叫侭れ
J

門市川げふが

R
以
甘
む
し
ず
れ
の

f
支
計
－
』
か
ん
い
に
戸
ん
た
い
心
判
断
は
、
へ
お
弘
一
又
民
的
社
内
争
存
仁
川
ョ
す
勺
取
締
山
恨
の
涜
誌
な
甲
山
～
f
i
u
一俳
hwぶ
こ
と
で
、

抗
上
片
山
】
l

七
三
な
さ
れ
匂
べ
き
も
の
で
あ
る
」

（！メ人比主手、 c8'J L3i 1L3 '20怖に



r日

本
什
で
は
、

X
の
支
配
怜
以
得
に
よ
り

Y
の
伝
業
価
値
が
著
し
く
設
損
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
、
ぱ
て
主

ι

私
処
分
JY
訟
の
三

J、
円問

異
議
審
決
ー
い
止
申
旨

川
恒
〕

異
議
事
決
定
目
、
正
一
仮
処
F
万円
V
訟
の
、

J

れ
た
、
川
伏
r～
で
弘
北
川
本
的
に
弘
知
者
計

の
叫
リ
不
ん
ゲ
パ
吋
切

L
に。

半
一
九
を
、
出
川
川
、
、
1
－
て
取
前
月
イ
パ
バ
め
ム
抗
議
事
F

中
上
一
て
い
る

一

開

法

完

成

L

」p
寸
改
正
前
、
以
内
ー
い
に
一

は
校
佐
官
人
？
ft
目
勺
採
用
L
（
開
法
六
六
条
攻
ニ
ハ
へ
ん
三
日
い
は
か
K
1
J
貨
K
枠
ぺ
の
新
株
K
J

心

ニj

法
一
一
八
一
い
条
y

一

に
む
し
て
は
、
株
主
に
折
枚
当
心
一
F
J

一
メ
体
は
原
障
さ
れ
て
い
な
し
か
コ
「
有
決

八
f
J
長
ノ
↓
ハ
一
治
二
段
）
。
そ
し
て
、
み
一
間
会
社

↓
八
ハ
朱
ノ
斗
二
、
二
八
リ
一
条
ノ
二

f
巻
町
一
、
取
給
役
人
民
主
＝
日

山市計一品却す、

に
よ
7
悦
三
バ
に
対
す
る
主
件
公
J
m
v
発
ノ
什
が
行
わ
れ
、

1
7
存
株
主
の
持
株
比
ん
÷
か
民
k
l
r
。
塙
〈
H
U忘
る
こ
と
円
ド
ハ
七
品
、
布
川
氏
も
プ
一
容
L
一L
J

る
と

ト
二
ノ
こ
｝
4
r
d
l、売〈
Y
ち

判
一
ー
し
か
し
な
ぶ
ら
、
こ
れ
は
、
資
ム
υ

詞
達
ヤ
従
業
日
に
対
す
る
ス
！
ッ

7
－
オ
プ
、
／
汁
〆
f

の
付
円
J

C

L

一
ぷ
に
つ
三
本
ド
取
ハ
町
役
人
以
心
一
般
的

k
権
限
に
安
わ
り
れ
一
一
令
市

J

に
つ
い
て
、
ぶ
大
限
に
よ
い
ら
の
必
要
性
が
め
る
〉
同
附
さ
れ
、
そ
の
よ
ワ
な
経
常
判
附
に
い
店
づ
い
こ
清
一
者
に
汁
ず
る

新
株
4
7
の
主
汗
が
汗
わ
れ
た
場
ん
い
に
、
拍
車
L

L

＼

既

4
妹、下（

t
r林
立
半
が
侃
卜
ヶ
る
乙
が
あ
る
こ
と
を
叶
一
件
ジ
J
d
h
v
に
と
と
主
る
J
b
u

で
あ
っ
て
、
首
位
心
又
一
部
誌
に
取
に
宇
い
が
η
一
d
L
レ
る
鳥
山
に
お
い
て
、
取
締
一
世
r
↓百円川、

いえ一民性
J
2
fつ
特
定
の
日
時
y
÷
引
に
守
株
川
げ

γ？
？

μ
い
よ
じ
J

、

川正好

ut－
－
人
出
ケ
れ
に
父
好
的
、
ふ
特
J

て
の
松
ヱ
の
士
川
【
佐
古
維
持
e

呼
也
市
三
ム
匂
こ
と
士
一
ハ
久
口

E
的
乙
l
て
が
杭
拡
等
を
わ
え
れ
」
i
f守
乙
ま
て
、
ニ

η

3

右
前
帆
桁
役
会
の
一
位
的
体
阪
で
あ
る
J
H
v片
刈
附
市
町
1
1

こ
L
t日
向
め
て
い
る
L

は
い
、
乞
ぽ
い
と
it
つ
べ
き
で
vぬる「）

刊
は
は
ぶ
工
稔
九
円
心
的
T
H
何
事
項
と
お
り
一
部
ー
抗
斗
川
長
羽
、
立
じ
条
羽
一
、
取
締
村
山
は
株
下
川
音
キ
多
数
次
に
よ
フ
」
宮
市
何
さ
れ
る
H
M
L棺

問
、
い
わ
さ
令
J
r

え
な
J

か
〉
、
被
選
正
門
た
γ
Q
は
締
役
に
、
淫
r
告
に
ξ
掠
ド
工
院
以
わ
一
会
主
す
る
一
一
）
ム
デ
ヱ
玄
hl
ふイゴ山

J

日
一
す
ま
か
抹
等
心
発
行
軍

ん
山
商
法
ニ
、
取
締
伐
の
沼
仔
併

知i

恥
い
的
に
じ
々
山
肌
り
る
こ
こ
は
、
問
牛
い
が
守
山
札
る
機
店
内
権
限
、
し
合
町
秩
序
二
町
ら
ー
ウ
己
反
ご
る
心
（
川

I
J

て
3
る

U
口
巳

F一

こ
の
E
は、

mJ件
1
4
h
いが、

る
い
は
m
m
f
h
背
信
と
友
好
的
な
特
定
心
却
一
宇
の
へ
汁
r九
万
引
が
民
収
さ
心
絞
片
方
針
】

lUP／
一
照
的
で
あ
る
ニ
戸
川
じ
た
渇
合
で
あ
コ
て
も
同
様

P一霊山一

↑
る
J

し
め
て
あ
り
、
詰
に
ど
経
営
主
と
て
ど
の
よ
う
ゼ
万
山
で
ム
ロ
引
1
針
山
さ
ゆ
？
Q

か
は
、
叫
に
了
込
町
会
に
お
け
る
取
的
役
叩
忠
任
古
川
乙
て
株
、
下
が
資 次
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京々
γ
弘
法
に
一
三
て
決
ア
ヘ
き
山
也
＼
い
う
べ
〉
L

あ
る
か
っ
、
司
注
守
γ
江
川
一
J
一
い
の
民
い
し
令
経
常
万
針
ム
デ
布
引
J
J
£

た
め
に
、
外
十
凶
作
比
三
一
父
王

γ
る
こ

1r
山
作
シ
一
ム
耐
久
、
合
目
的
L

一Iυ
に
寸
均
株
主
九
一
党
行
C
F
Q
一
、
と
は
出
比
と
し
て
計
き
れ
な
v

乙
L
ぅ
、
き
で

F
一
る
一

例
外
的
に
支
配
権
維
持
十
一
、
土
決
云
判
的
と
し
た
新
株
下
I
W
N
住

れ】
I
U恥

J
叩
λ

山
口
に
つ
い
と
し
は
、
次
の
と
お
り
川
市
し
た

せ
打
て
る
株
、
I
幻
京
思
に
玄
づ
く
と
い
与
悦
明
推
絞
り
分
配
計
一
ざ
に
と
る
モ
パ
一
て
み
e
Q
か
ら
、
株
主
全
信
心
利
忙
の
保
護
L

V

う
一
弘
点
炉
、
九
析
判
例
子

「
も
つ
〉
も
、
支
配
枠
心
維
持
・
砕
保
E
r主官
k
目
的
工
ヘ

1
9新
株

γ
約
一
昨
苛
ι
が
持
さ
れ
寸
…
い
♂
は
、
取
れ
役
心
栓
阪
の
r仁
川
良
竹
ば
会
引
内

約
生
三
h
Lイ
一
疋
当
化
ず
Q
H仙
m
h
M
t
e
下
情
が
あ
る
喝
行
に
は
、
例
外
出
に
、
又
配
達
の
稚
持
e

体
保
守
主
嬰
日
一
川
口
川
ア
）
寸
る
kp行
も
ん
i

公
正
発
れ
に
i

d

の
」
し
な
い

r
m
t
p
G余
払
が
点
る

川
例
え
ば
、
ヰ
ぷ
い
HH
収
者
ー
一
ー
る
い
杯
土
が
、
民
に
ム
Z
L「
科
常
、
参
加
Jn

る
忠
岡
山
が
公
い
た
d
か
刀
わ
ー
い

A
h
－－た

杭
旬
を
（
ノ
り
よ
斤
て
品
情
て
林
ょ
を
へ
二
社
閃
係
わ

h
u
d
取
り

t
A
Mい
的
で
株
h

凡
］
口
取
を
行
コ
て
い
ム
エ
州
ん

へ
い
わ
め
る
グ
リ
ノ
パ
J

P

J

C

あ

る
川
明
八
口
）
に
は
、

v
一
川
市
｛
川
さ
も
っ
て
株
式
立
取
得
し
た
当
該
買
収
vy
告
は
株

L
T
）てね内
J

占
十
J
A
V

に
糾
7υ

な
い
方
、
当
該
只
収
苔
む
吹
E
ず
れ

ω

凶
れ
作
J

一
円
訓
川
勺
ハ
川
カ
婦
な
お
れ
る
二
こ
す
か
叫
一
J

か
r
よ
れ
る
か
っ
、
取
締
従
〈
口
は
吋
一
点
力
柘
当
院
が
認
め
一
B

れ↑ハ
ν
J
r
、

種
の
お
斗
「
レ
器
対
的
行
為
と

－J

て
、
之
把
排
恨
の
柏
主
寸
崎
市
い
示
会
土
両
氏
、
b

己
的
「
る
戸
府
川
吋
予
約
格
発
行
三
ど
行
一
一
ノ
こ
b

ぷ
吋
倍
て
勾
7
Q
υ

ま
J

ν」
該
民
収
E
h
v
い
わ
ゆ
Q

グ
ノ
？

〆
メ
J
A

－
↑
／
乙
ぷ
け
の
つ
れ
な
’
J

一
も
、
当
該
山
口
収
νわ
が
え
配
惟
や
取
得
す
る
〉
公
社
に
い
じ
殺
し
が
L

い
折
さ
を
J
℃
た
ら
す
こ
一
炉
開
川
小
ん
で
応
二
、
、
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位
の
株
ヱ
ば
大
r
t
J
？
っ
心
、
ヨ
収
げ
包
～
f
d
株
土
の
利
益
古
今
め
て
考
一
一
P
J
て
も
、
こ
れ
を
沼
j
F
る
と
石
松
土
全
体
の
利
誌
に
辛
子
る
と
ど
め

J一れ

る
川
崎
ん
で
い
は
、
民
締
役
九
三
山
手
段
の
相
T
J
九
が
認
め
入

J

わ
か
U

訳、り、

亜
の
緊
急
選
批
凶
行
九
乙
し
て
、
支
以
濯
の
栓
持
伐
伐
と
＋
F
L
な
オ
出
〆
｝

寸
／
u
f
開
株
子
山
れ
ほ
発
一
司
h
ー
で
き
る
と
ど
り
え
ら
れ
－
4

－

出
一
し
＋
～
が
ノ
三
現
に
支
配
株
字
い
ぷ
生
じ
亡
い
る
叩
吋
河
山
k
v
い
て
、
支
配
仏
恨
の
湖
付
e

鴨
川
洋
守
主
主
L
2
4
F
的
〉
三
J
A一
新
作
〈
J

約
J佐
必
ノ
行
口
J
行

わ
れ
一
～
場
へ
い
に
は
、
以
則
と
1

J

て、

小
公
半
A
M
M
f
u

－－
J
4
L
L
L
詰
k
の
け
円
最
E
以
る
が
、
例
外
的
に
、
枚
、
一
主
体
の
利
益
保
一
痔
肝
心
観
三
古
川

2

レィ

dM片山

は
子
約
権
発
行
を
に
当
化
す
る
特
況
の
中
出
品
v

丸山
44

こ
、
穴
住
71

巧
に
は
、
買
収
以
内
が
自
一
撃
に
合
川
匂
な
経
常
士
川
叶
析
す
も
の
J

よ
m
な

1
L
こ
、
あ

る
レ
は
、
買
収
〆
日
に
よ
る
立
記
培
山
明
日
J

かへ
A

祉
に
凶
復

J

が
た
い
損
害
を
も
↑
」
ら
す
こ
」
戸
明
ら
か
で
あ
る
二
乙
を
ヘ
計
」
が
J
h

丸山
1

三
「
布
台
に
は
、

、I
t
c文
紀
和
υv
日
加
傾
に
影
響
も
T
Aぽ
」
う
よ
う
な
引
い
件
下
ふ
れ
ほ
む
完
／
汀
J
O
例
外
的
な
げ
什
置
と
L
と
許
奔
々
礼
る
と
い
う
へ
出
あ
る
c
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r日

抗
告
審
決
定
判
筒

U

札
口
’
併
決
定
で
4
仮
処
分
を
認
め
る
結
論
は
維
持
さ
れ
た
c

抗
告
審
決
ー

ιで
は
、

小
八
訂
正
光
行
に
つ
い
て

い

ゐ

、

1
j
 

3
 

C
 

U
 

2
 

一わら

る
J

」

羽

川

「

μ
F
J
な

u
f
，

、

手

て
い
る
刊
は
、
山
肌
箭
役
会
主
1
1仏
壇
刊
は
；
戸
一
清
判
明
司
る
お
C
ふ
り
か
為
る
こ
こ
七
認
め
、
前
株
主
の
光
行
Y
味
十
円
以
〈
百
円
決
ヰ
ム
山
ト
一
川
J

｝
）
な
い
川
に
わ
り
に
、
ト
叶え

I
1
0
 

次
の
一
川
般
市
川
を
不
1

た〉

J、
円問

バ
小
則
：
一
〕
て
取
締
伶
へ
TAO
決
此
事
羽
乙
〆
て
い
匂

（
む
二
羽
三

J
ー
し
て
、
日
開
会
仕
に
巧
い
て
は
、

出
リ
仏
〔
dr攻

ば
投
権
査
本
制
民
pv
持
F
m
し

ハ
ノ
宋

h
一
べ
雪
、
授
権
汚
上
下
枠
内
の
新
株
等
の
発
行
主
、

七
位
改
T
K
J
h
H
D

：
［
同
じ
）

一一一ヘ（ノ庁戸市ノ一

市
羽
、

ヘ一ハ）ふれノ

抹
工
じ
新
株
ヰ
フ
引
交
ι喰
は
凡
ナ
ト
弘
、

οわ
て
い
な
い
カ
り

一
八
一
－
拾
ノ
わ
ノ

ヘ
ヘ
ノ
会
ノ
じ
心
不
J
N
1
R
M叩
花
会
決
誌
に

J
tり
品
店
二
十
で
い
は

寸－
4
f前
村
ヘ
守
心
発
行
が
行
円
い
れ
、
武
打
悼
の
持
株
山
市
川
カ
ー
判
、
ー
す
る
場
人
口
J
F
N

め
る
こ
レ
い
い
内
円
以
、
昨
以
も
許
容
L
て
い
や
と
し
入
こ
こ
ぷ
で
き

一
方
で
、
同
法
一
ヘ
ハ
一
久
J
h

ノ
一
九
州
ル
川
一
頃
、

二
八
ハ
〉
条
ノ

U
が
牧

t

訓
松
等
の
品
川
む
を

J

十戸

v
l
め
る
権
能
を
付
ド
J
L

へ
百
九
弘
の
円
以
前
役
記
子
持

γ

し
り
利
丘
を
投
ロ
呪
し
な
し
一
c
う
牽
制
す
る
桂
台
を
持
一
に
阿
世
間
一
に
ハ
ー
二
一
も
の
で
あ
る
一

v
J

一
取
締
伎
会
の

i
一
正
在
阪
口
、
只
体
化
L

K

沼
る
事
業
計
一

r
c円
い
ん
読
む
と
吟
の
主
主
コ
刊
誌
、

H
h
γ

業
1r
の
ま
務
提
携
に
付
ニ
Jいμ
J
m
心
掛
川
門
主
る

い
は
主
持
ょ
の
信
明
関
係
を
絞
持
ず
る
－
り
の
株
ょ
の
は
け
ふ
り
’
日
い
、
従
長
什
一
日
守
に
汁
デ
る
勤
務
只
い
胤
生
J

に
日
付
ず
る
城
主
川
町
ワ
（
い
ホ
一
ゆ
る
収
務
」
一

ト

Mm
リ
ィ
、

J
r
～v

一
ア
ィ
ブ
ア
三
、
り
ス
円
ツ
ク
オ
プ
ン
／
o
h
u
M
」「j
）

や
従
業
計
り
杭
務
ヘ
ハ
問
に
一
ぬ
る
特
許
桂
川
町
捗
之
の
刈
料
日
γ
士
官
う
右
）
河
川
と

に
て
の
日
t
J
h
o

一
と
し
ょ
J

2

な
事
情
以
、
十
ム
夫
以
締
役
九
九
心
般
的
伝
終
〆
控
誌
に
ゆ
た
わ
に
し
る
－
三
れ
ら
の
耳
尽
に
つ
い

ft
ぜ
ん
際
に
二
れ

ら
の
半
業
経
枠
r
ト
の
立
ハ
ム
付
v
f

一A
1
M
什
一
也
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
三
ノ
公
経
戸
判
断
い
H
M
つ
い
て
市

V

告
に
、
ん
す
る
試
株
可
心
党
行
が
れ
1
U
引いず｝

場
合
に
は
、
結
県
と
＼
一
て
ほ
l
y

松
工
心
待
株
比
J
ー
が
伝
「
る
と
」
が
あ
二
、
も
許
訂
正
U
Q
γ
川
、
ヘ
ロ
刊
の
何
台
ム
フ
、
凶
惟
に
到
に
／
ず
い
ぶ
川
1
r
J
て
い

る
川
明
川
に
3
U
I
1

取
締
役
会
が
、
支
配
権
を
争
、
1

特
定
の
妹
、
一
了
。
持
科
比
半
t
低
さ
寸
辺
佐
川
一

4
2
え
に
こ
、
れ
を
士
川
汁
ピ
」
事
実
l
D民主官一刀

を
及
ょ
ナ
字
、
い
ム
匂
特
定
刀
株
一
十

U
紙
日
「
？
ス
出
誌
を
記
持
伴
決
す
る
こ
〈
ヱ
ワ
｝
一
去
な
↑
AVrU

｝
）
一
三
日
仏
株
培
J
ムデパ北ノ什
JJ
？をト

斗
一
こ
へ
こ
れ
γ

♂
政
締
花

、、一、、ノ
コ
じ

恥
い
州
川
和
阿
川
て
忘
る
弘
主
－
土
日
加
わ
主
白
山
1
r
L
L
K
祉
制
限
に
日

rhて
v

る
も
の
で
い
い
な
い
と
堺
す
べ
き
で
え
る
一

に
こ
：
選
任
ζ

れ
る
杭
h
t
機
問
と
い
ー
ゎ
、
三
G
E
得
ゼ
1

4

U

、
っ
、
松
田
古
代
）
仔
者
七
る
取
J称
役
に
、
選
任
者
↑
る
株
に
4
h
肝へ川口
J
交
史
μγ

ー
ま
な
け
的
と
一
一
J

品
問
川
山
「
、
以
桁
仇
川
ん
の
出
任
。
俳
打
出
作
ア
仁
校
へ
心
市
決
事
忠
一
に
あ
り

一一一

U
同
条
項
、

4
七
条
一
点

J

、
取
的
役
ば
い
い
の
資
本
多
数
決



る
J

恥
甘
味
付
斗
行
先
行
全
半
j

弘
、
こ
を

校
前
J
に吐川い什
f
る
て
／
｝
店
、
高
江
が
絞
関
川
市
巳
以
円
分
似
人
々
定
め
一
人
仏
恩
に
明
ら
か
に
止
す
令
も
の
で
あ
る
。
二

の
肝
心
心
、
山
町
科
信
者
が
、

U
口「
L
Z
る
h

は
こ
1

九
九
一
支
持
L
て
ポ
七
i
の
お
型
ハ
引
を
及
ほ
L
亡
v

る
＋
叶
｛
止
の
事

υccμruH方
針
か
誌
が
占
的
民
収
告
の

凡
小
川
門
方
針
】
d

り九
υ
目
的
で
あ
る
と
信
じ
に
r
切
合
で
あ
っ
て
？
）
同
様
v

京
当

1
6ふ
ρ
で
あ
り
、
誰
七
A
j
h
ピ
台
巨
と
し
一
一
？
と
の
正
一
一
ー
な
ポ
染
地
河
l
一
肌
心
力
引

で
た
辻
士
川
相
甲

C

苛
る
お
ば
、
科
土
仙
…
立
に
お
げ
h
v
取
締
役
選
任
を
尚
一
一
よ
h
r工↓

γジ
本
多
数
決
に
上
っ
て
決
J
j

ベ
5
問
題

1
1つ
べ
き
で
あ
る

ー
〆
た
が

J

、
羽
拝
百
奇
人
つ
J
H
J
L
m
μ

信
じ
る
中
r－4

Z

吋
同
没
収
の
力
主
vd
結
持
十
る
た
め
に
、
株
ふ
同
町
附
山
は
な
安
宇
一
す
る
こ
乙
口
件
を
ふ
山
川
川
河
川

771Vて
が

休
刊
す
乞
交
わ
ず
る
こ
こ
は
原
山
〆
「
一
＼
許
さ
れ
な
い
乙
し
ょ
べ
き
で
あ
る

n

一

出
一
へ
戸
祉
の
ベ
ド
常
支
配
体
に
取
に
争
L
u
h
J
什
じ
て
し
る
場
川

P

い
羽
川
プ
，

v作
文
の

J

以
片
的
民
収
に
よ
っ
て
経
営
土
配
性
心
人
f
p
I
A

む
の
株
主

刀
お
株
比
y
J
Z
」
低
さ
一
ピ
、
司
笹
山
一
f

白
又
は
こ
れ
を
支
出
戸

J

山下
j

～
上
の
中
心
配
宵
h
M
Z
V

」
及
は
L

て
い
る
円
。
｛
止
の
松
土
乃
川
川
町
常
支
阿
昨
｝
旬
、
が
持
・
辛
保
ず
る

こ
ど
ど
ヱ
要
な
リ
的
ノ
ヶ
ー
ヱ
ピ
止
叫
川
J
P
J

約
権
の
発
行
が
入
一
わ
ι
J

坪J

ム
υ
に
は
原
加
？
て
、
判
以
二
八
ヘ
ノ
交
ノ

j

打
ん
ご
刊
白
川
2

仁
川
ト
ヨ
る
二
ヘ
ヘ
i
J

会
ノ

ハ
一
に
し
J

ノ

J
t
ン
ク
ポ
戸
川
A
J
川
」
凡
十
万
ム
怯
一

に
よ
る
品
川
吋
？
ノ
り
わ
栓
っ
発
行
に
内
り
J
J
q
る
も
の
乙
肝
「
る
の
出
花
、
」
で
の
ヴ
会
一

そ
し
て
、
例
外
的
に
支
配
怪
純
v汁
片
的
の
新
枕
下
約
校
発
行
が
認
め
り
れ
る
場
合
に
つ
い
て
次
の
ぐ
お
り
判
ぶ
L
L
Z
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「
も
っ
と
も
、
経
科
支
配
権
日
品
川
弘
娃
戸
川
ど
l
症
な
日
山
1
y
｝
ず
る
お
株

f
約
時
計
八
戸
つ
が
計
台
札
止
い
の
は
、
取
締
悦
は
企
什
の
刈
寸
昔
た
る

h
l
A
 

休
？
一
の
七
誌
に
Hhh悶
Uγ

置
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
川
付
芯
作
心
川
一
J
4
1

心
持
設
ー
い
う
尽
占
か
に
J
f
前
待
子
科
山
静
円
安
戸
ヤ
マ
」
止
リ
↓
化
「
る
引
は
の
主
川
河
が

あ
る
ん
d
A
は
ご
は
、
例
外
的
に
、
常
時
同
丈
一
虻
惟
の
椎
持
e

碓
川
会
一
裂
は
一
目
的
c
J
y
る
克
一
行
J

旬
、
小
公
止
発
れ
に
i
A
ψ
」
し
は
い
ζ

解
ず
べ
き
で
d

ぬる

ix じゅ

令

円

ti; 

よ
p: 
;y 

;s 

場九

「
例
↑
以
－
U
7吉
川
川
会
江
紅
只
参
加
す
る
お
山
市
川
じ
が
弘
し
に
も
か
か
わ
ー
っ
「
、
行
た
い
快
何
2
コ
η

バ
一
川
両
恒
亡
株
花
町
会
引
同
研
討
一
J

き

一、
J
Z
み
れ
Q

グけ
J
1
ン
メ
ノ
弓
ー
で
あ
る
場
ん
て
£
会
社
経
？
吉
を

時
的
に
支
配
ギ
よ
i
A

人
口
辻
の
1
4
z
r
U
H
F－
ー
必
？
へ
た
辺
お
い
問
所
権
、
ノ
H

ハ
り
、

企
業
仙
必
泊
報
、
一
足
以
引
先
や
一
扇
町
川
等
を

1
d買
収
苫
や
そ
の
ゲ
ル
i

↓
土
門
宜
J

に
移

づ
訴
さ
よ
る
な
ど
、

v
わ
ゆ
る
行
？
化
μ
r
H
L
V」
引
っ
日
的
て
株
式
む
買
収
を
ノ
れ
て
い
る
場
合
、
安
A
f
f
時
古
今
」
叉
犯
し
と
品
ペ
ペ
当
詩
人
以
？
に
交
需

之
江
当
込
山
口
ハ
収
れ
や
7γ
一
の
グ
H

f

へ
戸
性
与
の
出
掛

ω脱
却
や
点
ハ
4
2
原
去
、
、
し
て
流
出
す
る
J
｛
ん
と
株
式
の
巨
収
士
汁
ハ
ど
い
る
場
台
、
ノ
ト
ι汗
什
経
常

ん
と
向
山
に
支
以
し
て
当
日
げ
ム
ロ
円
U
1
4
d
一
ホ
に
当
面
関
係
し
て

u
な
い

yf町
夜
、
有
印
訂
半
わ
ゆ
と
高
知
資
崖
474む
と
丈
ぃ
引
等
処
分
さ
一
一
、
そ
の
相
分
利
村
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ー
ゲ
｝
む
つ

時
的
な
門
司
凱
J
j

を
さ
l
る
九
あ
る
い
は
一
時
品
川
高
記

1
に

ξ
掠
恒
円
包
上
刀
の
…
慌
た
を
ヂ
っ
て
抹
パ
ワ
日
前
土
I
h
必
け
ι
じ
す
る
お

r日

で
松
ぃ
入
口
収
い
Y
一行
J

て
v

る
場
ん
ー
な
こ
、
リ
」
該
ム
百
九
「
を
広
v

仙
刊
に
［
と
う
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
注
用
日
的
を
も
い
い
杯
γ

ぺ
じ
た
取
得
L
T
1：式市

対
的
民
収
苦
法
林
乙
し
て
深
必
ず
る
に
佑
し
な
い
し
、
宅
政
敵
J

h

的
胃
以
b
1
ど
校
主
T
れ
は
他
日
枚
下
心
刊
叫
が
損
な
わ
れ
る
こ
乙
が
問
J

一去し

J、
円問

あ
る
川
：
穴
水
締
役
え
は
、
対
抗
手
段

L
1
2記
長
性
や
引
去
作

y
d
bゃ
う
一
れ
る
限
り
、
特
FRl£
配
拾
の
従
封
唯
保
を
I
山
雲
山
口
町
と
ず
る
苅
杭

十
札
わ
し
古
川
日
発
行
を
｛
ワ
っ
こ
ニ
カ
↓

Y
4
h
a
b
行

f

；
午
、
詐
さ
れ
る
一
一
J

射
す
べ
き
で
あ
る
J

吋
一
仁
一
、
、
株
式
の
頁
？
べ
y
リ
か
敵
対
M
U
J
U
H
十
代
で
主
ゐ
日
一
、
七
つ

下、
J

J

A

一〉コ↑、、

j
q
Z
4
d
I
 
一
れ
に
ミ
L
2
1
9
f
j段

L
て
若
持
予
約
人
立
た
一
発
行
す
る
こ
り
、
卜
一
記
の
必
要
性
や
相
当
仕
を
光
広
ず
る
も
の
こ
一
己
め
〉
れ

日
｝
」

nu 

「
I

J

んが

J
F
1
羽
旬
以
町
、
片
支
配
権
争
い
が
ル
ア

ν
て
い
る
場
百
に
お
い
亡
、
近
台
支
配
梓
の
絵
uh

在
’
比
一
？
口
的
〉
、
、
ld林
F
約
一
枠
心
発
れ

カ
さ
札
た
叫
ん
円
以
は
、
阿
川
こ
し
て
、
ぶ
i

公
止
な
（
ん
行
μ
｝

νcーで一
Ah一
令
市
市
認
可
一
戸
一
る
べ
ィ
c
で
お
と
カ
、
味
ー
一
ヘ
ヂ
恨
の
刊
誌
保
誌
の
叡
占
日
〉
当

政
一
刊
竹
内
子
府
地
党
行
Uγ

正
当
化
す
る
刑
判
段
の
市
川
γ
々
が
み
る
こ
え
は
惇
一
一
で
い
ほ
、

抗
日
以

d

川
明
、
以
有
引
い
一
筆
に
～
口
径
封
、
浪
花
む
を
は
～
1
rも
の
で
は
な

ノ
＼
、
敵
対
的
買
収
昔
、
L
J
G
支
配
権
取
得
日
会
甘
い
山

M
復
し
持
い
梢
芸
を
も
に
り

γ主
計
：
ー
あ
呼
T
L
Fご
f
h
－
世
ぷ
崎
町
、
7
J
し
い
よ
初
ハ
ィ
？
は
、

p

－

辻
心
い
川
一
常
支
配
ほ
♂
H
h
H
E

司
に
影
響
E
及一
J
H
J
A
J

よ
ミ
な
引
株
予
約
栓
の
品
川
J
Z
V
」L
r
d
l
め
る
と
は
で
き
な
い
れ
」

仏
間
オ
帆

議
款
で
み
た
一
一
F

O

〈：
J

欣，
t
一
手
作
の
判
ハ
e
に
つ
い
て
、
七
の
伎
の
百
一
件
J
b
陪
ま
え
つ
つ
、
ゆ
一
れ
ま
と
の
法
判
例
と
ど
の
よ
う
に
達
、
v
J

の
か
を
検
出
ず
る
つ
前
回
三
？
の
た
こ
お
り
、
従
求
心
小
公
正
山
花
し
の
裁
判
例
は
t

支
配
後
年
一
い
に
民
約
役
会
が
介
入
し
て
よ
い
の
か
に
つ

い
て
州
航
刈
断
を
回
避
1

v

て
き
た
υ

し
か

L
、

ッ
ポ
〆
放
出
事
件
お
ζ

び
そ
の
後
む
裁
判
例
を
み
る
こ
、
必
ず
L
d
j明
確
で
は
な
い

向
も
あ
る
に
ヤ
ペ
少
な
く
ζ

？な

dM印
判
断
」
〈

u
r一）
〆
千
つ

7
7／
て
い
る
わ
は
わ
で
は
な
ノ
＼
敵
刈
的
な
以
以
が
行
わ
れ
示
氏

E
h
f
h取

締
役
会
限
り
で
わ
う
防
衛
策
に
つ
い
て
限
定
的
に
し
か
認
吟
な
い
受
勢
を
不
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
件
の
事
案
の
特
徴

本
社
H
f
U
J

平
主
に
は
い
く
つ
か
の
お
徴
が
去
る
c

X
が
～
よ
り
支
配
准
獲
得
を
い
指
し
て
敵
対
抗
な
買
収
士
行
い
、
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他
方
三
九
州
側
が
f
れ
に
説
、
）
く
ぼ
抗
L
E
い
zJ九
日
＼
こ
の
よ
た
ー
な
一
一
と
円
体
は
過
！
去
の
一
郎
の
法
判
例
に
＆
一

一V
U

一

め
み
ら
れ
る

ν

む
し
ろ

新
γ
林
子
約
棒
が
防
衛
2

胤
と
し
て
い
円
い
？
引
い
た
最
初
心
品
川
例
で
あ
打
、

v

：
F
が
当
初
よ
り
X
f
い
け
る
ヌ
配
稔
収
口
付
に
対
抗
し
、

F
H
T
＝
o
y
の
子
会
吋
じ
に
J

古
川
場
成
づ
る
た
め
に
事
件
料
株
予
約
怪
4
7
fじ
を
ノ
イ

h

h

つ
乙
問
一
ー
し
て
、
仮
処
分
手
続
の
巾
で
も
そ
れ
を
ー
一
し
に
＋

rr 

張
L
て
き
丈
円
が
7

人
き
な
特
徴
ゃ
あ
る
。
資
金
釘
！
足
に
つ
い
て
は
、

Y
は
応
、
一
丁
阪
は
し
て
け
た
J

も
の
内
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
資
ん
罰

け
な
の
だ
ぬ
と
い
う
民
素
が
ん
十
く
ζ

い
っ
て
よ
い
で
は
ど
存

j

人
刊
し
な
か
っ
丈
ハ

Y

一
ヘ
ノ
干
」
、
J

敵
対
的
買
収
が
行
わ
れ

そ
丸
に
は
し
て
坊
術
策
が
山
引
い
ら
れ
た
と
い
「
側
叫
が
明
確
に
浮
か
び
一
h
J
た
事
例
で

つ
三
二
u

f

へ二、

ψ
d
r
l
h
J
山

三

J

J

山
ι

府
れ
で
も
敵
対
前
日
以
2
千
三
れ
に
川
け
し
て
宮
川
策
が
川
レ
ら
れ
た
事
付
と
［
て
、
非
常
に
注
む
を
長
止
に
じ

不
公
定
焚
行
の
意
味

本
件
（
U
r岳
け
品
川
ど
で
は
、
十
え
閉
山
権
維
什
什
吉
、
土
裂
な
け
門
的
1c
ず
る
一
万
株
予
約
体
併
の
お
刈
れ
を
小
公
止
先
行
と
し
て
い
る

こ
れ
自
仏
は
～
庁
1
4
小
の
法
判
例
と
同
紙
で
み
？
令
が
、

一ζ
込

山

ト

、

句
咋
ポ
ペ

k

仏
務
者
州
市
川
が
主
張
す
る
調
達
し
に
資
金
の
伎
途
u
山
形
す
ら
ん
a

い
よ
う
な

訪
の
事
案
で
支
配
権
維
持
同
的
て
う
あ
る
と
し
て
い
に
に
と
と
ま
る
υ

ヲ
げ
う
で
な
い
事
誌
で
は
、
支
配
権
維
持
日
的
に
工
る
新
川
何
人
件
勺
は

不
公
（
？
川
市
行
亡
に
わ
る
と
の
一
机
収
九
調
ば
掲
げ
て
い
た
が
、

山
は
、
支
配
権
予
い
へ
の
介
入
が
う
か
い
わ

d

わ
れ
る
事
案
て
も
I
〆
～
配
権
維
持

十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

7

つ
に
安
な
ド
的
で
M
M
な
い
と
、

J

て
、
例
外
に
言
及
す
る
こ
と
も
な
か
っ

衣
川
け
お
決

r

心
で
は
、

闘
に
人
民
権
准
持
い
h
的
い
t
t
F
Q
判
除
・
新
株
予
約
権
発
行
は
不
公
正
引
先
行
で
あ
ゐ
と
ぬ
げ
る
り
ん
汁

E
は
ま
か
っ

長
裕
資
本
判
制
交
の
？
で
奴
紡
役
会
が
却
作
・
新
株
予
約
権
の
パ
ロ
ノ
仁
を
し
う
こ
ノ
↓
小
亡
、
き
、

一
定
の
ほ
「

、、

は
や
む
を
伺
い
な
い
と

L
つ
つ

》

1
M
r

川

m
u

ュ
、
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
不
L
に
い
る
す
な
才
ち
一

J

（
配
権
争
い
が
牛
じ
て
U

る

ぬ
ム
ロ
に
、
支
配
権
L
V
Z
H
d
っ
て
い
る
む
を
止
の
株
主
の
持
味
比
苧
を
ほ
h

さ
せ
て
、
現
吋
拾
す
れ
防
ま
コ
は
ふ
れ
を
支
持
「
る
ね
定
の
株
ム
丁
の
支

配
慌
和
維
持
e

維
が
す
る
こ
と
を
↓
丁
妥
な
口
約
九
o
J
G
場
合
は
、
原
則
と

L
て
ボ
訂
正
光
／
れ
と
な
る
と

L
て
い
｝
白

（川一

υ肘
）
。
こ
れ
は

心
と
え
保
身
・
地
位
の
引
ふ
ん
＋
U

た
め
で
な
く
、
坑
経
常
障
が
！
一
ら
の
経
営
々
ム
の
方
が
買
収
省
の
も
の
よ
り
も
憐
れ
て
w

る
と
情
じ
て
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r日

し
る
の
で
あ
コ
て
も
、
攻
締
役
ム
μ
が
株
＋
惰
成
に
影
響

K
5え
E
支
配
権
争
喜
の
帰
趨
主
決
め
る
権
限
は
原
則
こ
し
て
＆
い
〉
げ
た
も

の
で
あ
る

＂＇ι 

,, 

J、
円問

そ
1

J

て
、
佼
述
の
／
一
お
れ
、
仰
向

r
し
て
、
支
配
権
維
：
っ
か
エ
裂
な
川
門
的
立
あ
っ
て
も
定
の
場
戸
に
は
副
代
予
約
持
の
一
九
九
行
古
リ

中
」
化
さ
れ
る
、
」
と
を
一
ボ
L
て
J

る
。
そ
の
上
で
、
実
際
に
、
本
作
新
刊
予
約
権
交
行
は
F
に
よ
る

Y
の
主
配
権
確
保
を

i
安
な
げ
門
的
と

ず
る
？
も
の
で
丸
っ
ー
～
ζ

認
定
し
、
例
外
と

L
て
v
d
u
u
ら
れ
る
カ
否
か
か
一
検
討
L
て
川

こ
の
よ
う
に
、
ム
ー
件
谷
決
定
は
、
敵
け
約
一
日
一
収
の
卓
上
，
主
で
あ
る
こ
と
を
丘
机
し
た
一
で
、
取
締
役
会
明
り
で
支
配
権
争
い
＼
山
中
じ
て

十
い
司
る
ぬ
函
で
わ
町
街
μ
止
の
背
入
・
N
U
1
J

却
に
Y
3
伝
的
一
ぱ
立
場
を
不
し
た
c

本
件
で
一
不
戸
れ
て
い
る
価
値
判
断

本
件
zA伏
Pι
の
問
で
γ江
暑
が
全
く
な
い
13
」
支
で
は
い
え
と
い
と
し
て
も
、

小
公

ιurノ
引
の
理
的
JrJ

集
結
に
1
4

明
’
打
山
内
九
日
出
に
鳴
き
ほ
い
取
締
役
（
ふ
さ
が
支
配
怪
予
主
の
帰
複
合
決
め
で
は
立
ら
ず
、
株
、
が
決
め
る
一
と
の
判
断
が
為
る

」
と
が
川
停
に
不
さ
れ
て
い
る

v

取
締
役
の
選
鮮
日
行
の
権
限
は
体
TrJVK
九
九
の
専
決
事
項
て
あ
り
、
そ
一
一
で
潔
ば
れ
る
執
行

終
悶
に
ぬ
ぎ
な
い
取
締
役
が
、
撰
日
い
い
者
で
あ
る
株
主
一
り
拍
成
F

ピ
変
ー
史
す
る
こ
と
が
〈
玉
市
民
必
月
的
T
／～し
7
J新
株
・
和
株

py約
憶
を
九
五
行
す

手え る
｝チの
U〕 l士
制、
山 4売
を iiJ;J
採同；
m i'"' 
~＇の
Iこ分
も煎
0) 五三二

七！チ,,, '. 
噌い

え l止
。す
れへる
ゐl仇と

て
¥' 
る

c

こ
れ
は

ワ
晶
子
前
三
十
戸
張
さ
れ
て
き
た
機
関
権
限
分
配

も
つ
い
）
生
、
本
件
抗
に
け
存
？
叫
仇
疋
で
は
、
い

の
よ
う
な
刊
早
の
v
引
に
、

｛
心
の
事
尽
に
つ
い
て
事
業
料
百
件
ょ
の
必
要
性
・
ム
ロ
珂
性
が

あ
〉
仁
第
一
一
ム
旬
十
自
に
判
明
杭
H
3が
託
行
さ
れ
止
場
合
は

出
果
的
に
山
凶
行
状
刀
一
持
レ
枚
以
却
が
低
一
、
L
i
Q
」
こ
が
あ
う
て
生
前
容
さ
れ
る
と

J
弘
山
｝
〕

f
、い
7
Q

）

n

そ
の
中
に
は
、

H
R
体
化
し
て
い
る
事
業
計
画
の
た
め
の
資
金
読
述
、
業
持
淀
誌
に
伴
う
刈
悩
の
提
供
、
業
務
i

の
に
川
制
収
訪
日
除
を
維
持
す
る
乙
め
の
司
式
心
待
ち
ん
じ
い
が
ん
円
ま
れ
て
い
る
n

そ
の
U
J

除
、
ー
ベ
配
権
争
奪
h
I
F

れ
わ
れ
て
い
る
状
況
、
で
も
、

一
m－

こ
れ
ら
の
判
的
が
d

の
れ
ば
不
公
正
先
行
に
な
ら
な
レ
余
地
M
r
d
必
ゐ
よ
う
に
も
市
内
わ
、
れ
る
乙
阪
に
そ
う
い
に
あ
れ
ば
、
抗
パ
口
帯
決
定
は
従
山
木

日記 ！，j）、学） 08日 立υj120 [2iJCS, S' 



の
決
刊
例
乙
同
様
に
明
確
な
仙
川
情
判
断
を
か
し
て
い
な
い
叶
能
性
も
あ
る
、

れ
に
、
突
務
の
一
間
新
関
係
予
一
社
持
す
る
た
め
の
株
式
の

九日一川つ人ム什
J

？～（ノ

ρ
し山地、

f

l

i

l

－

守

！

：

支
出
抗
争
奪
子
お
わ
れ
て
い
令
状
況
と
は
、
支
配
港
株
持
・
確
保
と
J

円
じ
」
こ
に

た
だ
、
結
局
は
支
配
地
山
総
：
什
ョ
ー
的
人
乞
引
認
め
て
お
り
、
と
の
部
分
は
傍
識
で
あ
る
（
資
金
品
f

措
の
亡
の
で
あ
る
；
、
の
J
Y
の
一
応
の
）

五
長
？
包
斗
州
日
A
l
っ
、
れ
て
い
る
）

U

ま
ー
た
、
、
」
の
認
分
心
ず
く
後
三
は
一
会
社
り
ね
折
、
パ
支
配
権
二
刊
叫
に
予
い
が
キ
じ
ご
い
る
ぬ
十
凶
t

に
お
い

亡
取
柄
役
会
ト
f

支
配
権
下
街
リ
の
帰
趨
を
、
汲
め
る
新
味
・
新
体
予
約
権
交
行
を
行
う
権
限
を
原
則
子
し
7
示
7
礼
し
て
い
る
n

可一3
つ
で
為
れ
ば
、
抗
台
管
決
定
で
も
敵
汁
的
川
口
収
、
川
N

行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、
従
来
5
裁
判
例
の
よ
う
に
資
金
調
達
た
ど
の
い
判
的
が

形
だ
日
の
も
わ
で
な
く
、
あ
る
科
皮
わ
ん
n
w
U
叫
が
あ
れ
ば
L
Y
民
権
総
科
判
的
が
，
b
む
さ
れ
、

I
J
配
権
争
奪
り
日
市
趨
一
ゲ
一
決
止
て

来
の
め
る
日
平
均
株
高
林
子
約
怪
の
発
行
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
わ
行
で
は
云
い
た
ろ
う

ム
ヲ
ん
も
わ

h

h
C
部
分
は
I
，
人
犯
格
志
J

い

が
お
に
行
わ
れ
て
お
い
r

か
つ
資
金
調
忍
や
む
の
は
什
ち
合
い
の
た
め
の
新
株
尚
林
、

r約
権
発
わ
が
行
わ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
ま
で

同
ら
に
は
札
ぶ
も
の
で
は
な
い
と
瑚
燃
で
き
る

P

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

h
u
u
h
ニ
ソ
ポ
／
放
、
川
事
件
で
は
エ
れ
j
で
と
守
、
ヒ
り
、
明
伴
内

斗
可
述
の
ボ
り
ン

i
乞
打
ち
附
し
て
い
る
も
の
と
い
、
げ
な
匂
〈
」

十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

防
衛
策
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て

一
九
件
各
決
定
で
は
、
人
配
権
推
北
甘
い
じ
的
の
判
抹
・
新
株
予
約
棒
の
発
行
で
あ
っ
亡
、
へ
例
外

的
に
不
公
正
発
行
と
な
ら
な
い
場
介
UJ
あ
る
と
？
｝
亡
い
た

仮
山
「
洲
外
が
行
易
一
ピ
認
め
ら
れ
る
の
と
あ
れ
ば
、
上
で
み
た
「
高

ー山肌
M

師
役

へ
ん
さ
が
ヌ
削
位
争
い
の
帰
趨
を
決
め
て
は
な
り
1
J
い

則
」
て
あ
る

ζ

い
一
ノ
判
断
ば
芝
川
化
1
1
心開
h
U
3
Q

主

十

店

了

i
F
f
v
 

z叫
〉

f
L

し
ま
う
。
以

P
に
は
、

例
川
吋
L

が
本
山
ト
九
日
刑
判

r
い
え
る
の
か
、

γ
な
わ
ち
、
支
所
松
井
d

存
が
罰
点
化
し
た
伎
に
山
川
給
役
会

限
り
と
防
衛
策
Jvr

料
品
に
当
人
・
党
政
で
き
る
も
の
で
な
い
T

〕
い
え
る

ま
y
戸
、
お
い
事
で
は
特
定
の
株
主
が
支
配
権
を
取
’
一
付
す
る
こ
／
二
、
企
業
怖
い
い
か
段
抗
さ
れ
る
も
｝
と
を
防

H
γ
る
に
め
に
山
県
締
役
が
い
か

、
伊
ぜ
ん
配
リ
」
惟
絵
持
日
む
の
新
株
マ
f
ハ
や
ら
推
計
ハ
北
行
が
正
当
化
さ
れ
る

！
」
の
手
段
を
と
り
司
る
と
し

、

〉

〉

こ

ム
仁

C
一
ト

引
絞
り
お

（！メ人比主手、 cs'1 121; iz1 '20時人



r日

情
」
の
存
在
主
有
一
に
す
る
い
は
、
そ
の
松
山
一
支
配
権
攻
得
に
よ
り
人
」
円
子
制
他
が
「
名
し
く
波
山
制
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
L

と
ぬ
る

と
を
山
ぶ
め
る

U
）
。
こ
れ
は

司
一
似
の
之
げ
場
に
d

っ
て
川
口
附
ト
J

る
の
で
は
な
く

X
に
よ
る
支
出
続
的
以
ね
に
よ
り

Y
に
「
吋

J、
円問

～
似
し
が
た
い
組
岩
を
も
た
ヘ

J

ず
こ
こ
古
明
り
か
か
、

X
が

1

－
T
Z

（
勘
平
に
台
沖
約
な
は
可
守
を
ヨ
リ
指
r
J
v
も
川

J

乙
い

2
一三日
γ
で
き
な
い
か

と
の
銭
円
か
ら
審
査
犬
、
れ
る
こ
「
る

川
」
。
そ
し
て

合
業
側
値
の
著
し
い
川
氏
設
が
明
ら
か
で
な
け
れ
円
一
誌
ゲ
ら
れ
ほ
J

y

一
「
る

コ
裁
判
刈
は

y
r
V
下
張
し
γ
企
業
似
値
心
致
指
に
つ
い
ザ
i

、

刈
／
一
段
階
で
は
ー

明
ら
か
で
な
い
と

L
E九
て
坤
け

池
仁
川
で
X

日一

l
張
す
る
事
業
出
回
り
ι口
組
吋
、
仕
業
価
値
C
’
T
一
の
ペ
リ
能
性
は
否
山
下
さ
な
レ
と
［
た
〈

異
議
帯
決
ど
で
は

ー
買
収
者
が
白
ハ
学
に
合
苅
的
な
粁
リ
円
一
吉
村
指
す
も
む
て
は
な
い
こ
と
、
L

あ
る
レ
は
、

叫
買
収
苔
に
よ
る
支
配
権

取
ね
が
ム
六
叶
什
に
阿
一
夜

L
Fた
い
日
h
r古
ハ
ピ
も
た
、
b
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
J
一
（つ

l
F
W
数
字
は
笠
者
出
利
し
た

υJ 

ヘムしれ

M
V川
叫

r

ιk 
る

疎相吋パ刊
J

必
前
文
で
J
F
F

る
J
ず
る

第

者

J
山
｛
ヒ
と
異
な
る
よ
う
に
も
み

）
問
者
が
法
択
的
に
i

あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
」
と
か
ら

中よ え
とる
古川、

てy U" 

ら 上
れ iさ
.;, ll応Cコ

よ〆

JD. 

t十占

寸r
UC 

裁
判
吋j

Lヲ
〈ヤ
やヤ

査
の

つ
い
て
は
阿
哀
を
選
択
的
一

γの
げ
て
お
り

H' 

ま
に
、

実
三
的
に
は
同

一
附
一

川
決
定
J
も
特
段
の
事
情
が
刊
誌
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
ん
と
な
村
中
立
す
る
際
の
士
、
勢
は
共
民
し
と
い
る

v

エ
ス
ノ
す

る
と
、
上
記
い

の
い
ず
れ
か
ピ
誠
山

J
Fれ
や
は
お
い
段
の
ふ
山
ヂ
情
が
認
め
つ
れ
る
と
し
て
も
、
与
の
者
九
百
は
防
衛
側
い
と
ハ
て
決
し

てん
γ
j
f
L
h
す
い
も
の
で
は
た
し

t
考
え
ら
れ
る
（

他
方
、
抗
日
一
評
決
定
に
つ
い
て
は
、
第
群
a

異
誌
審
決
定
と
認
め
ら
れ
る
組
問
が
異
仕
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
抗
古
審
決
に
で
は
、

'!'; 
・"・ 
V 又

。コ
1T 
i育

「 Jつ4

fo,: j;, 

る

•J 
「百ω

め
・' 
f.1 
る
｛主

ー
記
U
ま
た
は
川
の
い
ず
れ
か
で
は
な
く
双
方
を
政
明
ト
ニ
今
h

一
と
が
ぶ
め
ら
れ
て
い
る
よ

い
姿
勢
乙
は
い
え
応
は
存
レ
令
さ
れ
た
、

う
に
誌
…
ぬ
る

存
宅
異
説
審
決
定
で
は
防
衛
問
に
と
っ

ま
た
、
引
川
市

X
に
k

る
支
配
y

准
取
山
れ
の
院
在
日
と
の

Y
の
張
は
ギ
張
自
体
牛
人
当
ー
こ
さ
れ
て
お
り
、
手
を

L
て
い
る
か
に
み
え
る
郊
分
も
一
台
け
丈

設ノ

い
及
し
L
い
る
休
日
前
に
治
ぎ
は
w

そ
、
つ
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
キ
当
に
限
定
的
に
ー
か
特
段
心
中
告
を
認
め
な
い
司
と
レ

F
j
u
場
L
J
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と
考
九
、
つ
れ
る
じ
こ
れ
は
、
「
拭
締
役
会
は
原
則
と
、
以
て

i
削
除
？
奪
の
れ
川
市
ぷ
一
決
め
て
は
な
ら
「
、
株
、
土
が
げ
は
め
る
べ
き
ゼ
あ
る

と
の
考
え

h
r
整
合
的
で
あ
る
」

他
方
、
解
釈
ゃ
い
い
ヨ
ム
八
円
を
め
ぐ
》
て
多
く

い
る
「
阿
脳
刑
判
」
の
例
示

の
珂
円
滑
に
も
仏
つ
て
は
そ
れ
な
り
ピ

防
術
策
h
f

訟
仇
り
ら
れ
る
認
国
も
出
が
る
吋
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
J
J
u
ノ
＼

f
i

た
部
分
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
お
分
戸
一
け
か
斗
弓
＼

併
す
べ
舎
で
は
ぽ
h

L

乙
に

ま
わ

い
F
れ
も
桔
レ
に
特
殊
ほ
う
i
リ
八
！
な
指
す
も
の
乙
読
む
、
」
ζ

が
で
き
る
し
、
与
ス
で
日
け

れ
ば
裁
判
γムハ
V

判
ボ
一
U
Wん
ら
か
p

い
お
か
し
な
も
の
に
な
っ

C
し
ま
「
の
で
為
る
か
ら

や
は
り
茨
に
指
摘
さ
れ
戸
、
い
る
よ
う

ι炊
く
注

併
す
る
の

後
の
裁
判
例
を
踏
ま
一
λ
て

コ
ポ
ン
放
送
事
件
の
後
に
も
い
く
つ
か
間
近
「
る
ぷ
判
例
が
登
場
し
て
い
る
コ
そ
れ
ら
の
裁
判
例
炉
、

f
f
r
I
j
j
l
J
プ
ヘ
オ
ザ
ヘ

K
H〕，ん

広打
H
M
I
L

－
～
官
μ川
わ
加
引

μ

パか
IPL
把
梧
手
い
り
品
川
携
を
渋
め
て
は
口
す
り
は
い
一
ー
し
の
二
ヴ
ポ
ン
放
炭
車
引
の
判
一
ぶ
の
某
本
的
な
与
え

十んし」
J

ゲ
品
川
叫
し
て
い

は
な
く
、
整
仏
門
的
に
珂
限
て
さ
る
こ
7／～

h
q
L

締
認
す
る

J

一一
J
V

コ
事
件
で
は
、
政
ι列
的
買
収
げ
か
行
わ
れ
る
川
心
段
階
で
行
わ
れ
た
、
防
市
策
と
し
て
の
新
体
チ
約
権
の
無
償
t

父
一
付
が
問
題
と

十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

九
三
允

ν

問
山
と
な
っ
た
折
株
予
約
椅
の
ん
川
償
交
代
は
、

丹
時
t

一
の
除
、
に
U1品目で

株
に
っ
さ
個
の
新
株

川
成
一
七
年
ム
一
月
一

予
約
梓
を
弓

J

え
る
ヲ
と
い
う
ー
も
の
で
あ
り
、
新
株
一
γ
約
権
者
一
は
、
お
り
人
、

の
党
行
指
株
式
耕
一
数
の

債
務
芸
会
記

ヘJ
〉句、店

H
木

C

（

E
J
1
f
J
 

ず
る
茜
が
況
わ
れ
七
場
合
は
、
新
7
U
い

PT約
格
偶
あ
た
り
怪
刊
刊
し
伎
俳
矧
刊
で
一
ん
択
を
収
得
と
き
る
ま
た
、
副
松
下
約
F

刊
に
は
譲

波
制
限
が
付
さ
れ
し
い
b

り
収
給
役
会
は
議
波
を
ふ
認
し
ヘ
せ
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

川、

抗仁
I
d
晶
子
決
定
で
は
、
こ
の
よ
共
な
ス
品
ム
で
は
買
収
と
畑
減
係
な
株
主
に
沼
市
川
け
い
中
ず
る
お
そ
れ
h
v
d

め
る
白
山
中
一
問
題
と
し
て
不
公

正
先
行
｛
午
i
る
と
L
、
宇
別
為
る
い
は
ギ
絞
り
投
陪
で
取
約
役
会
が
ど
の
す
？
な
rM治
議
を
と
り
う
る
か
’
乙
い
つ
に
刊
に
つ
い
て
は
と

（

川

一

一

泊

一

わ
た
て

t
総
じ
て
い
な
レ
一
第
一
審
決
定
、
円
J
よ
び
異
議
審
決
定
で
も
対
存
株
、
に
与
え
る
渋
谷
を
い
ι
i
J
N
仮
処
分
乞
誌
r
J
G
咋
巾
の

（！メ人比主手、 cs'1 12c; iz:3 '20凶＼， c' 



r日

つ
い
あ
げ
止
が
、

ふ
れ
に
と
ど
ま
、

Jny、
支
配
権
？
い
が
片
じ
る
閣
の
段
階
に
お
い
て
も
被
選
任
者
の
攻
締
枝
川
小
選
伴
者
心
株
十
構
成

J、
円問

を
変
更
す
る
こ
と
を
主
要
な
門
的
乙
し
て
新
松
子
約
権
合
叫
ん
行
す
る
こ
と
は
、
原
則
ζ

し
て
機
関
心
権
限
竹
山
配
秩
げ
に
反
す
る
こ
し
ナ
人
〉

u

m
一

川

事
前
乙
平
伎
の
違
い
を
考
慮
ず
る
こ
あ
一
番
・
県
議
審
以
乏
の
ロ
ジ
ぃ
ク
に
は
間
以
も
占
め
る
乙
円
、
わ
れ
る
が
、
少
仕
く
こ
生
二

y
ポ
ン
マ
リ4

 
2
 

4
 

2
 

5
 

学
、

ぇ
I
1
0
 

放
一
地
事
件
い
で
r
引
き
れ
ア
方
p

円
一
性
こ
乎
后
す
る
も
の
で
は
な
い
。

池
方
、
新
味
令
新
味
J
Y
J
約
r悼
の
不
公
川
会
れ
に
よ
γ
C
差
d
仮
処
分
に
つ
い
と
地
断
し
ー
～
も
の
で
は
な
い
う
、

川
本
iAλ
桁
川
河
品
ハ
ル
宇
件
の

引
什
e
にド
ipfd

i
ノ

l

一
ア
ポ
ン
紋
送
事
件
と
長
な
る
か
の
よ
う
に
も
み
一
λ

る
じ
こ
乃
L

川
十
件
で
は
、
峨
対
抗
な
公
開
山
口
川
、
げ
を
し
か
け
ら
れ
h
J
E
H引

に
よ
る
防
衛
策
と

L
て
の
外
ベ
分
割
か
問
中
犯
と
な
っ
た
c
Y判
は
、

X
と
む
絞
恨
の
匝
υ刊
に
、

記
の
情
報
記
位
以
／
一
心
ル
ー
ル
を
’
十

ら
な
い
株
式
心
大
量
取
汗
者
が
現
わ
れ
た
場J

ム
口
に
は
、
株
］
比
一
分
割
な
ど
の

b
uに
よ
り
対
抗
す
る
U
H
C
ル
1
ル
を
定
め
、

公
表
し
た

F

X
は
こ
の
ル

1
ル
h
u
I
わ
川
市
か
っ
た
そ
、
二
r
L

E
は
こ
れ
に
も
と
つ
い
て

X
に
よ
る
公
庶
民
付
行
心
臨
ん
れ
前
に
従
求
の
株
式
一
林

を
す
討
は
に
分
刻
す
る
株
式
八
戸

J

割

一
本
件
株
式
分
割
）
を
行
λ

旨
の
収
締
役
会
決
誌
を
行
っ
た
r

久
ー
件
株
式
分
割
の
共
キ
ヨ
は
公
悶
H
H付

期
間
中
で
め
っ
土
別
、
効
t
J
M

党
バ
i

円
は
公
開
H
H
付
け
お
よ
び
ー
の
山
近
の
ん
足
時
株
玉
総
会
の
終

f
後
f
め
っ
た

U

決
刊
川
は
、

ふ
け
株
式
分
割
い
つ
い
て
ヰ
成
一
七
4
1吹
正
前
商
法
二
八
一
ハ
条
ノ
一
一
り
の
週
以
前
よ
び
類
推
池
一
M
m
E
h
u定、

J

た
が
、

件
株
式
f
M

ハ
ャ
割
を
決
議
、
ν
た
夜
締
役
会
決
議
の
効
力
な
険
辻
す
る
」
で
、
支
配
権
ウ
い
が
ι件
、
〕
て
い
る
場
合
同
ヘ
羽
終
日
昨
と
m

［一円一
Ml去
の

「
い
ず
れ
に
経
常
を
委
ね
る
べ
き
か
の
同
断
は
、
株
土
に
よ
3

こ
さ
れ
る
、
き
」
乙
し
つ
つ
、
台
迎
的
な
情
報
従
仕
い
の
変
求
や

7
れ
ピ

ι
U
じ
仕
い
川
川
只
反
者
に
刻
1
v

て
山
川
給
役
会
が
「
相
当
な

T

－
rべL

を
と
る
こ
と
が
む
き
る
ζ
1
J

た
J

そ
し
て
、
そ
の
相
当
性
ト
ル
コ
い
て
次
幻

／
）
お
り
判
不
し
た

R
M
W
主
人
主
が
持
っ
た
J

刊佐川
JT伐
の
引
当
性
に
つ
い
て
は
、
取
杭
な
〈
コ
r
M
一
設
し
也
九
手
段
J

ぶ
叫
コ
ム
志
凶
、
巾
川
一
設
し
む
札
手
段
J

主
力
三
豆

J

ず

）

ベ
ニ
芯
、
当
該
刈
抗
手
段
古
川
山
f
V判
ふ
工
に
J

↓
一
え
る
不
利
／
ノ
川
の
ム
司

ι

一
A
1
0

び
程
一
在
、
当
設
け
刈
抗
手
ほ
か
去
該
買
収
に
及
ほ
方
向
害
対
正
当
ど
が
叩
汁
山
に
背 庁、



忠
1

て
判
放
す
ム
匂
べ
き
で
お
る

そ
し
て
、
本
件
株
式
分
識
を
決
議
L
4人
収
締
役
会
？
札
設
は
、
保
身
を
は
か
る
行
め
で
は
な
〈
松
÷
の
泊
切
な
判
断
を
川
詑
ぐ
す
る
も

の
で
あ
旬
、
本
件
代
式
分
誌
は
仏
土
の
権
利
の
定
質
的
支
動
を
も
た
ら
3
ず
、
効
力
九
九
牛

E
ま
と
公
開
二
日
げ
を
川
引
き
延
ば
一
；
効
果
を

有
す
る
だ
け
で
あ
れ
、
公
開
川
買
付
け
を
法
的
に
不
吋
叫
す
に
す
る
も
の
で
も
な
、
ニ
ー
で
、
桔
心
中
」
性
を
火
〈
乙
は
い
・
え
な
い
〆
｝
干
し
丈
。

前
記
引
用
部
分
か
h
，
は
本
決
定
は
、

百八札
J
r

与
1
4
州民な内川市’
M
I

」
を
弓
舟
ず
の

支
配
権
下
い
が
ペ
ー
し
て
い
る
同
面
で
は
、
買
収
者
小

亡、
1

3

3
よ
ノ
＼
、

～
！
；
；
 

へ
再
再
が
一
市
E
U
v
利
か
選
択
り
お
か
は
一
小
川
し
〈
し

同
吋
作
本
兵
討
に

川
凶
復
し
が
た
い
お
析
を
止
じ
さ
せ
る
場
え
に
の
み

民
権
拡
け
判
的
の
ず
社
株
・
新
株
予
ハ
号
待
の
発
r什
H
A
）
行
え
る
と
の
二
》
／
ポ
ン
放
滋
市
川
円
26決｛止
1
f
－
格
介
前
で
は
は
い
よ
う
に
も
4
え
る
し

し
か
（
、
本
法
pv～
も
現
校
J
u
m
と
買
収
苦
心
い
ゲ
れ
に
符
d

ご
ど
長
ね
る
か
は
株

e

一
下
即
決
め
る
べ
女
と
し
て
い
る

川
上
旬
、
本
件
株
式

分
割
は
公
原
H
付
け
れ
七
淫
市
甘
さ
山
じ
る
だ
け
で
：
r

め
り
、
市
浪
花
吐
い
と
考
印
刷
、
期
間
心
短
長
に
上
旬
林
が
が
M
’
な
自
己
応
決
定
J

ど
／
わ
え
る
よ
う

二
「
る
た
め
の
も
の
と
し
て
誌
め
C
い
る
の
だ
か
ら

ト
メ
虻
桜
争
い
（
U

帰
抑
胞
が
」
決
め
る
和
川
刊
予
約
権
の
党
行
が
何
時
的
と
ん
仇
っ
た
ニ
ソ
ボ
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は杯
以と

げ｛

〉ワミ 刃三、 1レ

此矛
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的ず
；こ令

昭わliE ；十
に

きは
るいな

ッ
ポ
ン
放
店
事
件
、
ω
各
決
定
の
制
作
は
限
定
さ

」、りよぷ

ιmm附
す
れ
ば

ま
だ
、
「
ノ
ル
ド

F

ク
ソ
、
ー
ス
手
作
で
は
、
散
礼
的
！
な
公
開
山
門
只
ハ
い
い
け
が
方
」
か
け
、
h

つ
れ
た
佼
に
、
え
款
安
一
門
ん
を
片
山
吐
て
株
主
総
会
の
特
別
決

議
に
も
こ
づ
い
て
行
わ
れ
に
新
株
予
約
権
の
J

信
託
当
て
が
問
題
ぐ
な
う
す
ん
。
本
科
い
で
は
、
こ

、
債
桜
苔
へ
宮
円
以
者
）
側

以
外
の
り
と
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
議
渋
棒
総
数
の
約
八
一
了
凶
叫
が
そ
の

て
い
た
、
債
権
有
側
の
公
開
買
い
付
け
の

買
付
加
川
A
M
こ
一
叫
ん
加
で
債
権
者
側
の
新
味
予
約
権
を
買
取
る
ス

7
1
ム」／一
A
叫
ん
セ
い
千
〕
の
わ
殊
な
事
情
な
の
つ

1
1
そ
の
た
吟
、
支
配

権
争
J
h
f
中
じ
て

V
G
M
Eに
お
い
て
防
山
如
来
と
し
て
心
新
株
・
新
珠
子
約
協
閣
の
発
行
や
也
能
川
h
w
i
て
か
取
約
役
会
問
山
り

乙

に

つ

い

J
u
r
p
叫
ん
予

Jus－
J
 

γ乙ハ
h
M

で
さ
L
h」
7

w

に
だ
、
本
山
川
怖
の
い
判
的
炉
ら
、
政
判
所
の
不
し
て
し
る
山
会
等

け
匂
ム
口
に
つ
い
L
ウホで

支；
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r日

？
っ
－
ソ
ポ
ン
抗
告
－
…
件
！
と
矛
盾
、
）
て
い
な
い
か
と
引
か
古
確
認
し
て
伝
く
一

者う

' Jい
Vぐ人

又一川権

7
い
が
す
に
て
い
る
場
ム
円
ば
、

の
い
い
す
ふ
れ

二
ソ
ポ
〆
放
一
反
事
干
の
立
場
を
時
ま
え
亡
、

J、
円問

に
川
町
、
ち
を
妥
ね
る
J

き
か
は
7t
引
：
ー
が
判
断
」
3
J
Q

マ
き
で
あ
る
と
し
、
取
締
役
会
限
り
で
の
新
株
・
新
株
予
約
拾
の
会
桁
こ
本
伴
の
よ
う

に
は
ギ
総
会
が
で
の
議
恨
の
行
使
／
7ν
て
析
株
子
約
批
准
d
h川、佐…世間中
i
て
を
決
議
！
と
に
場
合
と
は
立
準
が
け
パ
な
｝
白
こ
と
を
川
不
し
丈
。

池
方
、
原
決
定
お
よ
び
笠
一
裁
決
定
で
は
わ
に
、
｝
心
一
d

う
な
一
出
加
を
問
一
七
し
と
い
以
い
ハ
し
か
L
、
最
高
絞
決
定
で
は
、
株
十
！
半
等

間
以
引
引
れ
尽
か
否
か
を
以
南
村
ず
る
中
で
、

ム
山
判
の
K
以
来
例
慣
が
き
中
日
目
、
〈
れ
、
主
祉
の
羽
川
ひ
レ
て
は
株
ふ
り
こ
八
刊
の
れ
、
ハ
川
が
常
、
九
く
れ
る

こ
と
に
な
る
か
苔
か

の
何
回
出
は
抹
ふ
が
疑
終
的
に
行
う
も
の
で
あ
る
と
し
と
、
株
主
総
た
の
決
議
が
あ
る
場
合
に
以
、

JT統
的
芯
寂

悦
や
前
知
と
な
る
事
実
に
同
時
点
叫
が
立
け
れ
ば
、
そ
の
判
桁
か
尊
重
さ
れ
る
と
し
て
い

そ
し
て
、
本
件
で
は
債
松
長
引
刊
以
外
心
株
ム
下

の
ほ
と
ん
ど
に
当
る
誌
決
仏
総
数
の
約
八
一
匹
%
が
法
成
L
て
い
た
と
い
う
事
情
を
あ
げ
、
必
製
作
わ
工
同
定
し
て
い
る
）
そ
う
い
司
る

と
、
株
ム
一
T
V
K
会
の
決
該
乞
童
相
ー
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
原
則
と
し
て
取
締
役
会
が
支
配
権
争
い
一
り
帰
峰
を
決
め
る
べ
き
で
は
は
く
、

林
正
が
決
め
る
べ
き
で
お
る
と
、
り

3
パ
右
と
矛
泣
い
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
だ
ろ
う
ハ

仏
間
一
オ
帆

士
と
め
一

－d

ノ
ポ
／
い
取
U
A
一
弔
件
で
は
、
、
？
安
い
わ
的
ル
ル
の
う
ち
剥
徐
行
手
U
棒
一
新
依
）
発
行
の
之
huY1
ばいい円的
L

に
柏
戸
レ
ャ
る
と
い
ニ
J

側
白

は
、
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
従
山
本
の
裁
日
間
内
ζ

引
な
り
、
原
則
、
ニ
し
て
「
民
約
役
会
が
支
配
桂
昌
4

い
の
涜
過
を
伏

め
て
は
な
ら
ず
、
ぞ
れ
を
決
の
る
の
は
軒
ー
で
あ
る
こ
の
仙
値
判
断
を
明
確
に
訂
し
て
い
る
～
そ
し
て
、

f
れ
は
そ
の
後
に
品
さ
れ

～
～
裁
汁
慌
に
お
い
て
も
必
｛
止
さ
れ
て
い

↓7
え
t
山
し
4
X
一AF
ハ1
r
t
f！と
ι
E

什
、

耳
主
｛
i
て
ノ
自
ャ
介
ノ
ー
し

ま
よ
パ
U

1
4
y
y
h
l

、
カ
っ
て

ω、

て
は
ば
ら
な
い
と

の
叫
リ
断
ん
ゼ
デ
小
し
ゅ
人
か
に
み
え
に
小
、

す
く
絞
に
や
は
打
明
確
な
怖
値

q
kを
不
ゴ
ハ
な
い
流
孔
に
一
応
っ
た
こ

r
が
あ
っ

ヤ
ア
れ
こ
コ
叶
禄

の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
現
段
府
で
は
起
き
て
レ
一
ぱ
レ
c
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汀
川
川
の
ん
吃
仲
喝
の
変
化
が
生
じ
ん
｝
の
と
応
ラ
フ
か
ハ
次
、
治
で
は
こ
の
｝
♂
ど
検
出
ト
J

令。

こ
の
「
ざ
い
、
法
判
所
の
姿
勢
は
ニ
ヅ
ポ
／
及
川
主
唱
け
を
械
に
変
化
、
「
人
J
勺
の
と
考
子
つ
守
れ
る
、
そ
れ
で
は
、
な
ず
こ
の
「
さ
な
裁

一
政
、
収
不
必
決
T
成

f
ん1

月

J

半

タ

一

守

山

一

口

J

ヘN
F

K～
凧
地
決
計
成
一
引
J

月

六

円

判

タ

一

↓

u

勺
山
ハ

FA

ιNJ
心

A
H
J
V川
干
主
七
イ
円
一
川
判
hv

一

K

5

一守山〔
C

一川N
P

刈
L

’L
店
、
東
京
h
I円
一
成
ぶ
つ
〕
月
（
五

H
（U
J

云
厚
い
え
一
、
t

品
、
半
円

J

山一時、

ι一一三

ぺ
…
約
一
川
問
中
・
前
掲
L
ト
一
ハ
立
八
ー
コ
π缶
四
リ

（
叩
川
一
市
川
宝
引
γ
川
知
事
一
章
治
問

uy該
）

ヘ
川
）
た
た
L
、
信
－
￥
で
は
um
に
境
行
r

坤
の
主
主
体
J

】
二
、
い
る

一m
v
H中
－

w
一山持汚（
on
～
ハ
ノ
出
宍
寺
山
町

ヘ
悌
一
ら
ん
だ
し
、
治
帯
で
は
、

F
〉
同
の
グ
ル
ー
プ
に
「
仇
す
る
抗
符

H
陣
二
】
1
0
7

匂
支
配
惟
の
維
持
、
－
し
て
し
る

ヘ
問
）
も
、

ζ
1
1
5決
定
に
よ
っ
一
L

支
虻
川
壮
一
組
待
日
的
で
お
る
し
一

1
7
」
深
に
ウ
ニ
ィ

1
1行
お
し
て
い
る
民
去
は
U

れ
ふ
持
な
～

L
L
る
よ
ス
ノ
に
も

み
え
る
）
第
一
事
で
は
vー
が
木
戸
新
株
ず
J
約
俳
屯
F

J

除
ー
二
、
江
主
H

J

一－占ぃ一

ρ
起
戟
山
一
口
疋
L
て
い
る
。
思
、
夜
半
併
で
は
五
円
よ
る
I
枚
点
取

得
後
！
r
v
A

タ
イ
ミ
〆
グ
J

h

九
木
河
引
い
抹
子
約
柱
先
行
の
X

F

の
目
制
比
友
に
い
え
三
じ
る
ず
が
響
J
刀
γ
え
け
る
が
、

M
t
M
4
、
は
没
者
む
に
の
人
／

に
一
は
ぺ

ν
L
i
L
h
v

一
抗
、
な
お

e

第
寺
で
は
一
段
問
権
限
の
介
一
川
校
出
」
／
〕
い

J
f
表
正
山
山
い
ら
れ
て
い
川
ゆ
い
ハ
＼

h
m
w
表
叫
一
や
桁
－
小
内
科
乞
み
る
か
主
旬
、

又
民
権
争
存
の
け
川
越
モ
攻
河
『
山
一
ヘ
ム
叩
ザ
ハ
り
で
山
め
了
、
は
な
ら
ず
、
株
土
が
決
止
る
の
に
胤
引
で
み
や
i

」
の
考
え
に
も
y

つ
い
に
お
川
、
仏
け
ん
で
さ

べ
た
考
え
仁
川
1

京
大
r
的
で
あ
る
c

一
郎
、
藤
凶
作
虻
政
一
一
「
ド
／
放
ヰ
祈
y
h
J
r
的
権
人
u
’
行
主
止
中
件
の
松
討
’
h

／
」
出
事
一
ト
し
同
六
廿
内
日
、
白
宵
（
ヘ
二
、
J
C
一
計
二
店
寸
－

JE同

正一
S
）
ニ
ー
ハ
づ
八
市
Jm山2

（
川
一
ル
一
円
、
め
、
機
関
枠
限
一
一
万
一
附
秩
序
説
主
将
川

J

一
わ
け
で
J
L

町
一
い
℃
も
叶
怖
さ
れ
こ
い
匂
C

ぶ

H
リ
ア
一
ツ
ボ
ン
枝
川
河
剖
株
予
約
枠
先
行

孟
忙
仮
処
ヘ
門
前
vv
奈
川
川
に
／
〆
ど
に
太
い
H

い
汗
ゃ
出

1
1町
太
郎
一
栴
主

J

一
な
判
的
M
一
位
久
対
応
心
長
光
市
｜
｜
F

で
の
が
論
と
尖
務
一
立
L

」口、
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r日

ーハ

ι

七
円
一
一
汀
八
一
商
事
4

法
務
、
二
、
ノ
、
玉
三
川
一

定
し
の
宮
下
rd
的
d
川
解
ポ
ロ
能
く
あ
る
し
ず
る

一川川
p

↓
一
出
－
前
封
正
（
山
＼
ハ
ム
山
寺
山
昨
一
た
h
J

し
、
土
記
花
山
／
ぬ
い
が
行
1

わ
れ
て
い
る
一
場
合
二
勺
い
て
、
ー
こ
う
屯

J

」
口
約
一
け
ん
と
判
げ
て
京

株
発
／
山
川
を
在
当
化
し
ろ
る
U
ば
、
ょ
う
ヤ
一
特
殊
な

lTMり
あ
る
う
i

ス
ロ
は
な
か
F
2
7
カ
一
ノ
一
す
る
」

ヘ
町
山
一
本
稿
h
v

［いいい的ヘ
J

コ
、
こ
こ
で
は
、
正
の
一
d
う
げ
市
場
三
に
／
一
こ

c
で
防
衛
竹
取
が
認
め
門
れ
る
の
か
、

u
品
約
九
一
礼
る
二
戸
か
J

包
引
っ
h
p
一
ず
る

小
）
げ
～
は
な
く
、
単
に
一
機
出
権
攻
公
一
に
hhhγ
山
町
、
一
以
店
三
ペ
引
い
ら
パ
停
は
吾
弘
に
功
向
日
収
心
γ

認い
U

Q

」
打
げ
で
は
、
d

い
三
L

心γ
一
作
忍
L
T
る
の
に
よ
民

八
仇
羽
川
て
枚
引
ず
る
だ
け
一
勺
あ
る
c

よ
れ
礼
釘
万
枚
引
〆
γ
二
、
山
山
、
日
開
、
え
は
、
藤
同
－

d
u
f一
注
一
間
）
川
！
川
辺
国
ド

d
出向注～
8
）

一一

R
L
J
M
c
ま
h

、
本
4
1
蒋
託
J
T
C
作
詞
へ
の
批
刊
ζ

し
て
、
大
将
也
前
抱
け
（
は
一
凶
仁
何
百
も
す
そ
出
J

（
山
川
｝
幕
内
H
o
t削出河内汁｛問、
f
l

ーロ？ら叩
J

一
、
市
）
見
込
益
決
定
で
は
「
味
決
定
が
訟
手
三
、
と
お
り
、

X
以
下
、
ー
の
支
配
杉
い
と

1
3
T品一九
E

に
、
ミ
に
同
市
｝
が
二
い
相
吉
、
日
バ
「

じ
る
こ
と

V
日ノ
h
八J
て
や
パ
る
こ

tど
説
明
r
y匂
戸
一
足
り
る
沼
地
山
は
な
ベ
、
ま
～
一
、

X
パ
向
、
執
J

一
台
極
的
粁
悼
を
い
口
出
刊
γ
よ
り
で
は

Z

こ
こ
を

袋
小
い
る
J
持
、
も
徒
出
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
的
事
決
定
を
什
用
二

J

る

一
山
川
、
藤
凶
W
O
L
f
川
掲
沖
－

m
五｛口問

ヘ
同
一
肘
中
・
前
M
4
L
待（

υ2

口
n

（
山
川
一
判
行
制
で
は
川
つ
の
箔
川
ふ
士
会
社
主
食
t
v
物
に

J
K
一
ノ
と
二
、
い
る
場
介
ー
し
、

Jて
あ
げ
て
い
る
乃
で
サ
ヤ
あ
り
、
特
殊
叫
ん
ノ
1
↑ペー一ゲ冶

L
P
、
い
る
乙
読
む
へ
＼
き
て
Z
る
常
時
七
。
前
対
比
一
山

J

ム

六

民

ぺ

mF
川内凶
γ

・
前
担
己
一
日
」
九
」
π
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初
か
ρ
、J
h
R
示
品
川
庄
は
け
的
を
中
心
乙
一
コ
ノ
る
J
も
の
で
は
な
か
勺
行
〉

左
側
の
ニ
張
主
は

十
m
h

土
中
丸
汁
的
凡
ー
ル
に
お
け
＠
「
T
h
r
ゴ
な
け
け
的
を
日
ー
の
個
人
的
利
パ
を
凶
令
日
的
L

と
1
1
他
じ
り
で
「
』
当
な
日
的
は
「
会
什

の
吋
刊
訴
の
ト
、
め
と

1
Jフ
ヨ
的
i

v

」
し
、
事
件
い
で
は
前
名
は
存
在
三
回
＼
敵
対
的
買
収
が
ノ
仁
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
一
会
紅
が
大
舎
な
沿
失

と
を
3
一d
f
1
べ

γ
？
D

1
2
k
p…
4
1
1
J
t
z
j
t
t
 の
C
あ
れ
ば
防
術
は
会
判
の
利
一
八
叶
の
に
め
で
占
め
る
か
ら
、

不
ψ
！
な
目
的
ー
で
は
な
J

ど
し
て
い

こ
れ
ら
の
事
怖
か
ら
、
及
川
川
川
は
疋
白
か
ら
敵
対
的
買
収
に
対
ず
る
防
衛
策
と
し
て
日
断
ず
る
こ
と
を
迫
ら
れ
た
と
工
つ
こ
と
が
で

ま
ず
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r日

き
る
）
同
？
μ

新株一、
f
約
社
惟
の
れ
ハ
ん
汗
に
閲
す
る
弔
案
一
で
点
、
イ
ヲ
ヤ
士
山
下
件
p

は
た
き
く
m
異
な
る
も
の
で
あ
っ

ま
ん
一
、
こ
の
f
と
は
逆
に
エ
吹
日
的
ル
ー

H

ル
の
併
す
代
的
及
、
組
以
寸
前
同
が
広
い
こ
い

町
一
間
訟
を
（
あ
る
在
仏
一
叫
は
）
緩
知
子
J

る
7
G

の

J、
円問

と
あ
う
で
」
？
な
y

わ
い
た
、
裁
判
所
が
判
断
を
ふ
り
ら
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
政
汁
的
！
れ
は
が
牛
じ
て
か
ら
双
締
役
会
限
り
と
与

入
－
K
A
致
し
た
支
配
議
予
い
の
帰
趨
を
決
め
て
7
v

ま
う
寸
つ
な
防
術
京
に
つ
、
て
ゲ
、
あ
り
、
立
山
株
i
ζ
円
引
い
と
ρ
J
之
助
問
へ
の

｝
／
ノ
｝
ふ
ー
ホ

早
期
制
十
ド
F
V

は
ら
席
ヤ
ー
な
／
、
と
よ
か
っ

裁
判
例
以
外
の
ん
l
ル
形
成
と
そ
の
影
響

さ
ら
に
草
更
だ

J
J

た
の
で
は
伝
レ
か
と
学
者
b
与
え
る
の
は
、
ぷ
判
例
以
外
の
ル
l
ル
形

成
が
謹
一
日
以
し
、
そ
れ
に
位
H
L
一
定
の
コ
J

セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
ー
れ
つ
コ
お
〆
た
占
d

で
た
る
c

企
業
術
情
研
比
九
九
百
が
議
一
ト
1
4
公
昨
｜
｜
公

ーL
な
企
業
付
会
心
ル

1
ル
形
成
に
r
川
村
た
仙
紅
茶
」
と

L
て
革
本
的
な
耳
、
え
ゐ
の
す
了
を
公
開
し
た
の
は
、
平
成
一
七
担
山
月

t
あ
り
、

二

サ

ボ

J

放
送
引
件
各
決
定

-, 

し
か
し
、
同
計
一
月
七
ヨ
に
開
催
さ
れ
た
第
一
八
日
企
業
制
値
併
究
会
て
は
、
こ
の

d

へ
羽
占
公
開
”

の
川
村
了
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い

品
、
、
f
J
J
L

そ
こ
て
は
事
リ

、
敵
対
的
買
収
が
守
V

J

た
間
的
に
党
助
す
る
防
市
策
ナ
ピ
ん
止
弘
主
役
認
め
る
べ
き
て
あ
る
と
の
ん

向
性
が
ぶ
戸
れ
、
台
即
的
な
内
粋
で
あ
れ
ば
株
主
山
J

者
一
一
則
注
反
・
不
公
r
仁
九
九
行
L
Y

ず
べ
き
で
は
な
い
と
も
一
小
さ
れ
て
い

汽
つ
〕
げ
れ

昔

R
T
入
・
品
川
引
に
持
主
総
会
の

7m認
を
必
須
、
Lr
は方
v

て
い
た
し
が
、

防
い
淀
川
賞
が
品
郊
に
な
ワ
な
い
た
め
に
は
「
明
い
一
以
の
是
ふ
に
悶
L

ニ
の
川
断
か
反
映
で
き
る
犬
が
必
授
で
あ
る
こ
し
て
い

十
J
L
P

八、

経
済
JJ

件
士
主
省
の
み
な
り
ず
、

務
省
ー
も
、
」
の
時
日
一
で

同
研
八
九
人
z
に
閑
yr，
コ
て
い
た
作

mU｝
 

の－
T
P
人
が
法
的
に
町
よ
ー
で
あ
る
〉

J

♂
だ
〈
刃
川
秘
し
て
い
九
戸
、
考
え
ら
れ
Q
d

作杭汁
J

川
は
こ
の
よ
う
な
絞
汁
川
れ
で
の
ル
ル
形
成
り
か
民
さ
を

J

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
中
ゲ
ゴ
で
あ
る
程
伎
氾
押
し
て
い
た
と
与
え

r

れ
で
は
、

こ
刀
一
士
フ
ぽ
宇
析
は
i
記山
U

・
げ
こ
の
辺
係
で
、

絞
斗
一
川
z
ぜ
取
り
巻
，
、
状
況
を
ぞ
こ
の
よ
う
に
変
化
犬
山
、
ψ

人
η
川人

〉

、

J

Y
J
h
つ
）
刀
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企
業
側
値
制
究
会
で
小

F
れ
た
方
針
が
、
そ
の
ま
ま
ほ
り
入
れ
つ
守
れ
て
、

ニ
ソ
ザ
ゲ
〆
放
送
事
件
の
杯
決
定
や
そ
の
此
伐
の
裁
判
例
で
も

経
訂
さ
れ
て
い
る
「
支
配
給
争
い
が
宇
じ
て
い
る
場
合
に
、
恥
締
役
会
が
そ
の
帰
趨
を
決
め
る
－
o
h
つ
な
新
釈
・
新
株

γ
約
怪
の
発
行
を

、J

て
は
な
ら
な
い
乙
の
刊
断
が
形
式
さ
れ
て
い
る
乙
は
い
え
仕
い

n

そ
も
そ
も
、
入
札
世
主
制
位
制
究
会
心
検
討
は
1η

時
写
入

－
m一

術
策
を
、
限

r
し
に
も
の
で
為
り
、
ー
ぷ
似
此
r
叶
争
い
が
生
じ
て
い
る
地
合
に
つ
い
て
の
も
の
で
は
な

γ
｝
与
は
明
ら
か
だ
っ

F
1
主
た
、

的

企
業
川
前
研
究
会
の
基
本
的
ほ
考
え
万
は
、
川
H
収
心
是
非
は
株
主
小
一
一
以
終
的
に
：
決
め
る
乙
い
う
点
、
で
は
一
y
ド
／
校
込
事
件
で
不

一刻〕

さ
れ
戸
ハ
J
U

心
し
〈
撃
合
的
で
忘
り
、
》
付
属
12
る
わ
け
で
は
な
レ

rは
い
え
、
～
く
同
じ
も
5
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
c

し
た
が
っ
ザ
コ

｝
一
ソ
ポ
J
u
d
u
庄
平
行
以
件
仰
の
故
判
所
の
を
納
町
を
捻
押
し
ゲ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
は
い
え
る
か

pu
一
問
題
。
一
緩
布
」

裁
判
所
外
で
形

成
さ
れ
た
ル
ー
ル
平
方
針
が
そ
の
ま
ま
教
判
例
に
反
決
さ
れ
た
わ
行
で

l, 

よ
り
前
裂
な
の
は
、

企
業
判
依
付
究
会
川
市
下
F
M

’
止
の
お
円
川
内
で
可
能
で
為
る
べ
き
で
？
の
り
、
ふ
じ
的

の
防
衛
策
心
導
入
が

（
一
平
時
）

に
も
叶
A
r
H
h
L
Y

の
ん
引
を
一
千
代
そ
れ
内
関
係
JU円
J
U
4
端
本
的
に
川
堂
、
し
て
い
1
1
U

だ
と
考
え
ら
れ
る
っ
す
な
わ
ち
、
事
訴
の
防
衛
策

の
導
入
な
め
る
却
に
民
認
め
る
べ
き
で
あ
る
1
／
い
う
日
ン
♂
ン
サ
ス
L
P
形
ば
さ
れ
コ
つ
あ

J

た
こ
T

／
～
川
町
、
り
、
問
題
の
あ
る
は
ぷ
の
六
日
取

十 ＇！！＇！－＇ 的lC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

得
い
：
同
一
叫
げ
で
き
た
ふ
判
所
と
、
）
て
も
、
支
配
権
？
い
が

ιIじ
E
か
ら
、
与
の
帰
趨
古
決
め
て
、
平
玄
ノ
防
衛
捻
の
導
入
・
交
肋
JT認
め

な
く
「
し
も
、
会
計
I

L

よ
る
対
処
の
ア
収
工
封
じ
て
、
ν
ま
う
わ
け
と
は
な
い
こ
？
？
認
誌
で
き
た

も
こ
一
入
ジ
「
し
、
I
l
j
し川

崎イ

l
t

一
一
一
口
い

の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
乙
い
う
こ
こ
古
で
き
る
ハ

2D 1 xベ 217
' ＇ 口 一戸

ーヤ ー
りー
γJ  

かポ
ヮ

対＂＂；＇，右
手件 下ド
',, l'i' 
疋三 一二J

で 、

ft; 
処
うf

「ィ寸

f← 

"' 
￥ u: 
τE 
セ

立
、
い
い
伊
下
口
、
一
歳
リ
t

／て
h

J

h

J

異
論
古
川
山
去
二
、
江
口
、
一
杭
ノ
ム
抗

；
：
コ
〉
一
一
一

J

l
l
r
2
4
1
 

会
計
法
一
ハ
〉

条

八

五

A
ハ
、
ム
ヲ
「
い
は
位
行
規
］
川
甘
ん
じ
矢
、
お
九
ド
ム
i

成
一
じ
牛
改
ju前
院
佐

八
ヘ
一
身
ベ
ノ
一
一
ノ
一
号
tm
－

吉見、
μ

～
市
）
｝
ゲ
よ
り
平

th弔
問

c

〕

hザ

C
Fりい
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r日

品
一
一
三
北
川
苔
宅
儲
害
凶
〔
一
一
川
ボ
ン
放
－
Z
事
件
皆
川
端
川
／
一
別
河
内
必
ぃ
弔
二
人
ん
日
川
七
ヘ
】
目
、
川
也
九
九
同
ハ
k
j一H

「
一
一
ハ
＼
士
六
烹
す
い
血

ム
ス
弘
一
七
r
十

月

｛

一

ノ

ホ

シ

放

送

事

件

治

＃

f
J
5
・
初
出
向
注
（
川
一
「
ヘ
別
紙
）
依
ル
時
代
白
心
よ
出
L
C

一川
C

f
チ
ヤ
事
作
て
は
入
拡
ム
一
X
？
と
山
花
一
坤
は
川
勺
ν
し
と
は
い
し
か
、
伐
材
的
山
口
、
収
j
；
ρ
日
1

わ
せ
る
事
情
は
宝
忙
し
な
か
っ
ち

ν

杭
右
て
、

計
片
付
開
が
大
株
主
X
に
肢
に
発
行
し
て
い
た
車
株
下
約
ι仏

R
n
h伸
、
を
叫
い
お
」
J

る
な
Y
宜
主
哩
－

TU川
じ
れ
ベ
注
は
「
次
令
畑
作
阿
川
、
は
戸
存
イ
し
て
い
三

／
γ
れ
る
ん
つ
れ
る
じ
士
た
、
株
十
工
紅
〈
以
内
り
弘
山
仰
は
議
生
取
得
し
て
い
＋
｝
／
t
f

ふ
寸
事
仕
の
詳
細
一
九
つ
い
て
は
、
治

ι
早
川
い
川
部
荊
一
品
参
円
、
t

ヘ
刊
一
）
交
際
、
一
？
ノ
ャ
一
山
／
放
忌
ム
ア
汗
以
去
す
も
川
九
以
地
故
以
外
h

い
J

裁
判
所
と
ほ
て
も
が
、
十
円
株
主
と
伝
言
仰
が
川
向
止
し
ん
に
状
況
℃
行
ゃ
れ
～
J

情

話

担
当
に
よ
完
抑
制
怖
先
行
い
か
不
ん
へ
本
ル
ノ
ペ
か
戸
か
が
争
わ
れ
た
事
件
一
じ
は
、
J

い
米
山
2
1
1河
川
ナ
l
ル
と
川
ー
引
の
刊
問
品
川
緋
古
閉
山
い
て
い
る
ー
六

阪
込
町
山
氏
一
八
年
二
月
一
日
目
U
吋
九
ハ
？

J
7
九
百
（
忠
一
%
の
林
ぃ
十
色
川
持
す
る
大
林
一
と
粁
山
昨
日
川

υ
民
J
H
W
A

に
え
る
こ

乙
を
認
め
L

が
、
す
よ
EMA一市
h
T
い
の
同
川
に
あ
令
一
は
い
え
ず
、
資
金
百
記
の
必
ず
み
バ
？

E
ザハ
a
f
T
d
一
三
ト
公
主
先
行
に
ノ
」
う
た
、
1
乙
1
4
U

さ
い
て
Z
J
i
b
－
叫
ヤ
成

λ
一いハロドベ」

i
判
ク
二
万
川
場
リ
七
五
、
託
金
訓
述
心
日
変
刊
》
点
字
J

な
い
L

、7

h

不
公
正
常
行
同
日
る
l
〈

し
に
）
も
ち
？
λ

〆、一

rへ
配
桂
苧
い
の
帰
肢
は
京
総
引
く
ム
4
4
1
伎
と
し
に
な
ら
す
、
林
こ
V
L
J
M
b
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
！
も
え
た
は
山
m
k一的戸一

点
ぺ
一
場

J

一
幻
み
の
も
心
で
は
な
い
c

そ
の
よ
ろ
な
校
最
刊
附
ι
刊
州
市
、
る
の
て
あ
れ
ば
、
I

，K配
株
下
「
あ
る
い
は
ん
株
、
と
羽
経
付
陣
が
判
明

ザ
円
改
革
を
め
P

J

てパ
M
h
［
て
し
る
状
記

t
e
支
配
作
変
動
や
支
削
権
（
υ形
成
古
川
l

じ
さ
せ
る
吉
弘
の
第
一
上
旬
割
主
主
「
7
7場
ヘ
一
に
つ
い
て
J

℃、

従
来
幻
ま
ま
で
は
ボ
笠
ム

Y
一
仕
句
う
f

b

H
山
e

前日河川注

E
古
山
FA主一山

（
山
川
山
一
言
問
リ
（
山
川
二
可
京
、
」

一
mp
一
台
糸
川
位
附
究
会
争

F
M」
議
事
ハ
久
山
門
一
軒
済
荷
主
告
ム
ベ
～
J

Z

J

｝
三
者
名

2
5笠
宮
宅
よ
さ
一

5
3
2
5
E
Mハ

口一凶

5
5
一おおニ
J
2
。充（）
h
x
d
h
x
d

二

EAず
と
↓
三
一
一
、
お
よ
び
そ
で
の
氾
付
資
料
で
丸
品
、
作
業
前
怖
い
叫
ん
ル
会

1

紋
日
付
よ
凶
川
汁
川
公
w街
道
、
企
長

司
慌
防
衛
官
」
の
杭
川
端
企
長
伺
佐
川
刊
究
た
の
論
戸
公
聞
の
J
R
J
と
企
茶
店
狛
防
衛
指
針
指
定
に
向
け
、
刈
F
」
（
：
ハ
リ

1
一
れ
江
一

τぃ三

（7
3
v
＼
3
3
6当ハゴぬ
c

－
2
2
5
5勺

＼

5
3
5
r～斗
c
d
主
主
主
一

5
百
円
ハ
声
、
主
ニ
三
時
、
企
業
何
凶
↑
町
究
会
出
一
代
刊
川
司
論
点
小
、
年
一
一
弓
子
心

版
事
（
ハ
ノ
／
ノ
五
年
三
円
、
〔
zrv
＼
を
汚
名

524
三
一
℃

3
2
1君
主
主
一
言
、
去
ら
一

2
5三一弘一
2
＼冗
U
C
4
5
♂
さ
］
吉
山
「
工
事
的
f

ヘ
川
山
一
令
長
州
民
河
究
会
e

川
封
、
庄
一
割
一
九
ハ
～
一
urho

（
訓
｝
～
I

巾
吋
ト
杭
値
研
究
会
的
指
正
ヘ
日
目
｝
三
計

一、mA
）
中
主
制
位
研
究
r

ロ
ω
指
正
一
泊
一
ん

J
1

ハ
へ
；
欧
米
で
詑
め
コ
一
れ
↑
、
い
る
十
染
川
只
以
防
衛
取
は
、

J、
円問

H
H
I

不
流
に
ア
了
J
I
－
－
れ
ば
、
ほ
と
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十 ＇！！＇！－＇ 的 JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

J
H
i川内、汗
l

言
明
て
き
ぷ

J

伝
持
者
〉
、
ー
※
目
以
翁
以
外
の
持
＋
た
げ
寸
一
行
使
す
る
、
、
こ
が
で
る
：
ハ
ニ
ー
抹
子
約
持
の
凡
古
川
は
引
僚
へ
法
務

有
二
と
い
っ
た
法
治
省
の
民
貯
で
あ
る
こ
と
チ
不
可
氾
述
41
み
ら
れ
る

ι

で
、
ト
に
、
一
（
ド
lu
一心
1
3
ヤ
一
じ
い
一
口
町
I
1
J
L
、
一
足
刀
防
笥
箭
J
K
Aめ

る
と
L
よ
山
花
済
併
設
苦
心
万
ー
一
拾
に
は
、
問
、
F
す
る
粧
の
。
」
庁
で
あ
る
法
務
者

c
主
地
庁
J

同
区

L
亡
い

γf一
も
和
一
泊
マ
れ
い
ら

明円。
Z
F
p
d

ご｛）
ρ

』お
r
F点、v
h

へN
h
v

ベ〕げとにゐ土、川町～と知山、九下山ミ～色日正ザごと～～。
ν
N
～九九叫
rNhT
郎、c－郎、、
ν

両立〉町、えミ
P
L

ミれ～、～、明件、（イ」ミセ一今、
h

句、、円九九〉令」守へ～
h
J
V
3
J
ρ

問、μ
メ〕勺〉作目

当
三
九
W
3円
〆
『
工
シ
戸
山
l
A

に
C
C叶）

一
刊
さ
山
本
原
院
決
川
氏
一
？
刊
一
司
一
一
川
七
一
ッ
ボ
J

政
広
L4
件

沼

守

決
fu
了
前
潟
、
は
へ
月
一
で
は
、

K
挙
前
節
純
一
読
む
百
円
門
川
に
荻

ぃ
、
「
一
J
U

勺
し
も
、
こ
口
、
よ
う
に
い
1

こ
1
y

目
、
公
開
ム
一
社
ぶ
、
り
勺
一
か
レ
め
敵
汁
市
川
只
以
ヰ
刊
を
相
ru
位
工
、
公
吐
十
人
凶
川
俸
の
件
費
円
抗
凶
か

れ
ど
止
す
る
引
～
州
一
り
か
の
f
h
L
i
J
F己
一
一
一
な
け
る
こ
一
〕
古
小
川
｛
疋
r
…JAM
れニ
E
で
は
う
い
散
い
り
的
民
収
v

佑
丘
、
会
社
乙
1
亡
事
引
～
ど
の
よ
、
フ
公
措

世
を
非
F
る
こ
と
が
4
1
b
さ
れ
る
の
か
、
て
の

j

一
内
容
、
北
h
M品、
h
r
外
取
締
は
む
H
T
刈
ワ
、
株
主
町
民
八
荒
川
Z
R
L
d
な
ど
県
人
に
川
町
L
L
♂
戸
一
階
に
っ
し

二
ば
、
到
在
、
ゐ
一
r
向
者
に
よ
口
説
々
は
場
に
お
い
て
検
討
え
れ
て
い
る
E
こ
ろ
f

ょ
の
り
、
今
後
、
山
一
誠
一
一
刷
、

vv体
化
」
、
会
計
U
L
て
は
枚
下
全
休

日
4

去
の
切
皮
の
旬
、
か
ら
公
正
で
引
惟
な
ル
ラ
ル
が
定
b
f円
札
る
ニ
ζ

が
町
出
侍
さ
れ
る

F

｝
一
に
院
小
的
で
は
し
ば
い
か
、
h
h
v
h
m
官
研
究
会
」
ヂ
ヘ
？

む
日
川
円
、
わ
れ
一
。
恥
き
に
」
止
し
て
い
る
三
に
、
経
済
主
主
五
法
務
引
に
よ
る
〕
ケ
ヤ
は
、
二
ノ

u

－
ノ
／
放
b

斗
－
刊
に
お
い
、
H

リ一廿、戸一以引叫で引川｛判

附
ド
出
十
川
山
r
ベ
｝
れ
γ
、い＋／、／い～「

J

（
f戸円「』伏」
P
出一目
M

〈一

ffd
』、N
川、～、
FA
、h
え§
F

れミ」〔、、ト～悶丙
A

コν
唱

H

、～

さ吋
ψ

（
阿
k

戸
ベ
フ
同
阿
刃
何
／
～
凶
】
h
y
u同－
z
o
ζ
2
x
v
V）
～
邦
γh
｝1
υ

工
、
カ
？
円
J

F

j

o

ミ
ル
ハ
ウ
プ
卜
（
午
t
F
V

治
史
e

訳
下
ウ
円
十
一
ア

一J
W廿U
P

一ト

H
i
i
p
h
t

河
口
町
る
敵
礼
山
’
仁
川
本
リ
HJ
羽｛
J
刊
ハ
隆
一
ン
マ
＝
斗
y

ケ
ヘ
ヘ
豆
、
川
一
足
ハ
一
六
（
ヘ
コ
ペ
ー
パ
多
昭
三

一月目、

A
Y
W
米
側
佐
研
究
会
『
諭
円
八
人
間
」
－
前
お
け
（
凶
（
〆
一
一
民
tJ閉
じ
『
苅
？
に
問
』
以
と
悶
慌
で
は
人
よ
い
が
、
ド
l
M
一
仁
九
十
一
月
J
t
湾
丙

ど
も
ド
昨
等
一
人
一
の
よ
J
1
＼

Y
一
品
詞
に
お
か
？
れ
二
、
十
企
業
似
泊
日
刊
〈
以
前
向
仏
一
川
二
ヘ
一
、
）
川
H
L／日

（
却
一
↑
品
川
地
｛
信
戸

d

七
い
の
け
川
占
て
、
「
史
以
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
株
主
主
J

最
終
川
な
〆
ブ
工
リ
で
あ
る
ご
と
が
キ
八
一
引
旧
民
」
｝
さ
れ
と
い

三
一
敗
村
山
口
、
収
初
バ
何
宗
主
業
価
値
内
街
窒
心

7m｜
｜
借
金
抑
官
研
究
え
の
論
点
公
開
九
守
－

Lf与
一
早
川
仙
川
や
門
出
刊
は
河
川
声
、
に
け
J
L
r
一

対
応
参
考
資
料
一
代
パ
ノ
ヰ
、
へ
／
ノ
ゾ
斗
年
三
ド
J
3
d
z
v
＼＼〈主一完

2
2
4
吉一℃＼
2
5コニ
2
2＼ヨロ一言、一一沼、
n
r
z
J
A
r
－
去
作
法
ヘ
へ
き
つ
吋
A

送
一
三
一
〕
し

ヘ
民
一
令
長
州
民
河
究
会
で
松
山
斗
け
さ
れ
て
い
と
ん
り
は
、
日
同
士
山
判
尚
一
九
二
今
、
／
し
＼
て
の
需
拡

J

」
Jγ
る
姶
報
拠
刊
九
千
考
后
ず
る
時
間
の

i

寸一一深のず）

ゲ
の
初
街
災
で
之
？
、
ー
÷FA

七
位
争
い
の
門
川
塩
今
決
め
て
1μ

ま
ヱ
ノ
一
士
／
L

？
も
り
で
は
な
レ
レ
仔
ノ
え
ら
れ
る
「
｝
の
こ
一
は
パ
K
夕
、
川
也
特
山
一

て
は
「
同
の
株
主
総
会
で
河
川
刈
が

ur－－Y
一
す
る
と
ζ

れ
た
こ
と
に
も
あ
フ
わ
れ
」
い
る
つ
、
1
1
M恒
川
究
ヘ
バ
一
企
業
日
悩
目
当

L→ 
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f
寸
前
掲
日
。
ん
一
一
司
、
ω

？？点、

u
，
へ
は
締
役
、
パ
限
り
で
李
人
括
的
で

F
る
｝
の
？
バ
川
出
i

d

小
さ
れ
て
い
と
も
、

決
定
の
ボ
－
一
八
活
情
判
断
と
程
合
的
に
叫
鮮
了
ヲ
L

と
は
円
詑
亡
の
る
れ

一mp
地
万
、

h
九十
T
A
」1向
江
口
改
～
じ
っ
ヘ
司
一
ア
ペ

H
〔
レ
コ
事
内
抗
告
「
γ
L
H
7
C
e
前
拐
、
比
一

m…二人一
h

、
校
法
売
主
省
－
法
筏
ゆ
5
7
前
崎
、
止

へ
ど
に
お
い
て
、
岩
山
ー
目
的
以
前
の
投
町
山
で
京
株
予
約
格
生
J

正
発
行
乙
吋
叫
に
、
株
ー
に
逗
U
の
財
奇
心
損
害
シ
一
μ

じ
さ
壮
る
、
仏
、
？
な
場

合
ャ
山
不
公
止
だ
行
〕
干
の
町
能
刊
が
高
い

E
Gれ
て
い
た
位
二
一
言
及
し
、
日
係
の
判
断
J

勺
し
て
い
る

ヘ
加
）
一
一

J

ロ
ン
紋
込
山
件
再
決
’
た
と
は
、
ず
れ
も
地
z
川わ

J

丙
衛
竿
に
一
一
北
1
v
k
、
与
決
定
か
ら
叫
ろ
に
宗
に
ら
れ
る
こ
乙
に
な
る
わ
げ
で
は

八
ア
、
引
と
牧
引
一
三
れ
る
、
き
、
わ
り
て
あ
γ
Q
L

ペ
ト
問
示
、
コ
ペ
v
L
l
山
市
事
決
定
に
コ
託
、
お
拐
戸
一
湖
一
円
引
用
部
分
安
M
m
h
p

門
門
誌
吾
比
古

都
出
芝
、
は
、
茂
山
同
権
限
分
配
秩
断
行

A
d
I押
す
川
引
な
立
法
が
な
い
司
甘
え
あ
三
：
旬
、
、
事
前
応
対
！
門
叫
柄
引
に
し
て
の
副
拡
vf品
利
権
交
わ
が
決
疋

さ
れ
た
こ
さ
力
共
μ
品
川
状
況
郭
抹

y
豹

権

行

司

科

）

発

行

J

一
十
続
～
株
主
総
会
に
よ
↑
ん
マ
比
一
言
手
続
J
Z

め
る
か
れ
け
か
」
寺
山
い
ら
ι
r
r
u

別
事
情
に
よ
J

て
、
出
J
、性けいが
f
「

J

一
方
さ
れ
る
八
す
り
も
や
り
」
り
、
事
」
戸
心
対
抗
抗
が
へ
王
よ
け
定
三
れ
令
わ
け
、
は
弘
ー
し
1
y
L
て
L
一｝「

r日J、
円問

2己

ま
じ
〆
め

え
了
土
早
で
け
帖

第
一
約
に
記
い
て
一
二
ポ
ン
放
送
事
引
な
咋
心

二

y

不

／
μ
T
U

泊
中
ず
バ
日
介

の
で
あ
る
こ

た
v
v
一
れ
は

J
川
、
は
や
裁
判
所
は
姉
他
判
断
lpγ

凶
遊
ゆ
ず

同
事
件
以
絞
心
及
川
円
例
が
従
米
の
裁
判
例

2
は
異
な
る
阿
川
f
川
の
も

「
円
以
締
役
会
は
支
配
持
与
い
の
帰
疫
を
決
め
て

十」仏片品、コ一戸ヲ

1
4
／

A

－
 

株
士
が
決
め
る
べ
き

5
あ
る

と
い
う
箔
依
判
断
包
問
油
引
い
す
ち
山
、
ぷ

γ℃
め
と
あ
っ
た
い
そ
、

J

て

で
こ
ち
は
い
一
の
姿
勢
は
総
刊
さ
れ
て
い
な
い
ο

ハ
ザ
九
日
砧
P
〆＼

2
v沿

い
U

ん
r
の

次
に
、
第

Jョ
＂、
）て

こ
の
炭
化
は
ど
の
も
三
ノ
に
説
明
と
き
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
ー
た
。

三
ノ
ポ
ン
円
以
議
事
件
…
れ
と
は

の
お
微
か
う
防
衛
策
ζ

）
て
の

Y1断
J
U
工
迫
ら
れ
に
の
に
加
え
て

裁
判
J

ぺ
の
お
ひ
’
れ
た
状
況
は
以
川
の
も
の
と
は
巣
立
っ
て
い
々
n

y

て

は
、
買
収
の
ゑ
非
は
最
終
r出
に
は
抹
ふ
が
決
ハ

t
rる
が

一
寸
一
の
雫
川
の
防
衛
ω
わがは

裁
判
所
併
に
お
い
℃
ル

1
1
w
と
コ
／
セ
ン
サ
ス
の
形
成
が
違
反
？
と
に
J
と
で
為
る
。
？
パ
片
沖
約
汁

へ
舎
で
d

め
る
と
の
方
伝
を
ふ
社
半
世
筒
伯
－

｝
で
重
内
コ
J

f

二
人
と
豆
、
わ
れ
る
の
は
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研
究
会
が
不
7

し
、
を
れ
に
｛
少
な
く
L
Y

ー
も
あ
三
円
三
皮
は
〉
他
の
省
庁
も
同
意
、
〆
丈
こ
と
と
あ
る
し

こ
れ
は
、
支
配
権
勺
d

い
が
牛
じ
こ
い
る
没
陪
で
そ
の
帰
趨
を
校
給
役
会
が
？
札
め
に
し
ま
え
防
安
門
肉
に
つ
い
て
判
断
ず
る
際
に
も
、
多

少
／
』
工
り
に
す
三
号
ノ
昭
一
口
ふ
吃
な
制
値
川
断
の
ぷ
在
／
一
い
う
問
認
を
緩
和
し
に
乙
考
え
ら
れ
る
J

d

り
示
装
な
の
は
、
h

一
れ
に
よ
り
事
、
川
r千
人

の
防
術
策
会
1
4

ゆけ〆る
l

ン
セ
ン
サ
ス
が
ノ
北
山
川
さ
れ
、
支
配
権
争
い
が
生
じ
て
、

の
時
間
い
効
果
」
／
｝
持
つ
防
術
υ取
を
m
川中間乙
7
L

て

M
A
じ
て
？
へ
向
訟
の
あ
る
妹
ぷ
の
取
符
げ
い
い
刈
山
札
「
司
令
に
め
り

f
m叩
は
停
保
で
き
る
た
返
し
小
っ
き
、

L
ト
、
が
っ
て
第
＝
者
配
中
i
を
認
め

な
い
と
E
P！
な
川
和
古
川
が
山

t
k
唱
と
レ
う
問
題
川
N

綬
J

内
さ
れ
た
こ
と
で
丸
る
（
た
か
ら
こ
た
＼
裁
判
子
っ
し
以
前
簡
で
み
こ
よ
う

ιム丸一却を

変
化
さ

rる
、
ア
乙
川
ユ
ー
さ
、
た
パ
ー
で
は
芯
い
か
と
老
夫
、
h
、
れ
る
－

仏
首
一

〉

べ

J
h
リ
二

1

4
セ
司
4

1

1

h

2己

ん小
h
m
m
（い
J
M千日市

ト
ベ
了
縞
は
、
州
市

九
一
土
中
弘
月
的
ル
ー
ル
と
は
と
の
よ
う
ど
も
の
で
巳
あ
る
の
か
、
第
々
に
、
！
ょ
せ
i
山
古
川
け
的
ル
i
ル
九
い
の
か
と
い
う
問
題

十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

を
検
討
、
以
て
き
た

ぶ
日
却
で
は
、
こ
の
問
川
西
へ
の
答
え
と
い
う
訟
で
yhtw
の
議
一
市
を
タ
グ
少
貯
ベ
ザ
を
入
れ
替
え
な
け
小
、
り
ま
と
う
酌
て
、
結
論

ペv
」主

要
目
的
ル
ん
と
は
何
か
？

ま
ず
、
詳
の
問
中
誌
に
つ
い
て

ベ
知
寄
ご
は

一
日
山
／
ぬ
兵
一
事
件
以
前
の
戦
後
の
木
公
正
弘
一
J
f

に
悶
寸
る
裁
判
例
を
分
杭
し
ん
ち
従
V4
幻
1

安
日
的
ル
ヲ
凡
で
は
、
正
巾
な
日
的
y

し
し
て
：
に
九
九
人
官
会
調
達
が
い
拘
げ
ら
れ
、
他
ト

H

け
で
支
配

怪
綿
ね
が
γ
小
ψ
ー
は
つ
的
乙
し
て

U
祖
先
，
け
ら
れ
て
い
に
。
1
r人
出
権
維
持
斗
的
が
あ
り
そ
う
引
も
、
資
金
読
迂
の
必
要
性
｛
波
注
）
が
＋
玉
、

人仏
L
て
い
る
か
、
ふ
い
孔
が
あ
る
科
疫
の
台
攻
性
を
有
し
て
い
る
か
、
資
金
詞
ム
抑
止
の
万
法
と
じ
て
ム
口
辺
約
で
あ
｝
白
か
と
の
ほ
か
ら
資
ん
罰

迭
の
円
前
が
占
め
る
と
芯
tι
さ
れ
れ
ば
、
小
川
W

！
な

U
的
を
、
一
下
出
店
た
判
的
、
三
「
る
新
梓
件
発
行
で
は
弓
司
と
し
て
い
f
z
J
U

仮
処
分
士
一
詠
め
な
か
っ
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r日

時
は
い
」
れ
と
民
な
り
、

え
川
出
山
佐
沼
い
が
生
じ
た
攻
防
芝
、
刑
判
心
心
株
主
の
持
続
江
ー
ネ
を
い
古
L
く
ほ
「
さ
さ
る
ご
と
を
認
識
し
つ
コ

J、
円問

じ
れ
γ引
い
た
第
今
一
者
割
当
に
つ
い
て
は
花
引
化

F
白
川
が
必
南
北
い
た
と
し
て
、

原
則
乙
し
て
ー
支
配
椛
争
い
の
J

市
選
を
決
め
匂
新
株
汽
L

行
？
？
臼
め

な
い
ι？
の

し
か

L
、
そ
の
寸
つ
な
い
倍
、
れ
い
ば
か

J

戸
、
に
諒
さ
れ
、
伎
伏
、
ご
し
て
新
株
発
行
の
一

i
安
な
げ
門
的
ー

に
着
司
し
、
支
配
権
hF1パ
の
い
問
団
↑
ど
も
資
九
罰
法
に
せ
－
口
、
が
当
て
ら
れ
る
こ
い
う
粉
争
の
本
院
か
り
一
件
、
れ
～
ふ
う
日
刈
断
ー
斗
松
か
絵
－
T

さ
れ
ら
c

札
丹
、
資
金
調
達
の
必
望
性
が
文
字
ど
お
り
形
だ
行
正
も
の
で
伝
ノ
＼
最
低
恨
の
ふ
口
問
連
平
川
一
’

F
ど
れ
な
日
れ
は
、
支
配
権

経
什
円
前
で
は
な
い
と

小

人一

北
絞
り
町
rf時
の
お
案
で
は
現
に
え
民
住
争
二
日
月
じ
し
い
る
か
ぶ
か
と
工
つ
悲
準
は
採

川
市
さ
わ
っ
つ
よ
あ
ペ
た
が
、
立
川
白
紙
、
土
主
人
株
ム
了
）

と
刊
叫
符
山
山

心
事
案
で
も
、

政
対
的
な
株
式
心
取
併
の
宇
奈
で
も
、
こ

m
v
I

弓
伝
枠
制
は
戸
税
C
Jめ
っ
た

、
f
i
、、

l
v
－
 

主
更
な
は
的
に
表
向
す
る
と
い
う
判
断
枠
組
日
付
心
構
造
1

む
分
析
し
に

v

こ
の
判
断
作
組
は
、
と
一
り
工
う
ん
』
斗
暗
礁
的

ム
ぱ
考
え
ん
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
滴
値
判
断
が
必
山
吉
と
な
る
と
も
と
に
し
、
「
一
「
ψ
」
白
目
的
と

不
当
ト
ロ
円
的
お
よ
び

向
者
が
併
一
行
L
f
hつ
な
判
明
ム
ロ
に
い
ず
れ
い
主
主
な
巨
的
か
」
主
決
め
る
法
問
吹
設
定
す
る
こ

i
も
ご
き
る
し
、
そ
の
一
、
せ
つ
な
考
え
ん

が
な
L
ま
ま
で
も
淫
EUが
司
川
慌
で
、
あ
る
い
」
J

つ
土
り
、
新
株
・
剥
株
予
約
権
の
発
行
の
よ
一
長
な
日
的
に
清
巨
い
す
る
判
断
枠

組
は
、
そ
の
さ
？
な
俣
主
人
的
な
制
他
判
断
を
し
1
J
ず
に
、

一
九
は
妥
υ

な
事
案
心
情
岬
決
を
不
す
、
」
こ
が
可
誌
な
ル
v

ル
で
あ
っ
介
。
裁

汀
叫
が
ノ
ポ
ン
抗
意
事
件
以
点
に
t
っ
て
き
と
の
は
、
後
者
の
村
山
川
で
あ
っ
打
。

、
」
の
吋
応
の
裁
判
釈
で
は
、

ιZ羽
川
リ
J

庁
中
小
、

ま
l
l

「
I
V

川
手
純
に
か
J

J

て
み
ら
れ
f八

他j
（
り
門
的
が
あ
っ
7
1
f
u
d
潟
係
が
な
い
ー
と
の

ν
場
や
乙
る
け
引
は
は
，
＼

h
M

ムーホ
μ
l
v
 

支
配
権
維
持
川
約
は
不
当
な
門
的
で
為
る
E

υ一
場
は
維
持
ー
で
き
に
c

干
の
一
方
で
、
一
機
動
的
な
資
令
ぷ
迭
の
に
吃
に
以
締
役
会
限
い
り
で
新
株
死
一
れ
を
行
え
る

と
工
つ
老

J
B

え
に
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い

の



ー
ひ
と
つ
い
て
、
資
金
調
今
江
戸
的

Jr
「
王
町
な
い
い
い
的
」
、
r
J
）
て
き
た
じ
内
与
す
が
村
山
有
丈
ご
つ
な
品
百
の
解
決
の
基
刊
は
明
確
に
否
♂
れ
ず
、

ぬ
ム
口
に
仇
つ
て
は
や
、
合
調
達
門
的
を
何
と
か
認
め
る
h

一
こ
芝
、
ポ
公
正
売
’
れ
で
は
な
い
と
L
て
い
た
ハ
庁
、
t
u
r
L
、
市
i

論
L

ヨ
ノ
れ
ば
調
達
1

）

～一長〈
T
M

の
使
泌
さ
え
五
十
存
↑
j
れ
ば
よ
い
か
の
よ
う
な
迎
用
を
し
に
き
に
よ
う
に
も
み
え
る
」
結
局
の
と
こ
ろ
、
h

一
れ
は
以
内
相
役
会
が問一

1
A
出
採
争
い
に
人
1

人
L
て
A

J

か
l

J

V
「
悩
日
制
河
町
中
一
伴
、
寸
政
策
川
叶
断
J

／
斗
避
し
ず
き
た
も
の
と
号
、
t
る
ζ

拭え
i

的
に
説
川
で
き
る

U

一p

v
不

J

放
F

益
予
件
以
降
の
裁
刈
悦
C
は
、
、
｝
の
よ
う
な
及
川
刷
の
ん
た
勢
か
変
化
し

一
ソ
ド
ン
校
六
44γ

れ
か
内
与
決
定
で
も

内出

FSJ社
株
予
約
権
日
正
／
什
幻

に
f
担
い
し
た
判
断
い
組
口
体
は
維
付
さ
れ
て
レ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

主
安
判
的

一
主
要
な
い
初

ル
ー
ル
一
を
採
用
し
た
及
川
内
と
い
う
こ
2
は
て
き
る
c

し
か
し
、
ぞ
れ
ま
で
2
異
な
円
、

も
は
や
日
始
判
断
を
目
別
立
す
る
姿
努
は
み
ら
わ
ず
、

一
取
紛
役
会
は
支
配
昨
低
下
い
心
保
同
崎
町
決
め

て
は
ほ
ら
ず
、
株
主
川
d

決
め
る
べ
き
で
為
。

ニ
D
Z
Y
L
t
l
b
iえ
工
亡
、

（
今
、
v
J
4げ
げ

I
イ
ナ

i
d
c
J
v
L
J
I

そ
し
て
、
、
一
れ
は
少
な
く
と
も
ん
の
と
こ
乃
は
後

、
り
蕊
川
川
例
で
も
再
定
き
れ
と
い
な
い

d

こ
こ
で
は
、
五
市
丸
月
的
ル
ー
ル
は
、
乙
の
よ
う
な
考
え
じ
バ
己
主
と
守
つ
い
て
支
配
権
維
持
け
門
的
が

主
出
品
と
日
的
で
あ
れ
ば
不
公
正
流
行
で
あ
る
と
し
て
、

？、
人d

万すす
亨て

ヨ
的

J.t 
？、
人d

uコ
刀ー

っ

し
の

説
明
を
ま

め. 
'" 

rr＂＇人ιζ主手、 cs•1 13'1' 139 •20時日

円
、
散
対
的
以
収
げ
か
生
v

〕
に
絞
に
政
経
巨
障
が
支
持
す
る

（税松山一十
U

叫附’
v

十 ＇！！＇！－＇ 的JC. i川）(j？、司： ..ル）

マ
へ
付
す
る

よ
る
公
開
買
付
け
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
新
株
JF約
権

Y忠
則
と
し
て
百
に
す
る
も
の
こ
な
っ
た
）
り
て
げ
で
、

ゆ一三ノ
E
あ
っ
ー
も
い
判
外
的
に
新
伝
・
新
株

J
U
4

約
権
の
発
行
日
’
正
山
存
さ
れ
る
場
ん
け
も
一
小
さ
れ
た
。

な
ぜ
主
要
目
的
ん
ん
か
？

十
八
に
、

第
の
問
忍
乙
し
て
将
げ
た
、

こ
の
間
ー
起
は
、
よ
り
具
μ
判
的
に
は
、
川
県
川
け
的
ル
、
ル
ド
十
手
続
ご
み
た
－
T
？
な
J

も
の
で
あ
る
と
L
て
、
な
さ
？
で
れ
が
円
怖
い
月
さ
れ
、
維
持

さ
れ
て
詐
ト
の
か
；
い
う
も
の
で
為
る

U

一
ッ
ポ
〆
放
Fd
宇
件
以
別
の
松
川
リ
例
で
別
い
ら
れ
て
さ
に
安
斗
的
ル
ル
は
、

結
防
の
と
よ
ろ
一
取
的
役
会
が
支
配
権
争
い
に
人
f

人
し
て
よ
い
か

と
レ
q
川
匂
川
川
町
れ
を
伴
う
政
策
判
v
m
k
阿
波
し
た
も
の
で
あ
っ
た
一
ん
は
せ
裁
判
所
は
午
、
れ

hv
回
避
［
て
き
た
の
か
し



r日

十
公
判
情
は
、
裁
判
所
が
お
か
れ
て
き
た
状
ほ
に
ど
ぱ
ド
下
、
三
し
説
明
町
従

つい
Y

けず

υ時
間
的
合
制
約
、

具
体
的
に
は
、

設

tr町
立
、

之
本
山
由
4
1

一f
l
t

日
的
凡
v

凡
の
広
い
ん
制
民
約
回
、

は
山
長
ノ
照
で
き
る
飾
品
川
川
断
の
ぷ
在
、

ぺ
け
問
辺
の
あ
る
杭
卜
ん
の
大
【
［
一
取
付
に
対
抗
す
る
第
二
者
割
、
川
以

J、
円問

外
の

T
設
の
欠
如
乙
い
う
状
況
の
叫
ー
で
妥
川
人
ム
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉

ホふ
Y
戸
、

山はん仙川
dw江
川
な
事
恒
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
事
案
の
制
刷
、
必
に
必
山
久
－
d
な
い
1
一r
小
を
し
は
い
ト
ヴ
山
に
働
く
n

ぽ
は
、
特
に
従

来
は
か
以
り
広
い
日
報
部
七
の
問
題
刀
半
波
川
的
ル
ル
の
仁
／
L

切
断
さ
れ
マ
、
き
た
？
に
め
、
ヘ
ヱ
て
に
共
豆

γ
司
令
価
値
判
断
を
：
ヲ
の
か
雑
し

い
ヨ
一
、
支
配
権
争
レ
に
唄
っ
て
も
、
敵
対
的
胃
一
山
市
の
み
で
は
ぷ
い
～
、
す
な
わ
ら
、
考
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
主
い
将
来
へ
の
影
響
ぷ
多
す

主L
司
令
と
し
、
つ
J
U
の
J
1
J
5ヴ
h
v
＝

敵
対
的
買
収
に
限
っ
て
み
て
も
妓
判

支
記
松
争
い
が
中
じ
づ
い
る
場
附
に
お
け
る
収
締
役
会
の
持
奴
に
つ
い
て

例
以
外
の
ル

1
ル
も
、
社
会
的
な
コ
ン
ビ
ン
ガ
ス
も
形
成
さ
れ
こ
い
な
い
と
い
う
宅
情

rぬ
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
た
さ
い
同
様
に
ワ
い

亡
、
ふ
の
よ
う
な
状
似
で
故
河
川
が
単
品
川
ハ
7
、

一ιの
方
山
性
J

ピ
不
「
こ
Y

と
は
設
け
る
の
で
は
な
い
か
L
Y

い
う
見
方
を
が
し
た

v

ハ
ブ
ル

期
ー
ピ
中
心
に
問
題
、
り
あ
る
株
式
の
十
八
日
取
行
に
よ
門
前
い
て
き
た
裁
判
所
は
、
油
心
事
枯
－
E
＃
7

山
一
し
、
た
い
出
さ
ら
恒
佐
川
円
断
を
決
げ
る
工

う
い
出
わ
れ
る
こ
の
よ
う
に
、
制
他
判
断
キ
凶
遊
〆
て
き
た
の
は
裁
判
所
に
と
っ
て
札
口
閣
（
的
で
あ
ハ
去
一

、
、
7
刀
V

｝

ヱ
ゾ
ポ
ン
敗
、
治
宝
一
件
を
機
ピ
裁
判
所
の
姿
努
は
変
化
、
「
人

v

ヤ
の
t

そ
ノ
な
川
主
化
は
、
裁
判
所
げ
小
川
山
信
判
断
ピ
阿
波
L
J
L
き

～
一
変
討
に
な
る
主
怖
が
よ
文
化
1

〆
た
こ
ー
一
か
っ
説
明
で
き
る
乙

ー
の
時
間
的
伝
制
約
は
変
化
子
な
い
も
の
の
、

事
案
の
わ
い
掛
川
、
特

に
い
円
い
L
J

れ
た
新
作
予
約
ぬ
の
判
権

rそ
の
交
わ
の
し
討
続
、
人
止
で
I

J

て
山
事
者
の
f
r張
か
っ
、
裁
判
所
は
取
引
吋
的
宮
川
仏
の
防
常
日
常
こ
し
て

正
面
か
ら
均
断
ず
る
ご
と
を
迫
ら
れ
た

U

、
｝
れ
は
結
果
L
し
て
、
敵
対
的
以
収
hv
生
じ
ん
一
科
目
に
主
配
権
争
川
の
J

市
裕
一
を
L

叫
同
氏
亡
し
ま
い
つ

新
株
・
新
株
pruhr他
心
発
行
の
川
問
題

r
し
て
、
地
用
範
七
U
U
z
ぜ
適
切
に
同
一

ωり、
t
記
。
の
問
題
を
絞
利
？
と
に
J
と
に
な
る
。

ど
れ

ιと
ど
ま
ら
J
g

及
川
川
叫
ん
L

ル
ー
ル
の
，
b
rは
が
進
展
し
て
L

I
。
こ
、
れ
に
よ
り
、
妹
、
半
の
判
断
の
長
卓
、
山
応
は
不
さ
れ
た
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ど
わ
」
中
帝
京
ん
し
人
工
y

竿
芦
が
ち
え
た
の
は
、

f
の
ロ
で
、
支
配
権
苧
L
v
p
止
と
る
必
の
段
階
さ
の
防
衛
生
県
ま

る
ぺ
主
で
あ
る

と
の
方
針
か
γ
ハ
ド
ム
対
価
値
引
先
会
予
不
し
、
さ
ら
に
関
係
す
る
h
h
d
の
刈
で
も
コ
シ
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
と
こ
／
二
、
あ
る

こ
れ
こ
よ
っ
て
、

h
o
D
L
1
1
I
ら
ず

；
1

1

1

巳

｛

，

一

十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

治
T
八に

の
関
係
て
あ
り
、
も
つ
一
つ
は
、
法
の
形
安
／
一
い
う
側
面
に
つ
い
て
で
ゐ
司
令
。

ぺ
け
の
懸
念
が
十
八
き
く
緩
和
さ
れ
ず
ん
。

~；1 240 21!, 228 237お！ 22:. 2 4 

第
（
立
第
百
円
同
市
烹
…
・
倍
何
故

J

MlM

訂十一一同日目↑日一↓札私。

山
市
平
弔
問
釘
）

第
二
立
第
佐
川
角J

札一一へ」円

f
弘

常
V

二》ヰ川市川日即日午公一九訳ー

治
以
平
第
一
節
い
一
中
二
款
f
f印

d

M

い川一一品且作品内一一計引佐「山一一利抗。

市
川
平
第
二
節
c

"'" 
示
唆

に時0
 

4
 

1
 

4
 

間
垣
の
あ
る
軒
式
の
大
量
絞
併
に
つ
い
て
山
事
者
の
胤
件
に
も
と
づ
い
て
判
附
ー
て
い
た
と
い
う
だ
け
な
ら
、
同
日人X

 
F
 

ん
稿
の
後
討
か
ら
得
ら
れ
る
一
ハ
ム
叫
に
つ
い
て
刊
、
へ
る

つ
は
一
壮
三
？
要
戸
的
ル
ー
ル
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
ど
と

従
来
の
指
摘
と
の
関
係

裁
刈
慌
で
は
、
支
配
株
主
一
の
争
い
や
特
に
問
題
の
あ
り
そ
う
仕
者
に
よ
る
味
式
取
件
七
は
白
い
よ
《
な
宇
奈
で
も
刊
味
の
判
断
泳
げ
が

川
一

が川市
J

ら
れ
、
日
肝
悼
の
方
針
で
浜
則
さ
れ
ブ
に
き
た
ご
；
心
丸
山
川
は
つ
か
な
い
n

本
稿
は
、
土
渋
川
的
凡
凡
が
仮
実
践
出
と
し
と
用
い
ら
一

れ
て
き
た
こ
J
か
ぶ
｛
疋
「
る
も
の
で
は
な
い
が
、
心
し
ろ
次
の
よ
う
に
説
明
て
き
る
の
で
は
云
レ
お
と
考
え
て
い
る
r

す
J
J
7
L
U
九
%
、
そ



r日

の
ょ
っ
な
出
金
T
よい一
J

い
て
も
、
？
え
ぺ
胤
梓
仰
す
4

い
と
い

の
ぽ
絡
を
山
仲
間
ま
、
告
し
今
ト
刊
か
っ
ー
マ
へ
刷
出
権
争
い
に
即
応
し
て
攻
締
役
会
は
〉
ヤ

ま
で
新
川
件
発
行
を
p

打
払
え
る
か
古
川
け
叫
叫
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

V、
三時
」

オ三

本
給γ 

~n 
~ 

】ヲ

」
託

子

偵
ITH 
' 迫
才し
】て

"' d、

アニ
ふヘ

:k !,j）、学＇ 02 日 ； ~2) 142「2iJCS.日

J、
円問

FT1し
を
幹
「
E
J
t
j
J
U
一
一
、
さ
わ
わ

i
j
J
j
l
J
〈

i

l

k

；
’

ー
砂
防
ハ
」

石
J
7
1
i

駄
に
主
配
刊
と
へ
は
〉
て
い
る
宥
が
後
か
ら
m叫
ん
計
常
防
こ
対
立
す
る
と
い
っ
た
状
川
に
お
い
て
、
ど
こ
主
で
取

中
村
役
会
が
新
株
発
行
中
一
行
え
る
の
か
の
判
断

u、
飲
川
刊
的
白
川
沖
λ
の
取
引
日
に
民
一
α
る
も
の
こ
は
港
、
？
白
も
あ
る
n

ぷ吋一
J

山
川
が
似
位
叫
寸
断

を
向
避
し
て
き
に
宇
滑
り
う

4
7－
元
凶
は
均
係
か
な
い
た
ろ
う
〈

p

－rι
よ
う
な
苧
案
で
は
悩
畑
一
判
rs
を
同
践
す
7

内三位

由
が
ほ
さ
Z
L
N
7
で
ふ
の
る
、
ν、
そ
れ
で
も
位
。
一
川
か
ら
ル
は
存
p
h

引いする
c

必
と
の
町
民
係
で
、

紛
争
の
々
（
フ
げ
か
長
な
っ
て
w

て
も
、

不
公
U
品川
h
m
v
Rほ
で
王
安
門
的
ル
ー
ル
主
用
い
る
山
中
で
判
定
の
何
倍
判
ぬ
と
一
小
ず
と
、
そ
れ
が
敵
日
主
的
な
林
式

c
m爪
符
心
事
案
L

も

影
響
す
る
可
能
川
け
は
為
る
コ

や
は
り
多
照
可
能
な
い
佑
判
断
は
政
引
い
外
で
ぶ
さ
れ
て
い
な
い

v

干
の
す
に
山
川
、

ιι山
h

一、

VA吋
l
j
z
i
h＼
l

J

t

～

L

H

h

生
T
H
2
1
1
i
L

制
佐
川
川
断
、
デ
凶
貯
一
す
る
の
が
ム
U

瑚
片
的
に
な
る
だ
ァ
つ
う
も
ち
つ
ん
、
勺
市
中
苦
心
Tr
振
り
影
挫
叶
と
い
久
史
ド
一
部
、
も
什
有
す
る
と
は
す

J

え
ら
れ

る
が
、
こ
の
よ
う
九
支
配
格
争
い
と
取
締
役
会
の
権
以
に
閲
す
る
市
値
判
断
を
同
逃
し
て
き
に
、
｝
と
を
広
ま
え
る
と
従
来
の
仲
裁
判
例
や
L

ど
わ
恥
川
合
的
い
一
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
－

支
配
権
争
い
に
関
す
る
法
の
形
成

裁
判
所
は
支
配
権
与
し
に
閲
「
る
姉
伯
判
断
会
一
同
述
、
〕
て
き
た
た
め
に
、
従
来
の
々
で
っ
か
三

νスド

的
ル
ヲ
ル
か
形
成
さ
れ
、

そ
れ
は
当
時
の
禁
判
所
の
お
か
れ
た
状
況
中
踏
ま
え
る
乙
合
述
的
ど
う
す
九
と
い
う
第
一
一
旦
ー
で
七
1

〆
た
一
祝
問
は
、

目
見
方
を
変
え
る
と
次
の
一
主
ノ
に
も
い
L

え
る
。
支
配
捻
予
い
に
際
1

〆
て
取
給
役
（
ん
さ

が
ど
の
よ
う
な
権
限
を
右
了

J

る
べ
き
か
と
い
う
の

は
す
く
札
て
政
策
的
な
判
断
と
あ
り
、
同
難
な
低
値
判
断
を
伴
う

H

て
の
よ
う
な
価
値

1断
は
情
報
や
能
力
、
投
下
で
き
る
資
限
の
点

か
ら
は
u

法
府

i

？
行
段
が
行
う
万
が
一
川
し
て
い
る
と
も
い
い
う
る

U

し
か
し
、

従
山
市
、
飲
対
前
J7
外
ぺ
の
取
旬
、
こ
の
百
円
以
T
で
は
、

パ
ワ
ル
既
に
大
量
保
右
叩
告
や
公
軒
目
付
期
整
の
笠
常
口
行
わ
れ
た
以

｜弓



外
は
、
？
げ
決

H
が
花
極
的
な
行
勅
寸
ザ
1
y

っ
て
き
に
1

わ
け
で
は
な
し
じ
ま
た
、

他
同
で
み
ら
れ
る
よ
う
な

H
王
規
制
機
関

T
t
Q
ル
1
1
M

の
故
一
備
が
’
れ
わ
れ
る
ね
け
と
も
仕
く
、

か
と
い
寸
て
行
政
μー
と
手
L
て
何
ら
か
の
－
ル
ル
笠
怖
が
’
打
わ
れ
た
わ
け
で
屯
な
か
っ
ナ
1
0

そ

の
よ
う
な
ー
一
ー
で
も
絞
ト
凶
状
況
の
変
化
な
ど
に
よ
勺
て
、
ー
丸
一
出
始
争
い
、

イ
シ
パ
ク
ト
の
十
、
き
し
い
敵
対
的
日
以
以
が

rkいれ
る
い
一
〆
、
は

ルめ
J

1

～
T
L
、
そ
の
池
心
支
配
権
争
い
の
事
案
J
D
生
じ
て
は
い
た

U

紛
争
を
ム
ザ
ら
治
ま
れ
に
裁
4
4月は、

特
に

J

ン
七
、
J

サ
ス
fJ
な
U

中

と
も
、
少
な
く
と
も
不
公
リ
光
行
日
ど
の
規
定
、
乙
心
潟
係
↑
ど
、
川
断
」
／
一
七
さ
な
け
れ
ば
白
ら
λ
叫
に
と
は
川
え
、
ぷ
吋
一
J
h
に
に
っ
と

定
の
基
本
的
な
悩
伯
判
所
十
一
不
す
こ
し
〈
は
、
ハ
杭
川
仙
に
照
ら
す
と
直
維
で
丸
円
た

F

そ
U

た
め
、
ど
の
よ
与
な
モ
テ
ル
に
J
b
t
づ
い
q

て
支
配
権
争
い
を
従
え
、
間
配
埜
ん
と
均
一
築
ず
る
の
炉
に
つ
い
て
の
判
協
は
阿
波
、
づ
、
れ
、

し
た
が
っ
て
支
記
憶
下
い
に
関
す
る
明
暗
仰
な
法
ル

l
ル
が
形
成
さ
れ
な
い
主
主
で
あ
っ
た

ν

そ
の
後

且
批
判
所
以
外
の
閉
山
係
者
に
よ
η

は
す
叫
い
が
、
そ
れ
を
咋
景
と
し
て
裁
判
所
ば
敵

対
的
買
収
が
行
わ
れ
て
か
ら
取
締
役
会
以
り
で
4
7へ
・
党
助
さ
れ
る
効
民
ー
の
強
い
防
衛
協
に
所
定
的
入
品
店
ル
ー
ル
令
形
成
し
れ
っ
」
の

一
だ
の
コ
ン
ピ
ン
ザ
ス
叫
M

形
成
さ
れ
、
必
ず
し
も
そ
わ
を
そ
の
ま
ま
採
川
し
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A
i
b
桐
で
み
て
き
た
、
土
安
門
的
ル
i
ル
の
ポ
闘
は
、
法
ル
i
ル
て
は
な
い
一
定
日
L寸

J

計
が
作
ら
れ

一刻一

れ
る
こ
L
r

で
、
法
ル
v

ル
の
一
一
山
小
此
乞
促
し
た
場

γ

一
と
F

弘
M
R
つ
け
ら
れ
勺
に

ー
ン
中
ン
＋
7

八
円
山
形
以
さ

レ
九
二
ノ
戸

新
株
マ
ノ
約
拾
の
免
れ
の

「
品
、
な

R
的
」
に
昔
日
「
る
と
い
う
一
一
妥
円
的
ル
ー
ル
は
、

句点、
υ

て
、
こ
の
－
u
u
え
に
み

F

ザハw
i
y
一

会
的
な
コ
ン
セ
ン
汁
ス
が
形
成
さ
れ
る
ま
と
の
過
波
関
心
ル
7

ル
で
あ
る
よ
う
に

ど
の
一
三
な
雌
伯
川
断
を
蒸
慢
に
辺
町
、
九

て
も
よ
い
し
、
あ
る
い
は
相
え
仕
く
て
も
よ
く
、
な
お
か
つ

止
の
柔
軟
さ
は
あ
る

ζγ
一
性
け
は
は
、
益
事
的
な
考
え
が
阿
ま
コ
で
い

人
司
い
中
で
、

ア
ド
ホ

y
ク
に
妥
当
日
結
論
を
出
「
の
に
治
し
て
い
る
。

そ
う
す
る
い
〈

一
y
ポ
ン
校
州
事
件
丸
決
定
が
佼
伏
、
こ
し
つ
、
一
七
裂
な
は
約
」
に
ぷ
円
ず
る
依
注
を
維
持
し
て
い
に
こ
乙
は
、
単
ピ

従
来
U
判
断
枠
組
乞
形
式
r出
に
引
き
ー
ド
い
で
レ
る
だ
一
じ
で
は
ノ
＼
、
一
心
「
一
ン
セ
J

斤
ス
の
形
成
の
科
技
す
r
k
映
し
て
い
司
る
と
も
考
え
ら 1+ 
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r日

オ1

る

現
在
の
わ
が
国
で
は
、
故
対
的
日
収
へ
の
同
店
内
に
つ
い

E
あ
る
符
度
の
プ
J

行
ン
作
ス
ば
，
市
成
戸
れ
つ
つ
あ
る
か
J

ア
ぱ
れ
な
い

が
、
ま
だ
仰
値
判
断
が
固
ま
っ
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
記
い
で
あ
ろ
ヘ
ハ
い
れ
は
、

一
本
だ
に
過
L
K郊
に
LMIU
一
人
件
質
を
山
什
つ

1
4

事
な

J、
円問

日
的
L

に
J

宿
川
け
す
る
判
断
枠
組
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
L

戸
長
吾
的
で
ゐ
司
令
。

九
人
配
権
維
持
リ
的
が
一
fm
当
な
司
約
l

で
あ
り
、
支
配
怪
中
い
が
生
じ
て
、
る
場
面
と
そ
の
帰
州
胞
を
決
定

γ
る
で
つ
な
新
川
味
噌
新
株

予
約
r恰
の
充
ノ
仁
均
一
行
う
、
」
y
アh
J

支
配
権
維
ム
J

河
的
に
は
タ
Q

Y
」L
て
J
u
t

こ
の
斗
川
れ
を
維
持
す
る
限
り
、

正
当
な
寸
汁
μ山
t

に
ど
一
り
ょ
う

な
も
の
J

士山
u
t
る
か
に
よ
J
亡
、
戸
人
質
的
な
ル
ー
ル
の
小
川
容
は
大
き
く
変
わ
り
う
る
c

一λ
際
、
三

J

ボ

J
U
U
活
市
ア
件
抗
告
審
決
む
の
判

不
で
は
、
い
く
つ
か
の
一
庁
吋
在
日
的
一
と
な
ト
り
う
る
も
の
に
言
及
し
て
お
り
、
ぞ
れ
は
説
λ
方
に
よ
っ
て
は
、
可
取
締
役
ム
μ
が
支
配

権
争
い
心
門
川
趨
乞
決
め
て
は
と
ら
「
、
株
～
ー
が
決
め
る
べ
き
で
め
る
と
の
さ
え
刀
と
整
合
的
℃
は
な
い
可
能
件
が
生
じ
る
J
O
の
で

μ 

ょっ
J 》

逆
に
い
え
ば

ム
下
授
な
日
的

に
着
目
す
る
判
断
枠
組
メ

以
段
階
で
は
あ
る
行
皮
鼓
引
出
心
安
勢
は
刊
広
ま
っ
て
い
る
が

の
も
、
り
が
維
持
さ
れ
て
い
る
限
り
は

メ
れ
は
よ
だ
小
安
tE
と
な
も
の
な
の
か
も
し
れ
と
い
。

他
方
で
、
前
片
的
資
収
と
同
叫
ん
な
灯
、
支
配
権
下
い
り
き
っ
一
つ
の
重
山
五
な
場
一
仰
で
あ
る
従
来
か
ら
の
支
配
株
玉
と
攻
松
山
叫
仰
が
l

刈
iv

、J

て
い
る
片
丙
L

お
い
て
、
攻
締
役
会
の
権
限
が
い
y

」
ま
で
認
め
、
つ
れ
る
か

一
例
乙
ば
、
約
一
者
割
引
が
制
約
な
7

し
に
訟
め
つ
れ
る

こ
1

J

1

L

占
l
品
、

j

l

J

1

し
M

い

｝

bv

必
「
、
）
号
令
ト

h

リ
リ
向
性
は
凶
士
〉
て
い
た
し
し
し
し
記
の
議
論
、
巾
’
阿
古
拾
っ
て
い
な
い
と
「
れ
ば
、

こ
何
」
士
、
ノ
伝
間
町
田
に
コ

、、
ザ

に

3
ム
中
J
m
1

の
持
の
あ
る
x
k
h
調
述
、
～
問
問
料
ζ

ず
る
の
で
は
な
く
、

の
十
俗
研
円
を
拠
凡
打
法
ル
ル
の
形
求
が
な
さ
れ

ー
仮
設

る
ン
ナ
ソ
オ
の

〆〉

は

ー
以
汀
例
以
外
幻
次
一
万
で
の
－

h
ら
か
の
方
針
や
ル
ー
ル
が
形
1
V
さ
れ
る
場
ιけ
か
も
ー
れ
な
L

241 212 
4 、

F司

、，
字；と
持

Hπ 

こ
の
よ
っ
「
川
辻
本
づ
一
川
に
ゥ
い
て
は
、
言
拘
什

S
了
」
て
の
本
文
芸
同

ぶ
た
、
本
正
で
辿
ヘ
た
間
出
に
つ
し
て
は
、
V

問
中
前
拘
作
－
0
0

一一

二
九
去
、

y
一ノゾ工
f

川
リ
ヘ
14

弘
司
昨
1
f

1
1
1

：

：

ー

；

－

2
1；
f

ん
八
ハ
一
作
代
中
盤
に
主
配
権
争
い
の
一
和
趨
を
誌
が
バ
定
ち
る
の
tu
に
悶
？
）
九
つ
の
競
合
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づ
る
モ
一
；
μ

一
つ
王
宮
沢
を
迫
、
り
わ
、
以
削
役
会
げ
に
む
忠
ど
ん
洋
間

F
る
瓜
限
ア
し
h
J
〆

令

ア

プ

υ
i
チ
を
…
弓
削
1

た日

J

わ
れ
る
お
き
間

切件、
2
η

！？ヨ〈
JDhm
）hK3コ
む
に
〈
4
c
w
q
R
主
ミ
コ
、
へ
え
古
乏
会
ご
C
ミ

zi
合之、
mAヅ
ミ
忌
岳
、
小
K
2
v
M
主
主

J
か）占
2
1
h
h
k
司忌、どにどな守山叫
E
J
r
J
4
Z
U
U
A～山

店、。
h
d

｝
心

c
比九日
Jn

る
と
一
γ
合
わ
や
「
い
か
も
し
れ
な

v
J

わ
が
凶
心
及
川
r
M
K

パ
ー
ル
刻
、
合
乙
に
絞
j
M
L

－
的
な
y

作
弐
の
点
け
ん
に
パ
川
7
事
件
H
V

起
き
て
へ
こ
の
之
、
？
な
菅
川
市
、
ど
回
遊
？
〈
舎
に
J

K

U
伶
、
及
判
明
は
告
の
選
唄
Mir
－
－
一
の
で
は
あ
る
が
、
そ
わ
凶
山
富
J
一
玄
の
桁
rHか
っ
判

M

E
山
一
つ
れ
た
だ
け
て
な
〈
、
状
況
が
征
二
1
L
り
ん
ご
乙
に

J
A
M
切
却
が
い
一
／
＼
向
？
っ
裁
判
所
「
JivJV了
［
て
何
ら
か
の
平
一
戸
ル
J包
選
択
し
、
民

し
と
ル
ヤ

j
v
r
形
成
す
ハ

J

と
い
う
の
ー
は
唱
な
る
も
の
で
お
っ
J

一〕
L

1

7
法
的
て
も
及
川
刊
町
で
も
な
い
こ
い
マ
っ
て
恥
成
主
れ
～
J

ガ
イ
l

－
ワ
イ
シ
し
ぷ
判
例
治
相
ロ
に
民
響
ー
は
カ
ら
一
後
掲
白
川
）
参
ω
日
山
）
、
…
間
値
判
陀
と
ル
！
？
N

が
J
F
川
氏
支
一
れ
1
hイ
た
と
川
v

え
る
わ

一川一

h
改
め
｝
一
ヱ
呪
川
刷
機
関
心
対
応
も
近
ん
一
言
一
て
L
る
が
、
回
知
の
よ
う
に
、

yf
一
》
｝
故
判
例
て
d
さ
れ
と

4
1
2以

m
pれ
て
も
い
る

サ
バ
ン
及
活
ヰ
件
抗
ム
寸
審
決
t
に
に
お
い
日
、
例
外
的
に
之
百
一
一

Jd待
日
巧
の
JR味
。
和
株
ァ
私
一
一
〔
7
v

発
行
か
苛
リ
グ
ν

つ
わ
る
一
週
怒
川
J
一
が

い
川
一
治
ヂ
水
省
・
法
持
宵

ω
指
正
一
？
同
百
川
一
に
J

心
立
主
づ
凶
ん
さ
れ
、
し
る
一
と
は
、
山
山
川
指
開
削
さ
れ
て
い
る
〈
l

路
出
’

f
持
注
（
肌
一

ヘ

i
hハ？グ附

ι
r
A
J
A
r
t
な
税
引
九
日
L
な
行
れ
ば
わ
が
叫
心
、
正
月
的

J
l
w
と
4
括
O
K前
iη
当
て
山
k

ま
る
ェ
C
附
古
川
之
さ
な
い
i刀、

7Jρ

汁
一
一
や
J

r
リ
ス

て
ふ
掛
布
引
ル
ー
ル
ハ
一
原
川
古
川
一
昨
ら
h

A
一
三
〔
は
一
［
い
門
的
」
？
け
u
h
J
J
る
判
断
什
制
古
一
〕
リ
れ
て
い
ず
い
こ
、
一
が
）
K
4
1
F
M
い
ι

ヘ
誠
一
約
一
川
平
第
百
第
款
判
口
口
十
、
前
渇
川
～
問
）
0

（
同
一
一
シ
心
太
丈
考
一
間

へ
い
」
一
支
配
刊
一
、
1
八
枚
下
一

J
h
w
V
M〔
障
が
汁
J
V

｝
℃
い
匂
状
況
に
お
い
て
市
二
者
剖
当
に
よ
匂
糾
状
発
’
い
が
？
わ
れ
た
抗
日
心
事
例
で
一
ば
、
従

来
1
r
M
拡
比
ム
耐
久
目
的
町
九
が
司
い
ら
1い
一
二
G
c

山
一
利
作
一
以
）
参
田
こ
れ
は
、
本
V
A
て
浪
、
ず
／
戸
一
と
出
比
ム
ム
f

的
立
あ
る
c

も
ら
一
ろ
ん
、

こ
の
一
寸
つ
な
田
川
町
州
一
は
、
抗
日
刊
的
］
1
A
以
の
場
面
支
配
市
絵
持
門
的
り
J
L

予
掠
本
株
〆
f
約
守
口
先
hγ
♂
ど
れ
一
工
ム
ー
な
山
崎
什
に
ぷ
め
る
の
カ
一
－
い
ろ

判
断
し
れ
t

…
関
係
で
は
な
く
、
敵
対
的
買
収
の
裁
判
例
ル
ミ
J
A
1

げ
て
到
し
い
長
聞
が
川
l
r
L
A
9
の
か
も
し
れ
な
い
れ
し
か
L
、
考
－
恒
γ
y
J
る＼一ざ川百九
f
y
山口

必
ず
1
J
nム
ム
ノ
同
v

こ
ぼ
し
げ
へ
ん
に

第
一
r川

伐
さ
れ
に
制
連

バ
ヘ
本
杭
の
問
題
山
4

と
L

昨
日
次
ず
べ
九
五
一
将
米
の
諜
町
内
に
触
ー
れ
て
上
下
稿
を
締
め
く
く
る

f

－
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r日

本
穣
の
問
問
題
点

裁
判
例
の
外
い
式
／

の
同
町
示
、
）
た
説
明
、
？
抱
え
る
殻
I
八
心
問
題

Y
は、

裁
判
所
は
な
ぞ
え
配
権
争
い
に
関
し
て
、

加
で
き
る
何
ら
か
の
印
伯
日
断
予
な
い
場
甘
に
山
ら
価
値
日
断
を
子

1
7こ
L
な
い
む
か
を
説
明
し
き
「
れ
し
い
な
い
凸
に
あ
る
ο

予」れ

J、
円問

に
つ
い
て
第
今
一
昔
で
枕
ぶ
し
た
説
明
は
、

Y
J
照
的
に
い
え
ば
、

詳
J
u
u

拾
お
う

ιし
な
い

「
火
中
の
栗
？
？
徐
わ
さ
れ
る
波
川
川
は
で
き

る
だ
け
畑
町
切
な
ド
刀
法
で
そ
れ
を
行
お
ぶ
と
す
る
で
あ
ろ
、
勺
午

γ
7発
想
に
も
こ
づ
い
て
い
る

U

ま
ん
＼
ど
の
万
川
に
動
く
べ
舎
か
切
ら

か
で
は
沿
い
中
で
、
辻
ヨ
を
ほ
び
亡
い
る
状
、
引
で
は

つ
ヨ
分
が
口
オ
rい
一
つ
形
で

員
初
川
U
～

歩」

z
V
｝
陀
、
円
山
川
す
の
は
避
け
る
の
と
は
な
い
か

と
い
h

つ
J
U
け
の
で
J
V

ぬ
る
c

確
か
げ
L

、
裁
判
所

l

ぺμ
そ
の
よ
う
は
こ
と
を
縞
徳
的
に
行
戸
つ
J

ン
ピ
ノ
テ
ノ
ヴ
は
丸
ま
り
は
さ
そ
う
で

し
か
し
、
ふ
の
え
L
そ

れ
を

J

迎
行
る
イ
ン
γ
一
テ
ィ
ヴ
の
存
在

r
つ
い
亡
は
卜
日
T
d
q
v
説
川
が
で
き
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
本
相
は
末
た
直
感
的
な
段
市
に
し
〈
ど

ま
っ
て
い
る

v

本
求
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
解
明
す
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ド
エ
と
［
て
筆
者
心
能
万
」
一
の
問
題
子
ら
な
し
え

弘、〉
J

F

一
〈
J

久
匂
1
hツ
ペ
千
九

将
来
の
課
題

九
ー
稿
は
、
「
川
山
河
川
的
！
ょ
王
間
十
へ
は
的
ル
i
ル
の
分
析
と
雨
明
今
一
行
っ
て
き
f
hん
、
「
で
は
、
ど
二

J

す
べ
き
か
り
と
い
う
問

題
い
は
令
く
触
れ
し
い
な
い

記
述
的
な
分
析
を
安
易
に
況
判
的
な
議
論
に
岐
川
町
「
る
の
は
問
題
で
あ
る
が
、

の
関
心
か
、
つ
は

「
詑
い
か
ル
？
！
ル
会
叫
ん
成
・

h

砕
い
い
川
ず
る
べ
き
か
〉

制
刈
乙
守
山
h

別
損
在
の
と

に
関
す
る
問
題
、
引
将
米

り
H
ハ
体
的
に
は

こ
ろ
裁
判
所
は
あ
る
行
反
中
心
的
伝
役
割
を
判
勺
て
い
る
ζ

も
い
え
る
が
、

そ
れ
は
来
三
し
て
望
ま
し
い
の
か
、

あ
る
い
は
け
仙
の
白
い

ず
に
よ
る
ん
が
三
ま

L
い
の
か
こ
い
つ
止
問
題
が
考
え
ら
れ
る
υ

本
一
析
の
検
討
か
つ
も
、

ル
ヲ
ル
の
内
谷
に
は
ル
ー
八
戸

J

形
式
・
運
用

z
f
｝仕れい？、
j
J

一ヘJ
つ汀

一
…
；
？
一
f
h

こ
の
よ
《
な
課
題
の
設
d

疋
に
も
意
味
が
あ
る
一
り
で
は
ほ
い
か
T

辺
川
｝
わ
れ
る
。

24' 

ミ
ち
ろ
ん
、
我
引
！
己
三
九

J
C
b
、
井
町
札
さ
れ
る
可
能
性
が
去
っ
て
も
、
丸
山
ん
F
L
y
c
r
f
J
£
一
判
断
を
ヂ
句
、
」
1r
」
効
司
を
ム
い
Jn

る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
少
な
ぐ
乙
も
制
度
同
な
｛
ン
μ

／一ア
J

J

ヴ
は
な
い
ご
d
z
u
れ令。
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十 ＇！！＇！－＇ 的JC' i川）(j？、司： ＇＇ル）

ぺ
湖
一
二
の
占
刊
に
つ
い
て
は
、
叩
メ
／
J

｝f
f

y

ス
3
敵
汁
山
買
収
に
討
す
一
令
市
引
の
l
T

長
以
ヘ
ノ
て
、
止
が
二
L

の
一
寸
つ
な
ヰ
己
主
1

で
ル
｜
ル
ヱ
ヂ
」

tbv井
J

h

一
心
ひ
に
古
口
い

J

、
説
明
す
る
、
ヤ
テ
ヨ
シ
コ
コ
cfz
除
＝

2
E
〉
ま
の
の
f
」

f

y＼
2
1主
旨
伊
豆
、
F
h
p
u
」
ぎ
と
ま
と
わ
り

同

hh？
3
2
3
E～K
5
3
－
也
、
ケ
刊
誌
百
三
ヘ
ロ
ミ
コ
ロ
ミ
Mr45

ヘ刊～

v
r
E
Nえ
～
同
叫
に
知
、
。
ゼ
ミ

hhM山
氏

N
Y
R
S
》二日
L
m
C
H
t
t
c’
一
口
己
戸
凡
｝
吋
r
u
m

勺…一℃

2
治

2
A
J沼
5
］
出
〆
ぐ
｝

4tJJHEzm
勺
と
あ
門
プ
O

吋
ぅ
＼
辺
－
）
乙
）
d

ヘ
～
ご
た
や
子
午
、
ζ

｝二一
d

＼＼
n
T
【
】
円
。
ロ
＼
牛
三
M
m
古
川
｛
辺
、
∞
門
口
一
宏
一
回
1

（！メ人比主手、 cs'1 147; 147 '20時人


